
lMOl 及朕ポリリン薇4 位成 k '3 2 p后手のかう lかがp

（九穴褪） 0 印布塑正 大危穴

〔緒i J 因杯のオ lしトリン殴ァ Iしカリ紐Lを衿子炉が＇奎沖拉手段和r13 とラ／ r （口） 32p
反応にtもかふ程の 32.p競摂 1 ンオキ、／醸が｀如成 L I'<"' 四り〇玲 I仁二骨｛和Iii..t q 

を合材を形成してい 3 。 32.p及訊厄子が｀ミかシを合知今子／如＂ t •4 I,全駆，→な在し 1 ¥̀ 

”kや"'i, = ~ 1-1呻リゴ籾評？＇‘,, 3>-p及践屈子~ At 1玲秀転さ知 3 うえて｀｀象毎石キか・
が｝と后る，，，， 釦心栃とオIしトリ＞禽カクウ 4(kH2 P位）にっ II< 反訊三リン薇

む 0勺り＇）ァ腐吠きげ疇乙ろ2.？反朕る子のいれう丘紋が 1n いが I夕鍔り庭
幻；ぃ凜 8月 1 1.知紅が冷@ MH2P04型の—迪のオ Iしトリコ黍7) 1しカリ塩~ゾけ 3冶属
イわっ麟逗.I¥. h とも乃訊ホ°')) `/Im 訊和やげ践裕｝りが麻石り
隙迅につい遺訂し芦。
心貌J (l) オ Iし~ 1 >腹塩 (MHュPO4, M; H,Na,K ，科 Cs) 約 10 へ 30”1 & K吠
P'l¥-3 (!i MW) ~知 1 ドライア 4 ス遥雇て" 6今朋這駆知． （ス）照知試料をキャリ
ヤーししこ思わ）ンオキソ酸を含＋＊旦輝 l 直後栓4 オン灸危？ P 叶グラフィーによ
1)ふ碑りンが‘J顔紐誰．（つ）呼砂月紅畷璃釦墳を作成I,た後可覆
、rJJ')遺む心 9 >薇信かをい小乎ん集みて我訊甑 （4) 片 Iしク P マ1--グラ左一
により知存す弓枷ばも鐸せ餘広した後りン荻傷ど9 這釦夜を再か牙紅漠黛。 ($") 

足厄Jリン醸屈ついて這者存蕩農，玲即の牟併下 1"郭料げ加オ心机 (6) 加水か絡
玖物を再吋災4 オン受挽 5 12 ..,zトク＇’うフィー にすって介揺した後3U初履）定万らいこ
心を甘によっ 1茶加＊窪い知命 K っぃ汲約臼遼え。 (7) 訊炉知｛道をもt
ヒ冬訊ず＇）＇）注定に-J...け 3 32. P 及訊府今の幻 I”矛を計箪。
頃昇と丸魚］知吋 I t 1e/幻知t浮訂訟 2) 1-::お，いて 9瞑が 1ー／！羞むがり
毛）ア Iし P 炉金屡塩ヒおいふ稽のうサP 反訊せ攻物の今布がア Iし力Jな属＾種麺吠さく
肱存すろこtを報告し 1 j t H沖 04 1, i. r,... kH2Po4 におI けろ及訊：三＇）ン痰釘(,."匹’Jン

薇が行令j.,:n I□ Iりな紅惰l す 3 史釦け豆ラり机うの虹狡歳偉さ互訊希子ヒよ， 1
t fテ七れ名§も晶葎弓心べんの大きざりえ晃とよバIi] ~ l ？託哨し？ざ百。

でむ紅］11)訂験己広＂ ？侍況追万紐加リリ＞醸中のうュヤ令手の,& ~ I豆澤り珪を下
忍にます。

三リン翁 '-rf} I) ァ腋 主リン滋
p-o-p-o -p p-o-p-o - -o-p 

H3p64 16 68 16 % , It ( {t_/ f % 

NaH2po4 な9 え #f /3 37 3ク /3 

KHュpo4 25 タ 2t" /3 

” 
39 /3 12 ／ユ ?2 12 ? 災

l<bH2.PC4 2'7 4:6 27 /o とo ｫ0 /O 

GsH2P04 30 ｢o 30 3 な2. 仁l.. 8 | 7 20 廷 2.〇 ク

ながからてつまざ. jぷばししプ弓
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て心卸泉に見られ直後は加よう紅己’'あヲ； 1) 瓦訣三リン酸中のぬp虎和直

和蒻‘石 IJ i Hぅ POも伽Hif04 fと{ k船po4 ／胚H平04, CsH;)..po4 f t q伺7.'大さく里
在っt鰭バ釦打をボず。 2) 万訊叩リン簾 9互f.1,,1. rt Hヲ P位～ CsH斗po4 噸してアIし
ヵ直属叶い知達ぃ I= J這具 Iす卦摩ゎ、い＜や 86 ・¢の反映 11.i? 1/).-談 (1 蒻砂わ原
子 d (2習ヒ功ヤが和を\, ? u 3 ::.りヵ＼・わか 3 。 3) 夜邸立リ＞誌につしl 1 /1衿伝K で

畑PO4 ら出po4 Pl 捗足かシ見つ阻リ瞑既 1122 1 巧磁畔砂して立P 知のな和手し
て V 苓。 づ戸入カリオ Iしトリン隧 (MH-;.p 04) Iぶけ 3 百散三リ::-朦お戸· I炉リン痰

の仕欲弄ば茄ふtぅ謹わ示 1。
:: ＾鬼ゥヽ 7 Hヲpo4, L i H).po4,Na恥po4-にあt, 三 1) >譲 l!Pリン後

てけヲ') :,..絃瑾リン釘I/固？い lt坂脊り大さ 厨04 '臼 4"!, 2, o'衿
”夏があ 9 のにtす 1 ? kHュpo4/ !<bH迦4 紐‘• Li吋04 43.4 /21S 

紐沖04 にか？三 1/ シ蒻と四リ:;..移4 佳ぶ Na叫四 29,4 6、7
督項輝讀柘l に知f 3 ｝う社鞄惹材目贄ti kH').904 24.5 22.,4 

存在し7?- I'-& ：：：,節篠は叫祖托忍 3 の紅 粘化p。4 2 弓5' 2瑶
巾令斥に見ら小f._移徴と同じ‘?、,, I V/.. 千りよ Cs虹o4 2e、 6 ↑7月

ぅ府叫紐1， 3 がオ IL トリ＞痰釘困体内？＂ 専庄1遺につ 19て見在l
＂か戸厄元辻姐和b噴序され 5・・む砂 5 Hmro4 1ユ巧9 9＼てば‘'な心入 “c”
iた N(). 圧po4 に百I ¥I C rt "e叫ん64' が紅咋3 九切り両者rt令＜対座的乃 3ユ P のなみと

示f沢失 1::.、特品 a 乱れ 4 、I、さ心い租の中で｀ 32.p袴 5 が PO4“'/1,I`;t;に桂屯I,て P-o i'房倉を

酌茶す了i ＾と哀えられる． i口 kH2 po4 - Cs Hュpo4 c か戸反棟三リン（碗幻 A‘‘
虹04- ~&H).po41::.1l 戸紅も0'} ン貌 d 佑杖 11 鈴品＂かい大さり渇り 1U 酌とが進
炉たり戻乞刃ムる・全りン蔽ヒ 9 い 2,1 ヂークが矛足して、ヽづ臼わり＃＇が＇囮 I})'額

“島なと同林四いう。

17 がり句ヤk,9}墳ぶ隅身p.双
2) ク I~ I目砂げ切絃千癬象、p. I仔
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1M02 H ofm a.nn型包捌＇ヒ合物1こあげる反月戸Br 原子のィヒ埃叙蹟
（能大工·疇大共） 0岸ll1俊硝虚ム晋ー I卜）1|藉之
占音限IIB月 四宮知即＋

1 。 乞将化合物1さ》原iまた 1な分知ヽ、結合 L 豆｀＇丘3；灼元禰造 (host格お麟）
祠翫餡r；大•をざの空孔があ比その中 I：：ほかの第また 1て知:} (_9uest幻）が
一定パ蒻‘z’' は /I) 込んて＇詩定碩謁諷造をつくつてい社勿憾である。1) ：：：：＾包蒋（吟物
内での 9uest分ふと host穏逗豆向の相互作用は物埋的図羞：：：近くノ 9uest令ふ Iな
か存り釦恥幻蜘か輝譴知 L ている。かさわら 9uest分ふ Iす気i該分 3心
う l：：：岱勃 l て l1 3 といえi.
”代にか 1? 屯guest分｝と I '2,径和該加含とし？ぎ匂"D 豆＂ンゼン四

ひ｀‘己‘‘j''Dモ心ゼンをと＇）あヴた。 host棺 3頑造に l'iJ,ジチオシ？ナト〒卜うキス 4-
メ4- Iしt°りジシニッケ ll..-(J[)を同 ll た、 フ,,ロモヘ｀｀シゼン蓉）にあ'J I て 81 Br (n,r + IT)-

82Br過程1：：より生応｀した后謡82Br 原}(I\化I労6澤勅にわーよぽ＇ず乞蒋花3 の景醤こ花討し
た。

2。実験
2.1 ．岬疇． (1) host甑 [N i (4-Me.py)4(SCN)2.], Mepy = Cょ口
は，瑯tニッケ 1 し (II) ぁ、 3 U``4 オこ？シfヒカ＇）ウムと含も）k落茨 Iご 4- メ千 l以デ）己＂ンを
加え 3 ことによリ生応した茨庸色充殷さ同乾ォること 1：：：より得違れた。 (2) 包蒋墳：合物
プロモヘ"~ t,·ンあ’; ()'、ジ｀）＇＇ロモベ＇ンビンの Oっ仇·ぁ~ふ〇＇．p-晏1生体~ gues t分ナと可＆包
蒋化合吻 Iむ 9uest分} 0):).勺）ー 1レ (4-Me.pyを加）落烹：：： （ 1 ）の host錯·1本が雙喝
m ：：とに；；り容易：：得らがた。
2.2. 中牲雑勢T．款料 11; TRlCrA MARI< 11 (立数這荷）迂リング'3L (¢t h= 

I. S t--1011 n ｷ c.m-2seど）ぁ‘ふ (}‘•KUR cti気送管（ Gth= 2.34 メ ID12 n,cm-2 s e.c.一l) と便秤］

し，＇＇ドライアイス惹鹿てヲれそれt o令向ぁ｀｝ひ'• 2介向墜旬した。
2. :3.（ヒ⑰L理ぁ’よ(}'・放釦能測定．中性｝頸環a-:21'11 Br(IT)~2Br 退浮か党 3 万i呑t'ン
誤科 17:ドライアイス温贋のまま璃所I:: f免応いた。詞科中の生如‘物の令加 A~ D の採
作か 1 万＇•いかによった。 A) 詞＇料t逸酪（1: 1)+里る譴悛T ト1)ウム＊落苑ぁ'J /;`'へ｀＇ンゼン
0)＝局ぅ聡物に加え，巨採·届将生玩‘物這琺尉：：抽出したわち，荷将屠の一部吟取が＇ス
? 02 I-？＂うフ 1を 1：：；り分離した。 B) 詞料も 1,2- 己’'7'OE エチしン (DBE) に；寄癖また
l浅竪濁口せたのう） A 違知行った。 C) 諏‘科這茂,;;,,. ~IIIなメ 9) -/し l：：落賠した
の S, 包蒋？ロマト 1" うフ法ユ）に｝りが紐した。 D) 蔀＇料EA バ印知湿証慕｝哀 4§知A,
ゃ嘉疇につ I i< C ai方迂 Iこより介紐した。 82Br燐喋(/),咽l忠：： Iコ Ge(Li)控ぬ券っぎ
認分祈巻這用した。
3. 結果
g韮tし E7"D 知｀｀ンゼン報 (PhBrYl 』 n= 1., 2) あ‘ふりそ0- ~ E g uest分ふとオ 3 包

蒋化合物におげ 3 g2.6rb趾柑謀物分庇と丁a.b le 1. 1~41：：示す。

きしかわとしあき・とおやましんい 5· おかわよりゆぎ｀うらへ‘'(J)りあげ・
しのみやちろう
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Table l. 

Sample 

¥d(91  

Inorg. DBE *Br *Br *Br *Br High 
species 

゜
O B r o B r  o 

bp 
species 

Br 

PhBr.clathrate (solid) 87. l 0.9 1.5 0.7 0.6 0.7 8.6 

l o-PhBr 2. cl a thra te { solid } 75.3 0.9 豆 0.7 0.4 0.4 20.9 
m-PhBr2.clathrate sol id 80.0 6.5 1.0 四 0.8 0.7 8.8 
p-PhBr2.clathrate sol id 81.5 3.0 l.5 0.4 口 0.5 12.4 

PhBr (solid) 20.5 0.1 23.5 4.0 3.7 2.5 37.6 

2 o-PhBr2 { solid } 21. 7 5.9 可 16.8 1.1 0.9 51. 7 
m-PhBr2 solid 12.9 l 0.1 3.2 戸 16.2 1. 9 52.2 
p-PhBr2 solid 18.1 6.8 1.2 1.4 万 23. l 46.7 

PhBr. cl a th rate (sol id) 
3 Isothermal (90ーC) annealing 

for 40 min. 98. l 0.1 皇 0.1 0.1 0.2 1.0 

o-PhB [; + DBE { 0.1 mf } { 1 i quid } : 56.4 10.9 4.2 18.6 2.3 0.8 6.6 
4 m-PhB + DBE O. l mf l i f M1d 50.5 10.4 3.4 立 21. l 2.0 10.0 

#) coil source: SbBrっ Br(n, y)l
Underline: parent yield. 

(1) 包蒋化合諏：：おけ 3 虹凜蒻．釦珪窓珈碑 Iな, I I if·'如パ腕沿 75~85~ であ
った。 DBE I⇒ り固定立這臼圧Bn古 1~7兎で｀かた。鰤｝雌丸 11 牙•れも
0,5~ 1,5 2 Z"あリ、親幻以外＾ Aromatics (O,5~/.5 ワ。）と 1戸祠応収卒であっ
た。羞峠豆‘物収年は 10~20'. 2•あった。 (T~ble 1. 1) 。
(2) guest分ふのみの§蝠 lごが 1戸麟‘物紐．純丁ロモヘ＇｀ンゼ｀ン渤 Iコあ‘1ナ 3 生笈‘物収
転訊it令物にあ‘1す 3 場合と比報オらと，，親令這年あ‘よい‘埜揺生窃物収考 1:-頚幕百
＂）か｀‘みヒあられた。齢珪知 {5~20?o t'あ＇） J鞄幻以外の Aromatic. sd又孝の 5
~10 fもであっ1=..これ 1っ包蒋it.合均 1ごおけシ収孝／配約 20 f知ぁ 3 っ湮砕生応物cl2 考
Iば）包為認加場合逗れ？約 1/5 でありJ品雌生ば物では約 5f苔であった。 9uest
幻叫遣晶：：ぁ‘斤 8 〒’‘一勺(TCl. ble 1.-2)1i1ドライアイスf屋磨下て＇・ペ謀 Z•9あらけ＇，齋
悴望壼混渡：下のt易合 3) と比へ‘`3 と親分切注 l追干恙皇を示し'F.:。
(3) 7"ロモヘ｀‘ン包＇‘ン包跨｛ヒ令物にお It~巷ァニーリ汀＇． ドライアイス惹度で墜蕩互、J
同膨 z•、 (IT) 過程 E径這料につ 11 7.ノ cro0 で 40 介向ァ＝ー 1しした。ての苑渫 u 方＇
れの生哀沈碍這‘'!Tし｝ ：：れと対応して息採生叫加む危加か｀みけれた (TC1.ble1.3) 。
(4) 己｀｀ 7‘｀ロモベ｀ンビン落葱におけ 3 生哀‘物冷荘 0-h‘9 U`'m-V‘ ブ＇ロモヘ‘‘ンセ｀‘ン (DBE
o. l rrif e 添加）者焚におけら 82mBr(1.T,)82B這窟：：iる生叩双苺を To.ble 1. 4 1ご
戸。＆砂Br 膠嘩I:: は中旬態妬しE 紐ァンチモン(1[）印 ll た。如御咋五·ちシ
も 50~60 ?o, DBE収聟は約 10 %であリ，親幻収茸は絢 20 % t~あった．幕i糾届生
殿‘寧茸 l ';J: S'~10% 7、あった。
以上0)結果を e tに L て， 82.Br租輝3 (J\ft労的脊牡，：紅ぼ’'捻呻J祖逹＾影習：：
参考文献 つ II て考奈m 。

1) H.M. Po囚el し M. Qu ter, NQture.、国、 240 (I q臼）．
2.) S.Sie.kierski, J, NQrb1,1tt1 Pree.Anal. Chem. Co叶 Vo l. 2. 即do.p est (Jqf,6) p,42. 

3) K.E. S i ek i ersk o..、 M. Mi ImanJ J. F如ger, Ro.diochem, Radioc:1nc.l. Le tt.,~, 251 (1970). 

, 



1M03 金属フクロジアニン系におヴる反釦噂（第夕報）

フ 1 ロシァニンぅ昆品茶 I< あげる（ a，れ）反眺

（東教這）噂井が、充困長生荘司平

1 瘤肴ら lす：：：孔 1 で‘(_几，f)反応を用 V‘ て．＂ヽくっかのフ 1 ロシアニン化合物の兎品
茶 K おげる反訛原うの化和的希勅氏ついて樹す L 秤々心い付てきた、 L 力‘l(n,r)
“乍‘・けで反続横構の解明を行うに 1打展系応あるので｀、他の核反応ャ核変換もあわ也t検
言すする渓専炉ある。そこで今1日 lす、 (r,n) 反応を用いてコ l1・ルトフクIJシアニン (&Pc ）

“知 7 ロシ了ニン (&Pc) の<)(=ff~./3形混晶 K おげる岱Co と‘免と反践原｝の初期リテン
ションについて検討し、(11.,r)反応で生じた‘‘＆と‘免し反訛原｝の初期＇）テンシっンと

の比餃＆試みた。
2 Coだー譴追晶は（几， r) 反応I~ If]\,‘たi <J) /)と同じ‘5 のをその 3 3 使用した．

（『／ti,)反応 1-:: は東北大韓理がリニアッ？立用いた。電うの加是エネルそ｀ー／す4夕Meア
で、臼合コン／＼｀｀ークーによ、） ／緯 l：：：かえ未転換電う 1すスウィーフ°マク＂ネットによリ除いた。
照射｛すドライアイス温度で3¢6 m行追。平均電危 Iす,j.形舜品今均合的／90尺 A 」3 豹混
品では約ユ乙びA{''./1° /しス幅 Iす狂S 、繰返しは 3trl> /PS であった。匪術した孤pf,す桑祀
釦I\• Iレトと統；醗銅も相体として含む氷メ鴻琉疎k落胴支、氷水にう主ぎ｀．析盆したぅ虎役を
”ける。光殿とう戸浪の放射能須＇度に I~.33 c. c. tJ> cc tJJ 1JT eC Li)半導伶検伝器名た lす
肱I (.T£) 検公喬と~'レケケ々ンネ lレ須高／か析器を恥、た。んお‘以術の（几，／）反応 z·は、
原研のJ尺尺ー 2 の知迄陪也用い之ドライアイスぅ益度で 30s熱中牲手熙射と行っている。

3 cl.形混品のしハ）和知..生じ‘たダ0 <1)初期＇）テンジョン I1 位尼'1J f.. Iレ令幸這匹
ととうに増し 、、竹伍<I)液洪月リテンシコ幻す＆Pり毛ル分辛”曽加しl:.ぅ k ぅ凩少したぃ~ 1). 

この初期リテンショソヒt, Iレ分寺の由係 lす一次であ＇） 、しかう伍た<1)毛ル分孝tゼt琳
神するヒ、巧ンと↓←血の初期 I) テンジコン Iさ{;,~'、一致する。~,It Iす(}t、 r) 反応の場合の
“しと‘如<1)““劾這様で 5 炉。¢形危品<TJ (r, }1.)反応で｀ i、先。とも~の初開リ
テンジつンはいず.,/\, fj伍尼の'E, Iレ介孝が噌す K フ礼て噌!JO す7.i (I乳み）。¢形ぅ昆品でも ` 

位たr/) =t. Iし分幸をゼ‘口に外挿すると，弓ると佐ん、の初期I)テンションは 111ず一致する。ま
た桔品形にかかわらす‘`、ぅ昆品中では 5佗，のすが先辺よリる恙し、初棚 1 テンシっンを示した。

これも L 几，『）反応r/)貞心と同様の傾伺である。
d 形ぅ昆品で（'f", 11.)反応によって生じた”らの初梱リテンションは (n,r) 反応で生じ｀

た‘’& <1)初期リテンションよ‘J苔低'.しかもと孔りの直條lす平行で‘わった(@ 3) 。す
応げ鑓糾＇ak おいて (r、 n) 反応で生じ｀た砕ムの初縣i,}テンションも、（ n,r) 反応”g
合の兌、の物戟'}チンシ 3 ｀ノよリう悠く｀し刃‘サ函渚 Iが乎行であった。沿和麟 I, お‘し‘て
ぅ屯の疇リテンシっン lす‘t r/)イ直よ＇）う悠いが、位たの1.- Iし介季がク憎す lくつれて｛の
茂的Iヽざく代る（団 4) 。ずた‘“位の 4合には｀ ¢形ぅ昆品の位たの1;, iレ分孝が小さいうち
I1 (r, 11..)反 rゞ <1)初期リテンシヨンのす力刃&＂ヽ-/Jゞ、毛ル分弟が碍す K っれて (r,n) 反応
<1)和靭リテンシ 3 ン lす (h J r) 反 Fゞ の 1直よりも篇<.. ta る。こii( Iび形ぅ昆晶の嶋合、口楳照

くじ｀らいおさむ・レ‘げた｀店力‘゜お・しょうじ｀ひとし
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厨 1-;:: 船アニーリングが起こるためと思われる。

これらの糾巣も慮}tデ Iレ．純晶樟批匂‘`1レ、化印碍噴の相紅．反跳吐，レ埓ーの差
村どによっ a 議諭する。

＊現在金属杵粁技術畔所

0.&だ匹: I,.v. 1にla, I だ凶oc如．だ叫~心叫’. L.e加，年 67(I973)
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1M04 究繕遥，令℃凋犠化合⑰t (J)反記

北里天営 0新ぅ知裕 竜孝

謬t＜牙勺i!1、うのベン｀｝＂手マ ‘l`’ ー）レぶ‘f U" 2一人チ Iレベ｀／‘）"手ア｀／｀‘ー 1レの (_-H 括合
凶滋知，叩c.-~虹忍5.) お＇す ()"c-c ~統合（鉛汗叫，以下 C-C t略）への挿入0)也
を℃る豆v.:皐這バをた。兎辱に1/)くつ勺｀の知見パ尉遠，こ小 5 を啄炉i 3 t 

虹叫盈りである。

鵡1 オり）東今の c-叶締への神汀麟'c L て水ぁ、 1 U・ベ‘注＇ン這ぃt'z:.を vl f｀収
逗知t濃度v.. 1 3 麦ィCI3 「}(,ャtズりべ‘ンシ‘｀ャー紀桑加にJ遠嗚も誕めら叩JIJ'
1 'v.:。こ n :.. t 1)'ら砂緒合へのか西繹遺、各の葱的ta 酎立｀＇ I;} 豆知t討｀，厄豫［カ
Iしキ｀＇一に 1 5 直将挿入℃石｝ tした。この料環 l3 整冠和ゃむ吋反応に才 l) 用炭召るダイ
ぅ~- 11 l心｀｀C-C甜玲へ急将に挿入 I r1V1 t 1 中t V)る軍定t矛盾 l 「a り． ーす，C.-鳴
合への荷入tJ←叶認に見V)飲豆 □ う譴将挿入 E｀虹’＇「a <1也の反応に； a 挿入疇C
m らいた。これ日訂ペンジャー碍紅→翡）ら砂‘，和諷疇C｀豆湿麟｀迅
を初塾巧）こ℃に門・ロi移含への挿入勺｀’＇噌加巧 5 こt 1‘5 も受痔てれる。ャたこの｝う
r遺澳 IJべ‘ンも‘巧ノ考夜'c. ¥ Vー℃ざ 1非認めら'1l ra 勺’7 た。 こ中ちの結思から c-H 石` f/}" 
c.-c 縣合へのざ～ ‘'9)- 反応,::. J-る’や挿入パ文でヽるt l~IS'c. ~1 J'c.-t-l h 、 1 V" c.-c.待合
心\.9 ヒ 13 挿入慣直渡忍めら小紅 7 Ko L 'fJ'しい＂＇ら反紅紅叩更叶知 L 1'c 
℃こうぅ‘｀べ＇｀ノ 1" オ手ア幻 lV うースル 7-1ド（ Gぱ応ーペ]el,以f -s-s l'.洛,)の注叙
信をがら<lt t:..この加令物 Id 後1c庭むで ll c-H 奇者合への疾病入主叛切である狂H
ガ｀ 5 ．宅知 b こげ｀狛ら中てq 3 。このたの｝：： c-H t者合t C-Q緬合への？知袴入り口正
森 1-:.ぶのるいのいJ -s-s- の畔幻紐につりて検討す；少浮 n.、あ 3 。 -5-s- の豆幻鵡ヒ
"7 v1 c. 11 以下の '7 の遥程り‘•和ぅ小る．

u）虹這射媛？誠料l1I 今祈遠，叫'c I て加えた一5-sービ虹澤餅：： J＇)豆説
¥ K -?""SH あ｝ぃ叩←が含イオ拉釘窃との卵輝む危認、

例． 炉予< + 5ゞ 1-1==店-s-{ 十 r5H
(9k 洛·液）

L2) (-H 統合へ蒋入庄放 L た }-H の放奔「椋今絹K I る庄欲．
腐 ~SH -t R・一→ ,>-s ・

>s• t凶•―→ ~s-s~
但しに訳反応ザ‘照捏紆の況加滋第楳今蹄麟t屯：森する勺｀知‘頑騎である。

Lう） 臼 IL ギ｀ーに嵩 k £｀｀勾‘ら直蒋>to~.
例 2.;>,-H -t S2- —• >S-s<、 +H.. 

今釦的ーの印泳り｀‘ぷぶ和麟邊澪てよ 3 こ℃叶憑念i囁枢距諷心 I {べ‘ン
ぐノ， n- ヘキ寸ン／拒J屯の涛喘、'c.. I てメ手 1し1' lし 1 ー 1 レ石，t U`iご各凌t``の -5-S’の庄詠v.::っ
いて検討g加えた。

）こ l l !.わか 9'いう たさ こつ、
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［直］ ＼l)試科石ヽ 1 ()'秤戦雑蜘従芽｀直J. （矛lm鱈恥畔討翁令）
l2) 砕謬も碇芽とい」わら Ta V)か＇＼毛Y..祖牙't: I て ~s-5,"f加え．精製這戸直

\) 石｀ こ n 1 た b ヽ墨、元
応パ孟言臼じ‘人口）四如可麟令）

［ぷ繹］
紅，べ‘池｀、ふ迅口こへか1)ンで呪租梱如諏洋（o/o) 紅好Iしf1し手1レでの旗附杞扇内収率（ 1o)

-. 

l; Iし比“~) 吋／少叫 ~SH >Sーケぺ 17 Iし比 Cサ知呼 }-SH ~s-s~ 
o、 I I 『 0,\ :t. 0、0 ゜｀牛t o,3 o 、 II o ‘'一 o,2士 0,0 O,Ot:0,0 

0、 354. 0 、2 tD,l 0、2 ク 110 o 、 1 。` I 
2 、 212 D、3 tD、 D 0、 2tO.D ク 円 0、 I 0 、 I

0,1% 25 o 、 I 。` I 
l;- 1し比('11{b比

✓,, 4b 0.2 o. 2 
2,01q 0 、 2 t o、0 0、2士aI

。鳥和7 o 、 l tOIJ 0、1 -r0.0 C-H/四呼‘.C,-Hell 石Iし／ NO(叫呼り砂
{/し比｀． c-H 化合和咋レKol四“(1)邸Iレ

成 1 石、 1 I)"表i[ I：：示、＼ tそうに寿速遣直にf ? tナ虹農疫にfリモルtt:. o,I久2叶鱈
四｝叩畔 I3 けt卜t`、産~(. l 1 ll faか｀ー，，，奇石果，：：っ n て IJ，記紐OI~合にス1Jベ‘‘ノ
ジ｀＂ーと 11 五 9 ヒ戸愧‘卑勺｀‘． 0、 2 f・～喝r.:頂うのt暉項機訊、ず｀い勺ベンシ‘‘ヤーt1}
珈を有して＼ l る 1 う 1息蝉ぅ．万的 9諷諷慣幻 l f:.文賢忍t麟
がりに C/H への挿入'I]''ね•I ↓厄和 1::. する挿入む r t思わ小う。｝玲5-s令の杞汰も表
噂記 l たfう 1ご凶H の庄放汀q株v.::けt k t"度ィco み｀＇，府猿が釦妾i 1行 7 請諄
℃'13 ン5もぺの炉漣溝樟貪巧｀＇る二t ld t`'釘知・ l y.:.か. 7 て更心詑翻む 7 V/ t衛れ
行う。
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1M05 シェウ潟湿 l＝対戸反隊1号が吋的効果（そっ 2)

（神戸理放阜T1遺） 。長心LL司考菅祐英尺

緒言 前回の言打冷令にあ‘‘'て，シュウ酸）ヶウqt I杓巧照身•T し伝さ II 生戸
佑（叫 4)情反応の反叩号吐 3 汗嘩へりに守的効果（反既巧 l：：よぷ祠）

1::. フ‘'這恥‘た。 6Li(YL, J.)泊反応っ生成‘枝が全還をヵエネルギーが杓78 He.V 

に対して IOB ()'1., ,d ）吃，｀反応のそ'fl- I が 2.3SHeV に注目レ／今国）キ原｝か丙てヽ•10B
の申控｝袖龍 l::.. バもな）反読迂号ぶり P‘｀反琲冗 l：：ょi紅ウ翠ゥ放射様餘
叩収和詞べ‘位。得ぅ此碕碍と応 r緑l 二よ 3 それとを比較し／しET譴
り枝さすと行 rら巳iたJ b Liい，よ）柑反応 I ：：よ 3 湯合と咋（叫 4) 7L i／if.i応、
q吃れ吃‘也り／訊け巧 l::5 3 吟合り分1袢収年に対す 3 比較柱言T とあわ辻け
なフたq t`'詐考·すふ
完ヽ院 照射試｀料あ‘よび中田畔 、密身丁 l::. ＼孔ヽた訊＇料，出 C2.ら，恥C辺虐zO

あ‘よひ‘Li2. C叫 I古それか｀‘心亨恥沿tそ~ j:: I月 \I た。 I O B  （江，よ）化，｀反応直 II た
も"J /;5 I 邑K シェ刃殷中 1=- 句ウがし‘‘りホウ酸（全を量とし<.. I ~ 1/-o/.。)を変化し／
ふ17 l/厄牙と）月、，伍．j氏／シェウ酸っニオ燻籾 l：：フ＂てもJ司禄なこ乙ヒ炉5 フ互，

拉｝照炉， KUR の ND.3 9 圧気輪送菅 ll月ヽ’Z免｝ m'!琴t‘行な？戸。
耀紐｀ヤ勿が主ヤ 頑濃l ＝ょ 3 シュウI百ダイオンの枚的媒鐸和這物 1さ H2 1 c,o, c.oみ

c.of'―イオン I q l yc..o ll_ic.紅I以，C;,Iyo xo. Ii c.. C1._c.ifなど z‘易 3 がそ如t‘祝ゥ豆｀．
物這景す 3 こ乙な＜昧訊朽シユウ哉イオン逗やtmうた。こ o定が I;i;'前記
腿飼—べ｀ンジジン法によJ 2斗 7~ 250 九がq bI).1虚知‘光度定骨と行なフ区。訊
稲パ 7 卜砂去によリ，屈se I I， ne 法た 1司いて 77応囮'Cc=-o) l'.:.. l&b5 c.以ー 1 C.C硝）
ゥ‘うもそ虹‘れ直 9 ヒt.いすくめ応 得ら九a定そむ‘シシユウl葉社女身酋船囀峠註·
り匠． IOB （叫J.)ワLi麟国砕

ナのシュウ函 l違収さ ""'3 令泉音ぅ箪~ll" 百 6 

D (eV. ~ole.)"'虹•も・ <>eff •NA· l=r ·9· f,c... 乎
によ） h・手立，原和爪ゥおもな杖的 已
楳謎引耳ぶよび｀哺｀汲 r応J)..収 :: 4 

蹂号につい召屯箪出し「＝。 号
臼あなが‘が怨 （ 1) 図 1 に見 •こ
丸 3 よう 1::.1 シ.2-ゥ畷讀り霞 ・~ 2 

かゥ酸謬／ししこ添加レ「＝矛にあ｀戸
をれを｀屯げl袢号と叩号、賊身1疇
't'.. ? l対（天とました。 i/) B (_Y¥.I d-)'1L,ｷ 
反応り反研けサぅシエ頭廷汀すふ汲
収録景し茸出しI l平‘]餌fも直

゜

~sodE03

QJ
P 

• • 

1%wt H3B03 

2%wt H我゜3
4%wt比B03

゜ 2 4 6 8 10 12 14 

irradiation time (min) 
U 函 1 反紐均 l＝よ 3 シュウ酸り分脅！

I がとが‘わくに心こ• 9 が｀ぬ手ひぐぁ‘
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｛和シシュウ哉イオンり放射媒頚麟芋
）ざ約 20 と得r-=-。
莉足？五澱虚ラ\Iて／這巧

あ｀ □`、、い噂9 そ虹｀い叫啜分 Compound 

哨碕改 I'=' ぇj.
シュウ酸汀 lレ9 『盆厖ィオ Y い雑
含ェわ叶‘ーサ碍濯鍔秤呻り）匂
渇戸授さで「＝。そぅ祐果，放射媒
窪碍臼恥い揉合ェわず—
りf計 1::.I ;I:'祉りてよヽ I 直す菜I}生が得 (NH山（C00)2 _ y 2.49 

｝いること力‘`‘由刀‘フに。 ho乙0 y雑炉 , K?(coo)? Y .ー44 

ょ 3 シュウ酸yクウム戌直碕臼直勾て／）、さ <.1 輝碍濯令エ7,- 1呼’'
江う）刃（王ら約 o.o l/- l'.'...推定さ灼 ‘L i （叫 4 ）惰反／応ぅ籾甲｝によ）芍如 1 0.'t 

て‘｀令勺 10 （令枯度 L1: T が文 S ヽ I と痘定さぶふ
註，患ドシュウ酸パ甜も襦上Iこっヽ I 't. I ;:J:", J_迎（層恥託列）あ‘ょ四｝型（舘杖‘
紅） 9 =-つぅ型が存在して、、 3 ：：：とが知う水て、 9 3 。これ｝ q秤晶棧造汀嘘
心 3 杖射線紐豆平 Iニフヽ 9 て I ;r検討和‘‘りJ.
シュウ酸1:::.7k化吻 I：：オ、ウ酸い知ロレた手 1二ふ'`｀て l因茫水シュウ酋知喝食と比·
較バ杖射1昂げ和畔 l "J'多少大這 7 艮。 3 仄棧＇｝炉l勾巧、照ぎ身時）司ゥ増JJP とl:'....t

1：：シュ祠i知汀瑾ヵI‘表‘グ］ 3 令舌昇し得「＝• こク：：：いま／秤晶い杖射鐸：：汀
すぺ咤 1::. J: Jも 1 P‘, iた 1追いェが駿L翼m り琴播造の莉達な乙｀、に起
町 3 も") l:'....和 5 収ふ

(2) 黙ァニーリング‘効票 1：：フ、、 z, 子 0.4 

シュウ酷ー 3 %wt木ウ酸乞り分向が男、蜘
したも 9 1＝ついて行なった。 邸， 6 0°,80゜ 0.3 

いが 100℃の豆尋の等温ァ=- -yンご
7'‘疇：：っ 9) て躙べ｀仇。そ叫温虔 1oo·c..号
心遺ヽ‘てい 7吼の吟合も下に四な〖゜．2
｝い線が袢）小 r::. 。 5 

7 =--yレグ‘され仇シュウ酵イオン"1 7ブ~ 0.1 

7 シうンt fと r 3 と／ $ 
り＝ CO刈； n it ;aI -COx]the 

COxJ i1-1it.i,I 

表 シュウ酸釦加扇騎溺収辛

Radiation Gi (-ox) 

H2(C00)2 Y
 

10.4 

(n,a) 20 

Li2(C00)2 Y
 

0.04 

(n,a) 0.4 

゜ ゜ 20 40 60 

80ーC 

60ーc 

40ーC. o-

し120

't.. L て表ヤさむ l回 21二示すようにな 3 っ

こ 9拮昂 n‘ う、熱豆すす 3 シュウ苺ィオンク
献平汀誅’みた。

heating time (min) 

m . 芦ゥ酸のアニ―')ンク＂曲手稟
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1M06 反跳I-リチゥムいいの反応(lit.)

固相(」r g °C) がり亙I危

（原珂・東海) :Ir. l"豆も 0 荒庭保幸

亙践原?,-- 0\反応，叩穏＾定化にs:!: I) 全威的今布 I召むl'.,さ全じる。凝鑢相でのミ0\琴魚，さ
co..~e ~ffect 1, ょ． 9 z説明さ小て 19 る。 反跳トリチゥ A で 1さ、原う半径が）J、さヽヽ恥
に、反跳生取‘手り分布叫相依存l·l r.t少 Td いと昌わ小てI\る。 しかレながら、及跳トリナウ

ムー水系で 1.t、反m砂 HT 兄放射緑が蒋生式手勿こある OH ラジカ 1レ,~汀レ｀為、）
訊住豆ミすために、最終的百生年鐸 l遺恋化を生じ｀．見ヵ、 lj..t. 0\相変化に伴も‘ヶ吻果
が表ゎれてくる。 本庚叡• I3 、固相（ドうイアイス固化）之｀．＾反跳トリチウム＾蓉釦調
ベ｀、江線化母的劾見達与遺正することにより、 HT 0)収幸曲線き計築によ，召め
＂値と比紐討した。ど＾結見pri血my反応に関し<'.° lざ｀液凋固相2:''の全叩鈴布
に、産化＾少 Tふ｀｀ことがわヵ`.,た．

皇 o.orr M 簡蘭）今 h A 水忠応酸羨も飽和I.,. 14 き五英ァンフ• WIて封入、 ドライ
マ 4 ズで固イしした。 謹R-4 気送管（巷ギI•生 3 束 3 X 1013 ,)1 • Cl¥12ｷ S&1) で、 2 秒～

60 秒闇照兎する。 3足射後這料は、その吉ま電自然肱酪さtるか、ある、、ば、 ドライ
アイス中にイ鱈した。 気ー液分離後、出， HT 量 Iずラジ'X かスクロ之I-ク＇’ラフ 1こよ
リ、 また、水租さ、森体シンチレーションカウン勺ーで凋傾！した。 HT, HTO の嘲定効率
の捕正後、 HT <I\/ヽ° -tこ卜収率さ求めた．

結果およ心｀考察 60 秒闊m免した試料 1てついて、照射後逗過時閤と HT 版率の麦化
u棚べ‘た。 照射後い＾きき放置！て自食融所さ℃た鳩合と、分析時点までドライアイス
中 1て保呑した時"'HT 収率，よ、 それど｀-k.,,.75 :t 0、 15 %で有全心＇差 1-a:見られ TJヽヽ。 : "'.:: 

と日ー、照射鬼器からの、post -'1 vro.d i吋ion a,景9饗 I~ 少国、 I ;:とさ柔 l ている。
固さ、照釈俊ド＇うイアイス中に保店し．

約 50 時朗経てから分析した Hュ生裁量
町収幸き披射時間 1て対してフ。ロットし

だ屯のである。 rふあ‘ミの因では．旬汲｀

トリチゥ A量 Iさ、股佑時闇に比例すうと

l て，補正した照射時簡セ用ヽヽた。
目よ 1) HT 収率 lさ、盤射時間ととも 1：：、

急漱」て裁｀少し，蒔閤亡口I\ "'外どう値 lei
10~II "lo I:ぉる。 一方、水がね肘緑
介角：：さ＇）生放する H2 ば 0~10秒さ

c• Iさ．急．栽 1ご増加レ｀ 60 秒で l ;;t., I~ （呑’
耳衛値 l,3)( (57 md1 とねる。

12 

lo, 
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工..,.min.Ti me·csec)

H心対畳ぁ、よぶ HT~幸

。

だぢ力‘わえんそり•あらとのやすゆき
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HT <J)pri加吋ヤ］ば収率 13 ｀図這射時間 E`‘ 口への外そう仮．お紐‘．哀花ヵ‘らり戸ヲリ

ょ ')11 °/.とすると、 HT, H 2."'生応．、う肖病吐百経路I: l てば．奇値．布；~心

麟種遠度．から宕ぇこ、次のようJ-;: "tJる。

H T  0)生成‘ T* +比〇一→ HT -i-.() H (1) 

逗度 知： 0、 II x N fa--(I -Q—入七）曹・・・・

HT のう肖涵 H1 + ｷOH —• HTO + H (2) 

混鬼： k [ OHJ [HT) 

Hュの生式‘ H z o -./VVV',一➔ H2, -ｷｷｷ (3) 

速度加： C x Dose x 知， C 玉辺叫
H2 の消滋‘ H2. + ·OH —• HzO + H (4) 

速度 : k Co HJ CH辺

: ：でt2) と l4) り亙応パ輝飼巣I這視できるとして、逸度を栽さんサヽヽた。

翌＝ （I) ー（2) ＝加—,k [oH J [HTJ (5') 

骨＝（3) - l牛） ＝加—{e [OH J [Hd (6) 

平衡自合、 (5) = O とお\) Z 如 CoH J =チHT /[HT] べt と対る。 チHT I表菓釦，）
~1?6 Of~ •Sec~, [HT]父もは 5roo d pm であるかり紅om = 0.IIq seE1 と対る。 同様＿芹·
(6) = 0 よ'}-f厄＝柘COHJ［出］べt / : : Z`‘ 人 [OH] = 0,ll9 索、屈よ ')[H2].lli,=- l.3qX1 0 mI 

豆入すると十出＝ 1,55 x t-O8 mo|. seで＇とすd る。

(_9）式IJ) -疇ほ、 HT = Jl.-J-hcoH)勺JfHT•もJん[OH)dt dt + C } (n) 

辱よ I) 虹oHJと照射時賦。関係芍圭め、図直hJ I：：：よリJん (OHJ oLt這出，（n）式かう

HT 送計算した。さらJこ HT 畔'::.捲箪し芦値直の HTco.Qであ＇）、\ /1¥ 1直iさ． I !5和‘/...J:..
z-ｷ I戌測碩と哀＜一致する． 15禾バ＇）短時蘭での＇｛直 Iさ｀角囀刀‘ぅ 9砂すれている．：収
ば、上記違尊のもと 1で百る H .z生惑｀曲線（図）遠 1淳の文き、、と：ろてあるため、ゲ＇ラ
7.t ＾読みの不正碓 3 ，：基っ‘•くためをあろう。
‘＇戸 1-:: せよ、屈ドボされた HT 収卑の痴少 let-.炉肉放射線 1でさる水這角子生裁的であ

る OH ラジカ 11,と0\反応,,よるニジ史的t:i効果に困るものこ‘‘、一次的に 1さ｀痘祖と同様TJ..
紐物介府てあると結翰される．

l）．立'"'菟殿．第 18 麟射化忍討論令（仙台），講痩再旨臭p (I呼．

J. I-n o り． Nぃcl. Chem.J如 rye55.
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1M07 コ II`'Iレト 9し合物の ”Co 、 £C 澪蛮y.. ~.もなララジ‘ガ Iレ与戎'

（着P比・究） I,圧努悽｀翠

1 ”〇カI ら EC 漆知｀彦戎する ”Fe の存在1/i;;.,オ，杞牝メズJ\"~ア一分彩ゲ約祈究
k ぷる多く 4複があ,. ~狂，われわれl＃ ；；の卑復音にともないヰI\,.,金為合テの少な
くしも,v l11m"' 厖胆追碕祉痕亥脅臼屈砒＇努を””必釦庄諄していかと
葎名しマきた。 4) 今加， 5 らにこ叶l1,...“が心釦畔臼 l）て考象tすれク
和め k斑浣t 4や';J:, -,:;.. 

2 紐釦/Iルバ紹呻K I-"ーデした”んから裳磁I作のダFe （吟蹟”'→劣戎すれI#:、こ
れぅ咋e 4い沿代mの徊追組が：が', した力）~,マそれウの内のが゜ン・スヒ゜喰と
i紐 Iあl, 5 I,1. こ叫鳩知 II メス II.,切ァ一心 9 1- lい立滋見ケ役を所す：：：しが1'堪磁紅
,. レク1 1,...炉1呪釦力）の席揺I印碑釦？ 5，，Fe 這釦＃在すれ l＃：向易のズん゜ン、ズ

む祁i／約司丑炉咽釦遣~I成叩れ，メズ／l.., ウァーズ＾°？ J-虹ヒ鴻舷裟
IP戌めりれなくりい疹え砂れる． こ 1よう内靱わl ウ， ”o t釦‘フ/J'/レ戌房斧遠：
彩メス 1l..ウァーズ A° クj- Iレ，＊｀ハ池応召 ”Fet含むコ II.,1叶舷件ク吸坐ズ＾＂クト ,v
と硯濶いと．
3 巧るt I-.,-7゜した C()(acae)3 俸祥名吸籾和した吸

もメズ／ 1..,ウアーヌ＾。ク /..,vtさ9 回の（え）にみ炒1 3 ぞうん牲
俯ク必t示す． しころか'”Co 煤掛｛の Co(aca(.,.), t紺源とし
た移屯メ 1 I いクアースヘ0 ，卜 ,vy;. Iオ，図の {b) のように碓気

銭ヒ°-9 9すみいめられなU.m林なり li ”Co ず森i糾坪
たが磁炉 I)9,v遣伴K ついブ吼窃K みいめられよこ戸'
あ 3 ． この終妥が就瑚~ l -i Iが，（ 1) 't戎ウi"'血知屈
レ釦戎しゃ考疹印咋我 K よ 3 ズと゜ァーズし゜プ祁釦＇旬用，ま
和i (2) EC 沼知子 3 印ゆ瑶和刷くりズI:°ン -m | ¥ l (b) 

初る作用吋む：J 11) 2 つり豹叶＇房えられ 3.
レかしな力,'シ，篠為にmして li, (”Fe, Co)(acac).J仰倖の

虹メズ／内アーが°クJ-- Iレ KIキカ）なり麻釦＂も'”研投の ー／0 -5" 0 !, /0 mm/S' 

みヒめられ 3 こし，ぶり冴睛伶ちしもなクコ／）9,叶化念物

の窃知）i:, EC 燦摂 lク子 5 彦液上葬の初畏ザ厄：：と力り，名峰蛸力）’“””‘••あ＄と
lキ秀砂れず：おもな痒がし切さ EC 渇裏凌 K テク生戎＇したラジカ IV力）つ ”Fe の比所”KIO•ク
竹硯知j::..杓んレでい 5 石めり鉛といれ 5. ?'蜆叫和を L t~びFe， Co)(acac)3 の吸じメ

ズ／）｀ウァーズ＾，，クト Iレ“”ケ裟t和さな心'1 これも砕釦店的レ佑戎＇した佑稚Ir£イレ
沿祝のためし知、りれ， EC 癌亥俵邊効泉＂僻杖 K テ，pむ戸.3.
9) H, Sanc and T. 0hnuma9 Chem ．アhyJ. L叫＇ぱ廷， 3“'(/fク~); CIJ~m. leがer凸竺在、ば窃

邸II. Cヽ紐・年．J＾fan 廷:, zヽ6 (/97夕）．

さのひろ K し
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1M08 T棟諏化合判にぷけるか衷度 1 こJる 7 う？．、メンテーション 0 i競

I. 応襄変 I、ーお 11 {;) I キii,..や‘一度化 n 理諭的考屎

（東 1tt理） 0 庄 In 代、輿野億.::: •百原賢＝．慮 11) ぷ信

トリテ汀ムと合む了 Iしカシ介狂 T • Hいf`t食もに伴 O｀つ前庁ィヒ過程 IJ.
手がら 6D 且イwn 中柔 1こが IT て裔んに桶 h 2 れた 1) 0 

棗に、トリテ打ムを合と了 IL カ:., fl T →屯:0 和農夜 1こ｛手う新）ヤ化過程l3 、シ']::_?,様に考屯
られ々。 RT （了） • RH/ (fl • Rt + He （ウ） • R,.,. +R2 ャ He （エ） 一(I)

ト＇）予ウムと合も RT 分子（y )1;s./3―t衷危 1：：ぶ）て、峨1旬的に R心（イ）と rd‘ る．： fl 

Iマ心 l]-lて1J汲品屈｝以外 n 喝令 lこ 1 J. c. -He十〇合も合蘇離エキ Iレ子｀ーが 2 りのて小さ 11 r:::. 
灼に． E 「＝いうに R"I-と戌（"')にな？てし 3 う。こ n R.,.IJ、内部エ石レ千｀ーが｀尺~ I 1 t場合 1こ

li Cl の 5 う l こ茫 1 こ II‘ i u イオンヘと新片化と起こすことにな9.

し「：：： n<‘7 (.  T • He+n p`t食来 1こJ ?て屯ずタイオンとだが罪t受Jすること lcl. 知ニ

`§、が骨和 1.1口辰印加こ可脊さとな々筈tある．
そ1i'lオー 1J. l1) 八｀にお IT.{) （マ）→(イ）→（h) の遷衿過程 0 結果．（h）ドお lT 令え：：貯んかれが芍

部ェキ Iしや一V) f直とそ〇介柘。

オニ 1J. R.+ iり介射過程の内郎エキ Iしギーイ衣信性（分酪曲棉ピ叱·んて．．，、る） tわる。
こ〇面届が解れば 面届とか 'T て柚介してやること 1 ：：：ぶって． T • Hい和食変によ，て

、r” イオンとだ直的 Iこ丁釦可ることが｀ど 2 令。こカオニ豆,;r すて、 1こ報＇呂した諭戸
こ 0 話濱〇徳〇翔叶ら n 報店て・詳しく述べ｀令 o t̀ •ここて..1 ;r>§蛉し．オー D 点，のみ 1 こ

つ 11 て訴ず令こと 1こする。

RT 介手（了）,;!". r― I長杏 lこJ.,て直目的に RH; C-<} l'.:なる。 RT 分;-,;t.今う餃直孫粕 I、` I3 

岱北屈 ➔ >'. *も希う n 原｝知直 l租粒 1：ふ）て担み lー、す令ことがて‘｀さる（：こt· I J". l<•十 •T

': J,て相み.t 9fりれる状財 Z 表ゎQ)。― 5. R心 I J° 荏名梧 5 ェ＊生栢うど・心遠う
較道 1沼酌 1 こ 5 フてえ:f[み.r、す.ゎ.::. ℃がt 3 令（ここて．．心 Rｷ +•ti~+ドJ", て組ょJ:ヴ••ら収令

北慰ヒ長ゎq)。 R He+ P と｀）うる 1t梃心、；'J::.. f)二つに丈易］て 2 る。

そ↑オーは． R・と・心 C2 s') 1: s フて祖みJ:,j-・ウれつ状懇 (I)

t II"-;;¥" =心． R・と・心（ IS') Iこよフて租,i-.r,r-·られる江胆(.I[)て、あも．

今． RT 介う（了）ど上述しr~オー（I), オ＝（JI) 1'/1収梃． n 令工

キ I□‘Pl c. -H；桔合軸 lこつ 11 てy) I 芥 Iレ← I釦キい麟
すゐ x.I月 1 0 様にな令。

(IW (I)9 状態にお 1T 0 令I.午 Iレヤヽ· - 11‘ わけ） n 1［月り合

ェキ，レギー K 舟しサ IT ばそれぞ,fl. Ca ャ b), (Ctd) 

が襄jる。しr：：がって、 (a+b) がら C-Heう P 栢合解離

エキ Iしギー Cb) x 差し-{)- I I て,>('711'\. 1 ぶ． 1t輿（す 11‘ ら北謎G)

ヘ息杓 L 「::-森y). R Yl l田部エネ Iレ¥‘ーの最丈値(a.) k :12' 

のることがてc· さること 1ごなる。

l 'l如年（サ後

や．

RT （了） RH; 

ー
，
ざ
―
代
日
小

↑
ー
＼
2

r(C• Hl) 
lm 1 P̀ t包変 1こ拉エ~I\.,や沿(I'...

n くたし Ifゐ． わくの，T んじ． ぷレはり IT んじ・ しわかの T：：：カ｀仄ぷ
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”け），に） 9 (II） n 令エキ 1しギー（ィg ¥...C IS AO IJ'考底し ';.)'I I) 0 訂鼻 1 こ 1 .J. C ND0/2 

汰t)可 \I 「く。 I打 11 「て 11. 7 -f - 9 ーど訂尊結果と表 1 I｀ーネす。

打算桔毘 n‘ ら．例えば．（曲T0 卜＇）テウムの和食をについて lcl ；豆様 1ミ考｛ら咬。

囁T vi}--`)T ウム P P危冷 1こ｛手う状態 O) への遺衿にぶる (aq b) が恒 1.;\' 、約 3.15 -t'V て:·?)')、
こ 0 哺 n‘ ら C-He~ 111 麟鮮謡ェキ l1..-ギー (b) K 差しサくと．（出; Pl もっ内酔エキ 1しゃ‘-D

釦信 1こ、t) 3.o.,_v となゎ。 GHら＋ v）介酪朗楳2) がら、 3.o e.T 0 叫応キ 1レギービ 13 そ

〇［半 1 J ('2叫 n s s もあることが｀負尋も。·lJ:胆(Il)へ n 甚砂 I::: Jも（c-tcl.) IJ.約 5qふげゎ
I) • J-7 て (C) n f値t, IJ" >、. 59～呼e.V r_‘わ令と考をわ孔令。 l·k ガ｀ H: とな，た｀），ぐzH；ど H:
P 運動ェ芥 1しやーと森 I、た ('2Hs+m)内部ェ木 1しや‘-)i)命文（悟 13 、約'30 i!I荏度と↑想ュ汎令

．こいが、粒％ずっyう咄t, CュH;, GH1 と屯灰する廃 I司くある。
応こ 1訂睡とる｀る 9,3 ｷ (I) 杓び（［）p状態へ n 邁渇惜主と年：のることこあるが’｀これ 1J足1注

的 1 こ 93 太の様に名えらいも．け）ii) it範と(;r) I')杖慰 IS ．表 1 にも示しド様,:、I.キ，しや―—的

＼こ 2 {flて 4以てお＇）．各易に登れが起こ令ど考屯り｛も．一方、（マl h‘ り (11) へ 0 逹衿f'J'エ

キ Iし千｀ーが n‘rJ')棄 O｀令 rこダ）口さわのて困難と考｛われ令。項：って．切 1'こぷ 1Tる R, E 
vl I証 IJ R »P2 ど了烈 2 疇。これが、圧倒的な R+ と’りな Il,l ヽ？ 19 新片イオレど lr 鯰
原 1目てある． S r：：ー R ǹ., H ，山3 ， (2H6 J CっHヮど岳くなる 1こフれて(().t- b) IJ X Jくな
碩伺,: ~').したが，て、西 I、::-. P, oi f唇\J杞灯的に 'V しずつ下IJ‘．．る哨向とな '),R ti長

くなるにつれて、屯灰する甘ゎ令~イオンヘの占わる'tJ令,-;r.’りしずつ I} ヽ 2 くな‘令ものとざ

想さ孔定狩専宦 k うま〈説叫しうる。
［こうて•、 R が衣柔屈 }0 喝合と水系廊子以外V)場海どc＇、 lcl. jっ F く遠った挙転とホ

すことは浪（髄られて l’ ることて•あるがこ n こど 13;t n よう 1こ説明 2 小も。 R が＊条屈
ぅp t易合に 1J.邊約lこふ o I.キ IL ギ‘ー姿化 (a ゆ）ぶ')、 H-He+ n 桔令蔀緒ェキ 1しや一のう
" 311 と了想される E の lこ H-Heヤ n 紆冷鮮離 IJ起こらず｀ ｀そ 9 丈節介が H →心―(l> 33  

詞仕するも P と房もられも。 R " H ど｀それ以外p喝令とV) J::t的と！図 21ミ示す。
以 L 見てさ r二ぶうに. Rtin l打告p:r:ff- 1しや‘ーと野論的 1こ寂わる一｀ど 1 す、 I~'>い可猷ざわるこ

とが明らがとな）た。

HT  → H-H~ （エl

\ し

+ 
• RHe (I) 

しど
002. HT, }?.T 0r噸炉湘逢

叫．） 1 ）'‘年9/9℃a( f仔~cむ。f ･l(((ear T)'Itnsｭ
fo-noぷ,.,^'ク‘‘VoI. Z. CI9C9 1 こ4区． V・er咬．

や 2. l料 PI\’7ナー？ーと訂埠和果

c "DO/2O I\°ぅナー9- 計庫和果

H H:(ls)H如') C 寒R" (Otb) (c+d) 

ノ 1.20 2.0 1.625 H (-3.'t9) (64．釈6)

呼t1'16 39.5 q.0 1i051 叫 2..2.'1捻．81

（とり

゜ ゜
0 5．叩 (2Hり 3.4't呼．322 

p -q -30 -1 -21 咄7 "3.62 !,'f.'i4 

え 1 I 1 4 

2) S. l:Kum, K.Yosk<ha四．必d 1. SKiokaoa, 
Cl->el'1. wi.廿． CIが79 ）広ll-q.
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1M09 噂卿滋靭1 ：：：お ltるぽ痩羹迂るフラグメンテーシ 3 ンの研究
II. 有機ラジ刀 Iしの 7 ラグメンテージョンパターンとの朋係

（東北刃理） 0鄭野健二関根晶彦 庄田双呂原質二楓Il忍信

1. T標諏化合物の釦痕変灯手ぅ朗片イズン化の所兌l ;t 1 9 5 0年代 Sn.elし 1)J Wexler2) 

らによ-,て行ゎ爪た。彼ら 1註捲々の T棟諏化合物についが面究を行い、℃れらの矩果t咀
蘭内に記明した。例えば，油xLerl i‘f loosecoupl喝 model’' と統計理諭ともとにして，
B峨麦喝：ぅ T 標馘化合物の励起および新片イオン化狂説明した。しり‘しながら，前報て‘
迅ベf：：ように最迎I J:' 1 オン一竹手反応ぉよびしれk1羊刃励妃状態の所究の発展ととも I液従
来の所兌とは臭厄），より定音勾 I, このことを研究することが叩もと（わた。
す rJわち，丁棟識化合物（ RT) 1 ;:J: T → H誼啜変によって (Rrle)ャを生放し， r：：： rさち I~

R-t+ He と rむ），この R応更I揖町庁化以亡こすもの凶えら孔る。従って， RT 町3遠受
l叶わ酌片化によって知成する祈片イオンの分布ばラジ'1JルR• Q）覧荷交換及応によっ 1 得
られる碑曲線と RT • (RHe) -t• R++ He において R十に与えられが咄紅ネルギーの
府布と理廓 1改める::,l::: lくよって予煎j可能てあゐと考んられる。
2. ヲジかいJ一般的に年楚にしかも大量に 1乍 1) 出すことがて＂さfかヽため 1＜その分俳曲
楓3直将庚験的に成めることはでき rJり。そこ℃我々 1戸ジカルR• の分解曲練も直特求
めるのてでなく，対応するヨウ化71しキ 1い濱‘解曲練から 1澤した。詳細Iくついては既I濯阪
告され Z \)る3) 0 

ョウ化了 Iし令 lレ (RI) と正魅祠イオン（ A;-) との覺荀交梗反応 LJ次のように起こる。
RI T バー→ R lT -t A 

ヒ R.,. + I(or R + It) (1) 

R-r• R1 十応→ R：十氏 (2) 

応て，（ 2 ）の過程 1.t R・パ騎輝麟(. :>)て屯紋すぃ的耐証直寄辺いれ
R· 十バ • R+ +A  (.3) 

，ョウ化7 疇ルの例解曲練から対応するラジカルR・のもれを作模することがて｀｀さる。
ョウ化ア Iし"'Iレとして l1嗅， C西I, C西I 100 初51

を用い，それらの碑疇lょ TOHOKucs を直 ］研5+
如皮望賃景分析計ピして用いて，個扁交換反存
応I←よって求めた。 •—• 

贔1ごり 1)贔？言竺イc1)`;:9『り,;sol I f・ロ‘‘0 、Cど：、3` +\。``---0-
図遠細註頓[4 大ンの再結合エネルや一， 99 ／二←-：込H/
綬軸は生成す碕庁イオンの配在光定それぞ爪 T/□‘iし乙文□：ぷ勺 H4+
示して＼ヽる．図 1 より、一次新片イオンとして ｰ IO 15 20 --

CzHtが生放~し，これが更に 1) 、 3 ば町片イオンヘ 再結合エネ 1 し千‘｀ー（ev)
と酌片化して行くのがわがゐ。この C2Hf(;;(エ予 図 1. c2市I f?)分解曲線

おくの 1tんじ・也きねよ U ひこ・ l \<rてし 1す｀・る・よしばらげんじ・しおかわたかのぶ
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）レラジカ）レ C炸•と正電荷ィオンとの電荷交換
反応て｀庄成する C2Hh と同号と考えることがぐき
I C凸I の分解曲線にあ‘l玲叩わ立ち上，）と

〇～｀｀ ｀゜-- エナ）レラジ‘加しの I.P 83頌I孔クしてやる（す

C炉 2＋ なわち，分解曲線繹I.ネルギ‘ー恨I止叩6eV
／゜一 杓勧）こと l ：：：よっ {I図 2 のよ吋Jエ和しラジカ

i／叫ン之g_ ·ー。ー ルの輝曲線碑製すゐことがて‘さる．
10 15 20 メ和レラジ刀 Iレ CH3• および＇ブロピJレラジカル
再結合エネ Iレぞ,__(eV) C3加の分解曲線も）司巣Iて Uて作製すゐことが

図 2. C2店・の分解曲緑 ，て｀うる．このようにして得られるラジカ）レの分
解郎線がらラジカルの覺手衝磐 Iこよる憶曾スヘ°クト）しを説明するしとがてさる。
これらのラジ、1J）レの分解曲線と囚音bエネルギー府布胴牧とからぽ壊変によって庄放する

所片イオンの分布が予測されるが，この内部I.ネ）しギー分布閉敷の理論計算 I l先の生 lB ら
の講演で許細 1：：：正，べ‘られている。
徒らの結果から， C咋T の T →H: f3刃液 1ご 1手う 1k徳 (l) への選均｛＇は最k約 3 e.Vが

C紺 K内部I.ネJレギーとして与えら以，状態(1I.）への遷捻9 て、〖「最夭約 30eV 程度 C2Hl I(与
えると子想 2 れかしかv, ~K徳(I)およぴ (I) への邊
珈を率 P1 あ‘よび｀応況段階て‘'1l 正確 l( 言ヤ清て｀｀き T,l 11 が‘9 (‘I 

P1 〉)P2 ヒ予想さ八る。これらの結果から C蒻T 硫―痕変確i : 

｀てらH才に与えらがが燿紅ネ）しや｀—硫布甑lょ卑 l :R 

]]/]□9：□言：1I:：の：

100 

為
在

比 50

(%) 

゜

R >> P2 

吋） l) A. H.Snell a叫 F. PL四son.t on, J.的s. 屯m., 紘， /3 り'l(1 9窃）
/4) S. Wexler and D.H. Hess, J.析ys. Chem ．，盆，／382 C/958) 

3) S. Ik<Ata, K. Yo珈hara and T. Sh i:o ka叩，diem. ムe口，（／ 915) 2窃
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lMlO 咋囁湘知碍、馳紺碍＼：：心戊豹訊

炉紅枡 八禾批男進暮促沢弱

1．四勺滋限紺這籾l00% (JI M9鑑伶紅’こな狂 I:: rml て 80叫ぅY'- \.J:精 1：：
'1.4 "'s ＾柑枷炉叫臼1”“にない吃nSt営的界9知

A 並伐··燐樟忍 100%) + 1n kぶ濱紐 l39%)
名ji,,l: 阻和釦 I 00'･0) + tl:l捌堺 ((1 %) 

の~ 9 心紐I-=- 侑ヽ”: t立‘き令． 和冠む H叫t- C H＋ょバ．H吋r
C出兎 1ふ湛nlさ h瀑鯰韓 1:::." ぅ灼堺諄、戸ヽ1 て＼1i)心‘1慇 I1 i ‘I 紐心~,.

ii) 、れ和ふ面：：＼i町（f.肉雌幼和惰紐1"“ ・
iii) が日雌囀I"叫祝ぃい訊1：：：起釘令．
iv) 紅利mlぃり鯰釈伽（（出—｀討）舟によ令 A わ乃た夕/ 0艤｀
逗ぃ 5 かふ1'.

：辺ふゃ·.~~りが研t礼，t）釘ゞぃゞ臼吐窃l幼屎t訊“が勧、雌象
知知ヤI凶‘縛和‘”“::.Ifがf“'心＂d)t‘幻．
雌d·C加い．げ 1" ,:Y Iし lヽ:,,,ド｀t印象＼＝しや汁 r-c.tt, X 1i·.ti-舟寄ー

C叩（1': ~-1 ~ 1 ct /か）床I-:: im浪恥瑾臼l:.Lもなぅ蒻的枷屎t網
v そよ松叩ルパが心K；つ創喝濱珀かと滋峠・
2. 知7 A Y¥4 1 バり')-'f.. v'f. 1'いわ c/ 7 ふ｀びり．＇），トレ 1 ジ4 イン

\ ｛惰応~砕｛心虹心 c"心紐紀f'^ t""釘いl ぽ。 H四rn危
応つむ•＇(/1とう 9：：し 1 f＇召i..,た．粒碍を打紐雌紐9阻バf枷七岬OMa＂l碕砥a園、和訊知1 A ンが＇熟勾絣↓ふセ和峠・幻砧
泣いv漣叫紅峨£r心麦ゃ忍）、I ンI＝日 •1 1'1,, .1J知紅‘1 f“” 
逸以 H四｝Y t咲“"~.砕;Hへ、叶10滋t遁し．ざ;,~ドう A 7 A たトラ｀．／
ィt迫只屯厄＼項祖I,涌緻＼和合や H叫v のい杖、名？ざ" ｼ "i,~しt応なっド。所
“t只如b泉化米和紅ぃ元もか公ヽ低祈入し げr茂咋む I手と疇こして点
”ケ匁Wo．頂碍t令＼"\ 1.ぼ雌印、蜘知f吋 9＝氏峨ぅ A ソ和貨l印祗
但ぽ孵いi桁‘彩炸吋vt4ンドう A イ A た臼ヽ11°~追I,1.株久 v莉展＼托．
嗣d \00"i尺 A " ̀•99 入ガ｀ぅ卜fン 1.,VI4名わヽ I 裕祁す如琢＜ ／ナー＇―
樟9,）．叩Y t C.いぶ遥絃」で 0、 I,~. ＂＝杉和＼1 ↓ bo 以潤"'3 \:~毛｀ド。 H、
讀滋が和峻紐紅叶｀裕輝景\-::.\逗釦虹｀、紅ぴげ·謡紐枡紅.-'!i.·tr'b-~
岱釦印如隣澤f,炉な｀ヽし悼綬峰'~ちうことがて｀きた．
囃計壮む‘1..、"iじ．呼titfI::. 項湘如魯応し“炉‘“がなれビ (CO4 応｀“
Na z. sぁ如戟瑣して唯欣柑影碑暉幻能l 1;'..，和紅暴恢｀柑潔煎知
(fe(L:) 森心を用99 て”"灼ふ1- 0、い ~.Hiす升｀火森と｀巧…粉紐．

忍： 1“ ’ こんどう が人じ朽
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0, 177 Halい釦砥し知韮屯燃が知和昨...K和枷
惰g..”り叶朽 7 ¥:. &ヽl 和碍 1鱚絲レが渇囮（Tl) シンケしージ
iンサ吋-f爾、'tf'i 1 ラりシ3 ン磁印訊知·叙知釦 I ても小吃•K牧
知知t.
3. H叫鼻OY- CH1x •’”` H吋v-C由 X 灸吐‘け双紐足9令知禾しf<.
（私J紐叫紅”"虹‘、 （咋／c出 X ｷ_; -D, ¥) 

c 叶，， X i,. f. (e-V) C tl;—X琺 H喝v-C叩糸 H嗜y -CH,x糸
(K叫l1MJa) 0、Y.(%)CHriぶ） （材紅Y(%) 0.Y•(1) 

C H-t I 2,'19 l叫4-,I I、し砧 紅

C.叩 1 1.、851 08 l0,4 和 1 、4- 14-. o 

C.叩 II 、 23 84 5、う 1,9 o,8 • 0,0 

C 帰 l0,S] 704`0 1l l. o z、'f

心璃雌知、凶い心I::. ふ‘‘`a細知紅輝l似御1系灼恥
Aう。っふ、令咋v 研1牙巧y“”“tl紐叩it印囀ふ
鰈＼ tヽ9 乍凶哨我イ令，

ぷ杷令Y-CH1X 界遺伶 cti知”“C.巾巧v9y n｀直いがと． 9日
“':.C屯ぶ約多＼渇足心くヽ＼令ニザ｀篠知｀さつ4‘• H v-CH介ぃ骨t、さ果危‘J
晴影炉卜砕味さい令． “l ク℃ヽ令-:.,...,_ 1:::. 1,‘り直松棧、‘叩ヽ砕祇漱和＇｛也瀑各
っベヽヽ令 1 てし和滋 I 1.、ヽが叫汽冷ホ危＼‘・
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lMll ”t:1 1Iレオロガー点｀ブ・臭素系の放射線化学
-32Br ホットアトム反応どの比穀

ぽズ捏） 0 富永健巻似負紘稲幻｛文•青山f羞

締 言 われわれ l4 れ l：：：ク西 1,レオロガーボ｀ンと見素 A ぅ昆合系 1-:. :h｀ける紅t見
素のホッI-ア1--A 反たゃり v碍限財 1-:.1年ぅ放射，紅阜化労反たの研兌を行fJ L‘ :z,93) 1 た森並
叫り n ゑ 1-:. かrmt戸；；— n m允[-:.屯瘤手していが．） とく｛：り叫璃4と哨心兌
11. 幻内11J c-c, C-F,, C-Cl -rJ i' 1曽々<fl.f,もなが渭畔のf怠に辺｀tJ)よクtJ紅釦示
1h‘ t比較知， 3 ら lゃ，通悌ハ碍0窃戎 I-< よる危放‘の困雑りオ樟，、叶‘プt含も,,りカ
ーボ`;I t祓射，［『叫紅1K 合成するための月い systematics を硝立する nl1."i‘n る．
”i`n，救素号l1~ 3 の 7 りワプルオロガーホ｀’グを見素 2 ズガ入｀プ五— z して 1 繕餅．
財 L た惟 11-翡召tみ紐町叫b’ら釘1月 n 沿19心鰭If)パ桂 Iて 4 いて系，f流的fJ複言す
を行fJぃ，狂叫小系(-t: /) l' てしり入｀たf2Br ポッI-アJ--ム孜広 n 紐釦輝どの遺
E 9式h rク・
名蔽 CF2Cl1,, CFCl3, CF:iClｷC F2CL, CF2Cl-CFC/2, C F3ｷCCL3J C F'3-Cら •CCl.3,

CFfCFC LｷCF.2Cl iバ紅販1) c,~C3 1'CJ r:. 1 1/Iオロカーポ｀プt真呑ラインを国t^ t鱈
L た 1後見差と l ｀ろ ll み厄 9レ如娼右し石並毛細管(::.封入して 6°Co 直渾炉 1和f：：．
渭董忍 li z.27 X IO' gev/gnin_, 召”及4璃知/. 4~3.~ x /021 ev/g t｀わる。 阻肘
した該粗（和がti Silicoie DC StO か裏ヵクムを用いガ｀ズクロマトグ、ラブ I<- J'/ 1f 
釦旅印い留紐｀tJJJを免｛した． -3 h, U/1らの 111 r:i 1,レオロカーポ｀プの一祁（~ /J l' 

て 1づ"”う1名系をク釦や TRI G-A II 党序狂f/J)日印胡躙（秘才村ばり ,o,,
n/cm1sec) ì 5 t;;情］聾易r をt（ffJぃ，『28yひ人升rf)誼脊命の見素放屏能を合紐 L h tf)ろうシ｀
”｀ズグ炉マけ｀クプを吼1/1て 81Br 反蹄紐切直誰・え舟t 1わたり
晶 7 11 り 1 lレオロガーボ｀ンど見表の混合ゑを了、[9 i・・り［財するピ綺合）用裂にiリ
庄し 11 ラシガルが｀ズfJ A｀アラ｀‘々-の見専t紺名して新fこfJ珪｀1/JJが得りれるが， z れ切
紐｀澗謹知 l1 i`/I)身表濃肖t Y 屯 1ぶ噌加し o. t mf虚i`l3li-えパ』どり。応
1. z d1 らのズガ A`7 グ｀“-麟パヲトーrT, l這pヽら希該｀物 I：鉱するそ't If)絲幻 I蒻製
碕直叫知｀ 9 ん， このよう lこして衣｀”r. GfI （表 I) dl 比薪がら，沈財，：『ク祇バわ
紅的和諷I<-/} いてつ 3ツ）ようfJ系統的り知見が得られた．
t) 7 ヮヮ 1Iレオ V ガーボ．、プの・輝，い町｀ 11, I司—幻内（1 n`l”“" tJJれやれ 11

C-a> C-C >C-F の llt i｀あんこ Y をれ｀，＜森老 L たが，2, 3) このよう1J 1頃印口 e，～匂
のグワt1 1 ルオヮガーホ｀フi｀一般 I1 成立する:'tが開；が 1< fJ 1 た．
2) C-F 絡なの）月緩 1，·ょん収癖 11. 1i.}内 (/)C-F ，紺合4I t1)クJ合，，•保1i 1 み（四i).
3) Cz の 1 tit?ブル 1 ロガー点‘;I f̀l1 C-C 誌合の切れやす 2 (14K冶濶 Iくよ')ズ羨恥

’‘‘, C3 4k 令i'J/)i`[1 1司ーケふ内-i.`Cl 租ふの，念名危した C t含も C-C 終冶;//)方が力広性が｀
ス 3 l‘1 1 9qうがった．

Y み材 9‘` たけし， 3 3 て｀｀よ L ひろ・ぶ（みず｀た 11ふみ，ゎぶゃ 3 たかし
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：ロロニ6:，O ［ロ
以、湖裂 I - - - - - - o. / 0,06 

* ：の 139` C-C 点がC-CI の湖裂 I< よみ紐｀オ勿fJa hるがその収屏け 1’'1 い。
狂 CC/4,, G- 1直記1l1 ク献ほ（サti和5) i•あるが考和1“り示した。
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.or-OC-CI 甫裂
• C-F,, 
ロ C-C,,

• c-Cl 29目',
.. c-c ガょ¢
C-Ci,9 

0 0.5 1.0 
(C-F緒輝／釘雑叫）Jt

壁1.- C-F 間裂nG1』と
C-F 註合手知割合び渾ll系

0 0.5,.o 
(C-CI齢剥有効結合絲秋）比
盟． C-CI (1, 2個）用酪爪｝
1ふ'.C-Cl 甜釘知しと四巾11ゑ

-0 
0.5 

狂,1,紺柑訂G1』
盟． 328戌跳生釦l!}~1月対
収券と柑対釘直ml司1ゑ

,.o 

4) C-Cl 給い雌の G1直 11，幻内の C-Cl 締句む争l合どどもに 1曽1Jりする傾叫ゎ
みが ·CCL3 を名ん化匂'I/Ji`l4 墨喘，＜ズ弓くなん。 一i, C-Cl 紐合 1 個の航製，こよみ＃叙｀
釦鵡 l1LLみ— CCl3 t含ぁ峰痛位，J1 9 < fJる『 ¥てて’`,C-Cl 甜令 l 1箇”“
雁i//)肉酪の G1』の 4匹縦軸 I; t'J，ケ｝内d)項初fJ誌合d')誌叙（ケ｝門の終合のクち曲黎
し k(lI C-F ガ砂'‘c斤Cらt f名ぃ 19ぷ糾凜叙）(--:: 1れる C-Cl 絃名祁のtt t稽紐'Ct..,
て hみt, 団 1 のJう刀傾向が見出 2 れた。

タ） 92Br ;[9 ヅ1--ア1-ム鯰臼¢ 1ぷ9釘銀tf)？わ治、甜釦幻広,f.t f叱杖するた,n, t2Br 

証紐‘j加柑珀碍（全印知道 1こ 111 る比）ピオHf16種（含璃物61』 1-c町紐）
碩fit 5 糟n l) Iヽりガーボ｀ン l< 4 l, t示し 11.のが図 3 i｀わる．
I) T-Tomina9a., R. Iwata, Y. Makide, Bull. Chem. Soc. Jap訊，廷，/g 82 (1973). 

z) T. Tomina!Ja., R. Iwata, Y. Jvfak,de, Chem. Lett.,旦互， 87/.
3)T. Tomina,a，丁． Fukum izu, Y. "'1akide, Radiochem. R祉ioana/. Lett.,召， 2ll (l975). 

4) 7 ロワブルオワガーボ‘ンの光化学的秤元は．同—"'表i. 1麦舟掠·湿・光fJ.む｀のエネル•ゃ'
も屡 1 た励起鑓 l'_ ffすみ反た "'L くみを比較 1 るJ: i｀眠和恥のみt`、な〈， 7 ロワブルオ r 1J
ーズ｀ーバ成層薗c h, 1.,. み光瑾輝｀判が 1 ゾ｀ン層ピ ”d“ T1.の 1"仕和6•7 1-:."“軽駐
召あるc zポ砂L91l1．印：現代化学 No. .to, 20(191s); 碍直成立， No. 'I (11/1!'); 4と争エ
唄廷， NO. IO(991t) r丘｀紅．

~) N. E. Bibler; J. Phys. Chern., 互， 24 (1970. 
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1M12 125" x~ の EC i要虔で生ずう 12ち Iの反応；

メダンとの反胚 K おける放射繕分解の影響

（原研） 0 侮伯正克 • 主 111薗造

加食度で生す内 I\ ロゲン校椎は初朋多重竜扁さ帯ひ Z v) う。 しかし弓知）電ふ祖HJ力 K よ

リ，初期覺府 1まー価まで危蓮K 中和される。その姉果生す＇ぅ焦ヽロゲ｀ン 4 六ン 1ま稚々の 4
六ン令ふ反記さ起す。本課で,;r. I 125 Xe. (E () 1251 反記で生す忍＇251-+ とjタンの反祀を，肴

切炉の肉，外みよび吋。｀令泉麻千 K ありで調ベー／板射線の反応K 'dj·よぼす効果否ぷが種々0)

添7J叫加澤要I(つヽ 1 て検討した。

［硬駿J CH4) Xe, Kr J Aヤ古、よか Oz,塩-t穏化蓉よ＇）服入したものをそのま汀吏用し

た。梵験Kll特別の喝合嬰タI- I2 を用 Iヽたこl::.のある直空ラインど使用しf:::ので',反充斎,~

ョウ寿号1.!L体で 1かなヽヽ。
＜原和炉外あい戸oc濃森下の及託＞ 石菜了ンア 1 L.. I= 7 00 Toryの知（大然姐;,\)さまi入
した試料を:fRR-4-(3x 10'3 nｷ S '1.t―1•ClY\.-2) で 30 分向中l注ふ照射し I 8~12 時向泣置すJ。

その歿紐粒ど心たカウムで 125xa囁製 L衣。祠製しt IZ5紅認屯反沈試料 l□ 日以上堵

酋 k 保有し力杵した。 60心線況下の反応｝ま試料詞製炭 1 時向以内に， 45kC9C。線源（2,2)(

I が R/k.)下に置さ 20 時向照射しで彼，赦時向以厄まて 1す孜日筏K 紅介し千。
く洒呑炉内及充＞ 石要マン丁 ILIこ Xe(o. o 四．f．), CH4 および恥n物で全圧 500 万yr て封

入 L t_牧，JRR-4 で 1 ~30分周中I王ふ照射した。照卯役の試料 1ま枚日周（ 1iじあのユ～ 3
日 9ま TRR-4 ず— IL内）暗汁に保存復分杵しで。
＜分枡＞ 及荒主奴物の介杓）;J'うジ 1 ガス 7 口て卜り｀うフ (.RGC) で用 II て 4手た。
呵の放射能の検出 1さ庫I(T文）シンf L ータ 1：：よ＇）行っ E 妍さらに RGC からのシ克広八分
を知本シンテ L ーダ中1<蒻培 L, 源J本シンテ L - ：ョンカウンダで測定した。全叩和婢l芯

[ ］＼口
30 

N.. i.so3;親夜ート IL 戸系の溶媒抽出怯 1-;:: よ）求め E 。

直果と考索］ ＜、火アタぽ知 l25Xe.と社＜微世の 12
蒻1.メダンとの互た生六物1I C'.H匹Iのみであ＇），疇
IJ'. Xe, 0．叫,m, -f.で 60,7 :r. 4. 5 ％であう。 9CH戸ェの収争I古
及兒系の戸力'"炭存tず， 16,1~q23 Ton の周て'-走であ
う。万応系 k Xe疇7J汀―うと CH戸I の収率 IJ蒻斎な光
を示す切 0,5 叩｛，がら克 1さ＼iふa ー定の頌 3l.5 1.3,2% t 
貸う。 Kt I A ぷ•よが N乙の奔加 1こよ百加率のう氏少）I少な
く外坤値は 52 :t 5 災てあう。 0四湘加景を諄すに従 7 て
収率 1ま埓ヽ増加すうが， さら 1：：ラ農襄で..l::. liうと~,;i:')収

孝 1ま 52災へ外押されう。以上の結果を国 1 に示す。
I.2,を含さな、 1 系 (12Sl= ~10―l5'mol) て'!l)口5Xe tメクンの反

a 0.2. o.+ o.6 o.s 1.0 
可• Of辺血ん た1..#\物 Iざや l ;J.り CH門I のみであるが，収孝）~ 38.3 :t.40災

図 1 炉外威豆あ蒻添力叶加効果 , x~, 0.01 訓f)であう。

さえ芝•まさかつ ) たち力‘わ・えん冷＇う
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140'生成灼

＜炉内反祀> C'.H+, o心よ 1.F 0, O 7m, f.の Xe (CH 4--0ュ―

Xe 歪ヒ略）を混合腹 30分尚中l彗照知を行うと， CH戸エ

の杷 1二沸呉約 140°c の主式勃(\o,p 140° '.t...p\_杓）を生すう。

奇角 1ま 0之， 0 ， 1 切j．まで包激な収年の増加を示し，その牧 I3
似環腹し支可穿尺に収辛の嗜カロ芝示す。彼危 1立 0.l, 0,251l1.f. 

立て危般に収孝が増加し，さら 1：：シ服襄方噌 m‘世卜免激に
収争が戎少し0. 6 畑i．てほt人と主l・なくなう。蛉晃モ図

え Iミ示す。

CH4 -Ar -Xe和よびC'.H 4, - Nュ- Xe希の全有料収半)'J,.1
肴肉照射てほ炉外及記とほゞ同じ収率であうガ，賠身1時南

o 需'1 1 、ぷ→ 1 
0 0.2 0,4 0.6 0.8 1.o と芙 1ミ身痕：：栽＇少し 3汲照身1 ては 3 ％以下ヒ唸万。これら

".  402, 脅レ、さらに D,02 ヵ｝の S 凡を加え下系床よび CH4 -sh、一
図2_ 炉内友応，CH+- o~-Xe 系の一緒果 ` ̀  

Xe~では照射時向の効果は少弓＜噂うガ， 30分向聾射て IJ

CH/51 の他に少青の(;)士王I を生すう。
く 60c嘉房．下の町知 叫， o, ;x,ょひ．，叩 (CH4 -0, -12~ふ手，と略）さ逗合釘°らで

竪射した試料でt, CH312SI.の他 1こ bp 140° 't六物で土ずう。屈王八物の収率1ま炉外及菰に上t'...
載し低、、 1直て’浜うガ， 0冴釦姜恢位1王）3 楚1,I的 Iミ賄似）て ,1~ 。

CH4-Ar ..J25Xe 系で 1口照射楚 1 直侵t放置りい紅T、結果力‘5 ，照射中）二住八｀す 3 CH四I.
ぽ灼タト反祁17')斗’分以下であうことガ明らガと芍、ファ｀゜ この系で IJ Cュ也＇2勺工も生す・ぅガ／し
れば訊瑚分解 K ↓るうジカ IL 万定て生じて、， 3 t足之られ 3 。

CH4-SF、 -125'灰予、で IJ堕射中の C t-13応｀り1年）ざ炒夕｝反応と 1迂ヽ同じであうがノ杷 I::.C2Hs12,エ
い西 l40゜生六物も工す．．ぅ．

灼ぽ祁の姉栗刀‘!:,'S父収堪色の＇ぉ·1冨嗜与 I~~ <., At, Kr, N,_ で初糾されう 8,7%)J
最丈 12,q可碩蹄エネ，バード甚、z hot反託であリ，＇汗国）によ 3 及応fl 20,5% 1 

吋（3P~, 3p,, 3 p,)によう反応 }3 31,5% tなる。 炉肉およ炉゜も練兎下の反沌て'1 02~ SFr, 

を含ますふ，、子のり碑加氏＂の 1ま， CH4 ー一CH: +e―等/J\斥元て＇主戸 eーによ｝ J 9251 杵
e• • '2Sl ：が起ミためとす直定される。 ‘oc。一線源であら力｀じあ～ 10戌這炉行
.., T:. CHも o.,_ ヌ 11 cH-,.,'J<e, Oi混食物と＇-z.s-x召以灼7)--万応生戎物J:t /訊＇勺勺の冴てあリ収
李にも入を d 変虹）ま認められ芍、V\.従フて，炉内い的い賽の美 9まJRR-4 7'-!LllJに保互
中 \o 屹 Iプるふ壕の影響 1：：よ 3 〗のt琶われう。 し力｀し照射賠問の女硯か＇示す A‘ うI< /中l土
1畔心唱t哨 5 カ｀に言忍められう。

bp 140° 口式物l這足公果て＇，な I⑦ s恥責如ても生す百バ＂生A物ば嗅寺を含んでい
かであうう。森鴫T した滉合物と0)反応で配直 LTJ"のて→，放射線分解王A勃い汲
加（主して、ヽうので/J tむ，及九系へ直苺作用すう汝身狂泉が紐雰な役噌りを l戸！て＂ 3 I::. 

舟えられぅ。
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1M13 マンミンコ／ゞ lし渇詔初T;; C. オーツ田使遠効是

（都j大翁） 0屈日雅孝 ，柏脅菌紋

l 、 瘤角ら l;fこれま之｀‘1：：，アンミンコ lゞ 1し卜御底こお IT炉"Co魚み核によ ~EC 崩壊Iこと
もなぅオーツェ俊癒諜疇凄釦最由翁直ふ環 5 肌るの 2ばなく，巖近南麟祖
外俎翻疇碑珪 C ・オー％I 後遣効臭1/)放射叡t'翠的過程環上して、＼るミと廷L.l
豆麟記町に転直濃与し之＼＼るミと亙
報告し之ぎた。そ：：：之‘、今回 1な前日ヒば臭なっ r這隔
o 殷｝国遠皐平t.}疇 1::. 亡ち II 遣恥廉+ I 豆:......:.-.
国曰最虹滋直ふと L囀叡丘麟‘し之J EC ・オ｀
ー百疇灼知度4tと比較検討心。
2. 憮禅和＆約 0.5 mCばぷび約 200 呵のコJぐ 崎．‘．:.9``lし卜（田）卿t物も含む条知遭軸J.)ゞ lし心錯体 1 ：·嶋．．．．：．．．
饂条に基き］アンミンコJゞ‘（し卜経砕も種々合叙し
仁0 ：：：：れらの 5冗源卿ヒ釘吻tり、 K‘ かアー餓麟
料いし之 9 桑條望景泰復 1湿丸 5？下e- ス千ンレス
ス牛ー 1レ吸収姐：：：対以メ又 l‘、 1ラァースペク1-._ Iレ屯
叡I/ し在。
3, 危図のように）は）『冗o(NH叫(NO3)3) (.い（知
（晒）山 (CO山・ 3Hュ O, (O［叫ぷ叫）よ（c..o心3
d）［エ（叫）ふ（泣）3訊0）回（呪。園）s-UJ必）
6)図（励）、］必1) の X 入 lいうアースペクト 1しを得底，
ミれらからヘキサアンミンJ..J文‘Iし刈勇屁り瘍合z‘‘ ↓a .、:•• f.... 
吋這）の麟遣麟，炭隙虚，ク 1コム酸虚這 1 ｷ"''ｷ:.. :・ヘ••3.. ‘.:.；一‘.:..
棗恥｀‘,滋蕨堪のt易街：：頴屠な嬉＇t,(lが見 5 れる。 — 

づ lゞ 1し卜錯4本のしり）反元によるじ叶ホットアト
幻屑鱈い疇戸式叩(][)繹和扇藪
知 53 、 2 ％，鴎恥り 6. 0 尻ク且ム駿瑶か‘ |'・丸：．社•.',·F. " 

臼．2..％汀り<t?たし1L) 祠塙収争直じ慮f司に示
L'- ＼＼るっ李亘．s'1位(_J.IH必位］位2 と［”じUtH3)、J偽
戸ヽ Iiるふ咋叫）の庄放出恥程復碍，われるの 2‘’
虚表和の場合いら原這這麟にあ”‘函蔦
l：：：あるか（二ょ謹響 IまJ I さ＼＼幻浩ぇ 5 れる。

DJ. M. EieJ.t, 1如s i s, P. 106, CIG 訊）
2) N. S叫］．丁凶l·n,a 叫 H. 〉臼）鱈，仇伽、 5oc.
J呼兄訊3¢5 (J 9 2) 
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1M14 Perturbed An.1ular. Corre la fi oれ ）：よるイと考状態畷玩
(I) 釆伯影辰一積伽去
（東叱火螺） 0肴有財』麟束海羞髯信

〔緒言J ~I ぎ銃応ヽて放生される 2本の r§泉国の自度に依存して子の放虫祉糸—j導紅
現象を r- r 角相）司い、'>'その印詞曲線(/))く）ーン遠相関係数(Aぶ，ん）ば，/JI I 

疇された例のように，ガスケード Iく）司係す認柘虹げ、ビン四遵移(f)"社応‘ぎ｛ふ。
しかし，中］呵紺態の手釘寿命ふ0一‘~/0ー／0-S'2.C.の餞，核の麻氣えーメント，砲氣匹童極えー
メントが移、外易（愈喝勾配，硝場）の相五4和利を受 lす，邊合）くよつて）1角相 l司を滅菜 L パ
）ーンがならされてし 1 し），締果的）く）i角相 I司1系数の値ぶ・小さくな 3 。
和該立将）＜メスバウァー分充苓姐適用ふ不能な液体拭糾)~ついて，条液肉ての荏在

状態さ椿明するiや互，和疇ぶ('吃U. Iぇ．叶，”乞< I I,年）長崎土扱元素を選が将
）こ 'r“Eu のがdeaJによる＇｀~ 11"スE“ の E C, (3十和a] l てよ 3'唸m (J)両ぇ知嗣

腿果が1司奇法］足てきる手を利）司した。また筒便な柏麟 1派、めたバクメータを年詞
係数虚紋検討した．
（戻験オ汰］
差： 3”x 3” tfaI （双）検出秦をサじ紐帷 /0 んのtころ）ミ lg足 L 、 Iな～／23 Kev 

(J)ヶ｀・ートシ）．．ナ）レをtらえ，炉 Iオ0'1釘て往復坦転が婢ば，釦 (Li)校叙忍召各られ

たシク｀’わレど 1 A ンシデンスを取リ、 4K チャネルがああ分析忍を§今判 U て，コントロ
ゥー1.."副御 l てコインシデンスパ）トルをため 1鐸 l た，級源から釦Li)検蜂の
雌li¢ム 1．．，両検出冬の嵐叫譴応••もつて相釘叶からの r緑数乱をけ、ヽだ。
叩手計数疇幻1'ストスローコィンシデンスの投合即終を杖、).分柑呼I日は4-o 四

てあった。
堡· (S2,(絆Eu”“)紐放射、｝詞虹麟

会から紐入した'f2,(.rµEu をJ利ヽ、た。叱放射龍）か o,/姪

,,,.,的勺 E“ て｀晃のう夕”“邸）辻約 30 久の割合を点め
て l‘ る。 '; 2, （只丘磯源該糾ぱ）国、化ユー、っぷウム , 

疇戎を虹該文濃度の賊（ INHC/, IMHdoヶ｀）這d、 l 
l 、あふヽ l燐如紅 l た有劇いいも硫 2、夕””8
のガ｀クス菅 K知丘m、以 I力）：瓦），虹叫度ば右＞
試料応つざ 11>→ 20、加社度 l注ろえた。

蛾とテ"- 9夕絆位成jま兄 lわ．の 1句i l$ー  

印紅令角度で/ 000秒ずっ在復させ会美｝＜於t 3 到文
吟）n ばな計J oooo秒て••あ→た。 (S1.Eu.(T) E.C ＆麦て

生成す3 竺知の速恥→ （｀”シ忠麦て庄成すJ‘知
のそれ℃よく似ていJ手'i.''竺加のオー逹オjレベル
I 2 2. Ke.17 (2 りと＇巧；イの I2 3 kク（ぇりレベルぶ

-Aa 
(/l/3-I2z.) 1 

3+, 2+,0+ 

A2 
(140,-12 :z.) 

2 —,2.'", 0今

- IN Hc./04-
----HDEHP 

ヽ、

90. 
8 -- 180゚

ようゆうさ‘‘、）・かじぱ 3 み，しおかわたかのぶ

32 

困 1. 15~m 試斜の角相l印曲線



缶た追、｀為．／ 2え～ / 23 kダとゲー｝）くして，コ 1 ン
シテ●9 ンススペ）トルを坂る、と、 9竺2ふ”(/) ?/,J--/2.Z)<ev 

(2.,., 2.,.,0...), 111.3-122 Kev (J+,之+, 0九Jl/-oJ-

122. Kev (z―，え＋， 0+）と，＇夕℃—4 の IOO¢ -I23 xe17 

(3うが，が）， 1 :2. 76 -Iュ 3 Ke.V (2 —, 2 ... , 0つ苓の
カスケードふ同時）凌応”きる。令ュインシテ．．ンス L

たがもピー）叶知ら’竺511, If) J_o ふ？ keV If)ヒ゜ブ
を佼用 L て去々の 1函択同崎計数を亥 l 引き，（l) 式J(
t tづヽヽて依A、二乗法で角柏周係赦 (A2.'. A4') と灰め
た。左おA,:. A~ ば（ 2,3) 式て｀表す迪 I) 域衷係牧ほし
立柊自補正係紋Q~,1:'.f,釘命位 A-1<.の枝て••あふ。

W (0) = J + A; R (Cos fJ)ナ A; fa (es8) (l) 

A;= 年Q.,_ A2 (2) 

A;= 命Q“ん (3J

紅”スケードのパ｝ーンカ←一度て＾あれば..“ど
A.Ac Iぃ定赦いい叩＂直拌 A~(/) 益を比較すれば淡哀
ィ絲秋の如佼I湛鳩す 3.
屑知兎象］ 4かられた絃呆の墳1 ℃して l司 I I こ

/f{ H叫這））、した試応 HDEHP (D、,_ (2-E.tJ.y! 

H心yl) 炒osphor;c. acid) て抽出した試糾 Iこつ｀＇て，
凧 l t埓られた＇唸m の紅相周曲線を表す，釦、の
ふ共レーリ詞もiバ‘す 3 HDEH f'のすぶ.I_·')夭ざ
＜我衷 l て、、 3 手ぷわかる． I坪和/,ついても l和駁
傾向パもらJJ l しかも（奴ふ）＜比べて坂表度ぶ火ぎ‘・
印叶拭糾Jくつ｀ーて最lトニ桑釦蒋·られたが訓

係数 (A2', Aム') 1 簡反ん況＇）定 x 柏和玄を）司ヽ、訂恥
れたバぅメ—) (<>l, r:J/(J)の技采を比較した．

ol.= 
N(:z.、ーが． o...) ぼo•

N (3 ... 9 広が）190.
(4) 

/{(2-.，広が）90.

B = N(3+, 2+, 0加
(s) 

A’ 
Sm 

0.25 

〇.20 1-

T 

' 
' I 

' 
l i)d 

必
るJ.-t--」2.2

ふ二古—d 和勺i-I z.o

0, 2 6 

0,24 

0,22 

• 
A; 

t • ` t: 
l 

2,2 i、、‘
2.o t¥ ヽ rヽ 、!. 4 

li 8 ：討J.‘、‘ 吋］2
災 \i.‘t . ~ 

A B C D 

団 2．域衷曲線~、 A) INHCIO4 

8) IN HしI C) HDEHP D)TTA-TBP 

d, ¢は（ 4, 夕）式）：』示 l た直 I) て．．，域裂度含11)))彫序t 1紐 11 I tゞー玖して、., 3 。祖
這追るの）ミ I30."の決l定低のみを 1j::名 1 す 3 のて．．，泳l炎亥和和約釘ぷ 8 分の I):
社叡れ＆利亥かあJ. ~ぁ淡鬼“知り釈からわか 3 k) に＇冨d り奇ふ沢ぎ＜浅条 L
，鉢f｝成a鯰訊兌ド比して火、ャ、、｝ふわかふ。
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1M15 I ズ（＼・・ウアー令光洒 1-;: よる S ,n. Sb,, Sm. Te 中の反跳＂9Sb，， ＂が＇ Te

原子の石迄炊程．

ほ里 麻〉 0 宅苛文欺・屯舒討弓—

われわれ 1 :r：：れ手て'’II q S＾のメズ I ヽ’'ウアー癸だ合‘だ·尭戊ja\i\ 1 I て，積々のススンアとチモ

ら Tl← /L化含物 1 ：：：-, I I 丸＂｀,-, E: C 幸知＂生成する＂竺：れ百ろ I 11 ま 1 叶 1 で S へ＾釦栗

応圧哀丁ろ '...1Sb の化学 l湛．哀詞べて束t (4 一~). 今回 1T iti1哀艮('8) I ：：いで→つ｀＇いて I

1...ーŝ (p, 2m)"q sし反危て''1 ユO 'S：た中 lミ庄成すろ 119sb のア＝ーリ:- 7｀辰臣場逗

射 L セ 12°s^Te.を一mm ＼て固必てせセで、，"'"qs1:,の s,.,,.-,,, Te 両サイトヘ＾合同

で ~I ：：＇し＂ s＾ C.以／ヰヘ）＂q `T"'- 早＂.,'S b 哀応· II"SASb, ""sへTe 中 13 屯成すろ＂＼b

の袴十中で＂の位置咋℃91:--,I I て霰皆する，

酋畷屯 I I て(I- I 2,,,,,_)反応,,よ＇）＇'2.0'S,ぐた中 1：：：豆戎丁る＂q'S b 7fヽ"S"'- — 1 Te ー両サ

イト（て令布する：：：と苫酌 L ftが，：："'"q-s b,,.., 祖子中の位置が懸ァ＝ーリし 7衷た I ゞ＇）

どの禅 I：：変必すろがて応＇r,,'楊子照射 l t:,..,o芦Te 屯ア IL ゴ｀レ冥点~"1:" soo•·c::.,ヽoo.<

l::. — 8寺間僚へ R "'ち/ ::.ト 5 定諒寿．として Bぷ“ら 1-:: 汀すろ＂尋s,..,_ ，， 1 スパウアー梵忙．スペ

クト IL-左 9則定 l rs_,唄,1距女の許紐 I1 前茶1::. l'f. l::.人ど同じて＇’万る．この話果 120Sょ千ー中の

Te ーサイl- 1, 'J;liる＂唸；\:, 7f,"!I/サ＝ー＇）とグの紐奥として伶々 l ：：配 m- サイトし：租って、 I く：：：

とがわオヽ→r;.,

つ\ I て'’I この惣アニーリ‘一つ哀たと~t.較丁る目的て'’I r易子喪射(':'よる II怪咋tt t'丸Te

玄ア /L ゴ‘ー哀裁下て．，一度駐辟 L たの古固化てでで喝含，： ＂q—b が" sれ -1 T" -両サイト I：ど
令

(/l tう（：：合布丁うか定額ぺ＇i::. ：：の方法（エトしーサ. -f叉命とメス（ヽ’'ウアータ‘光弔之秘Lヤせ

セ：刻定法とそ1 ；てとができ 1 回店中＼：： F•1ナろ微湯—不訳物の合布屯掏＾’＇る六迄'<'.. L で有勅て＇’

訂る・ •~0s,.;1ての国化 1 ：：で I I して 1太面即物王汽•Iく7:·· 7 ゥ＝とチしで邊含，庶~ 1"'-lil位てせ

F の古ゞ00゜こで'4 厄，ア：：：：ー 1 ← l 花湯令 I ：：....,,,て痢1定で行ったが，右頁 IID(.!,) 1: 寺

すドう存癸光スペ？卜 IL が'II T'’れ＾湯含(":.毛 1鼻~,\.-,._r:'::.(I')スペクト/l...,主ざー'7 I太 Te.-

サイトで言倹＼て 1 I る""I S I:,I 〒＾右側に見：れろショ IL ア'- Ir sれーサイト 1 こ巧る＂唸b

万‘下の脊光-==;イ:,.. I ：： I需厚セれろ．すでわ下悪哀踪令字の P.i翠立''! 1: I,k I 礼田ィ＜ ！こ市して

唸b 心径呪豆：：： Te- サイト I：：：とりミ 1 れた：：：：と 1こ万る． ごの甜男 I 'J:'.l:.に皿へTこ惣7 = - 1J 

、ーグ＇反応と全く遥＾碩阿：：でる， ぞミて．この差が誌負ゎ恣：： s,.,,_,, Te が 1 す＂れ万ヽォ＂臼＂

か lミ（イぃ学令吋．念文X 邸パタ→I~ か巧，ミ在り荏度）安わわズドィキォ I 卜 IJ - ?/ヽ戸＇’七

ろであて＇7'j.,,オ‘と宍丸ぁ下ガヽ l.. めストイキ丁／トリーか'S, I戸＂←で＇ヽO'Sぷ'"'1.1 ノ

I10乞q、 1 ーで 1：：祖当すろ誌瞬百料オ'S, I'[[化七せ F す祖料斗 Iミつ I I て痢定で行→1=' そ＾盆良文

図の(^) l.....乞土ぃ古'l=心"(b) I‘゜'5~以Te に寺，寸， T 存わ下丁e t過示I Iこ念て·祠且半て a

心"'Is t:> 1 1"念れ＾サイト I ：：／這」こ＝m で逢蚤1(1念t百料て(']: 11 qへ I下千e.の寸ベト l：：が布

＼でミとが＇ゎ才9 る， L たが＇って＂q岱の令布 I"- l"tr-\'.科ーのズトィキオ I\- リー万9 エ＾丁＇’わ万ヽ，．

遠ヽ I影守で←→ ＝とが桔芦でわる，ストイキオメトリーか\, 11=ず＇ゎ下百料-1 ミ-, I I ての栖了

= -I) !-?"哀たの租定 11今後の m返で窃ろ，

おん（、冨・叶'l l ，古んべ’l -r·こ
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以上しま瘍子哀たて｀圧成丁 3 "℃デしに→ II マ

の和1定で｀’京るが／て：に "n S^<b / 11..,SuTャ

1 ＝つ I I て IInS^ 知,'2^) "q ...Tく三与＂°'sb

哀応て圧咲すぅ心令\'::...., \,c:モ；釦l 宅で行

~ Th. :: ＾湛含芸然＂q｀Tてプ'..o(哀たて・下

;:,,反欧9ェネ IL "f"- °'l:.号 1ナ1 → II で'’'’匂

への巴 C 洟蒐変の守1こもニュートリ I ＾下宛

I＝トリ祖＋中の位：翌n···笙がで『E性が万ろ．

L ガヽ l -:_ 4----,:.でバ漁硲イ⇔池 (';:.-,II マ＾現Il

定万ヽ瓦 E. C 浣笈，ゴ密＼て,;;r.大を化合の｀｀

が南．仁笥＝止下うや..,と禅定で七る，

m廿料,1 席末.., lだ態で“ア 1しミ布~,：：支

怜 l/r里存廿イつロ\-CJ‘ーマ＂が運 L I':: o(社

子 l ：：よ 1} ，喪射 L I:.百料尽て＂ 4 以粒：みのエ

キ I←キ＇’ー,'):'3 2- '2..'1 He·元ビーム雫3れ心

約 1.o l' A て'Ao \-I.rt ,..,.9亙．打ま行、在．＝

逗．粁百科手祖｛李官窯中に保存 l, "q~ 

と＂国が平術 1：：迅して万ヽ下嗚子．密紆可埒

100卜と～宝屯ぢ←—‘←今

: ｷ-
” c: 
a 
., 92 
c: 
ト→

a』
> 
--
+ 

(a) 
—ご

¥ / ,/ 
<i9 : : ; 
ち：

i 100「一—ーヘ 9/--

/ 
'ｷ ! -,_ j 
'' ` 5 

` 
94 

001-~,· /---

＼ダ

94 

-4 

'ｷ f ·• 9 

＼ぎ
一ご

; 
..: 
姿

0 4 8 

Relative Velocity (mm/s vs 8aSn03 at 78K) 

＾母官't::. \~戎：：：已Sよ）アに対すぅ＂唸M., I ス（、いウ了ー発央ズペクト I<---か則'/E l 芦，

場チ反た.'(,比眩 L て＂唸 b のモ成量が非紫，シ炉 I で払／ rt，日か I I 薪吋（か不可店て’.ち..,下ホ｀ノ

＂＂＄ぷI> / ""s..,TeII マ＇’わの表含毛＂q Sb IT 虎イオと傾II Cr 存七て＂唸"'>b で 1 1"- s~ -如fトノ

＂写Te て "1'): Te  -i\',{ト）に令布l.て I I ろことがわ万1 `だ..l::.皿のtミ l: In...Te 豆＂1＜ b

m 遥荏て＂下宅rテ＾南．チ幻む只丘止下了モ ..,~1 七 I元上＾病果 l古＂q u丁れ0)位置古＼予 I予＇';f,
l.て I I る：：',:. I:. '1jろ． I て0でごTe 守て＇哀国(L \下＂",;b.,.,... 'ffiサイト I'::. 令右 l 在のに内して，

1唸ぷ「し中て衷謡 L~"".....丁でオ＇・ '>b -"'tイト＾社 1：：中定AC I..下＾＇7-, "1sb 7f・・’ゞ口 l て打 l

て喧伸7,r.::,../ Te  1-:: 斤 L マ田I屹原み\::. L てin 叶 3 ー'-::.吋 L て／ 19q田 Te lT ゞぃ I S し 1) 1’七

1::tf" L マ毛庄i性湮午て＇ア；うたぁ喧，イオ‘-^すイト丁可わす令ーサイトでにわ下モ..,と逹薪

で七る，

4) 

3) 

5) 

c厄．匹ア 'L心丸丘，女土2 (l ←勺0. 2) 胚"r", L立，坦△ / 3 、"Iいがs)

に＾必 o必ー 9 Aふ写／＇4l (l 9 口）．千）J,←. ~t..-yo.竺／ず1n ヽ (4 qり4)

恥...Q..Q,必一，く·e．丁→ー I 芦•/ 7..!fヽゞ（ 4ベ.,+)戸 ヽ） T~•,... ァ•いぃ 4 ，必·

L点・／ lL ノ 1 臼（ I ヽ吐）， 9 ) :;-. •—. p←ゃ.，，.:........ビー• ~)京 1が国衣れや
笠丙誼，心瓦パ四千，
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1M16 熱中性手照射した卜＇）ス（ A.- ンヅィルアセトナト）コ）＼）し卜（皿）
にお lt ~ bO(oの熱アニー＇）シゲ反応
（東北大理） 0秋元陛公大森模卜語）'l雰信

1 ヽ 固相におrtぅホ-•Jトアトムのアニー＇）こグ反応の研究に異性体を有する化合物を用

いるこ乙によリ、興味烹ぃ知見が得うれるこ‘乙が期待さ汎現在までいくつがの試社が廷
さリしてきた。例え lずRo.uscher ら 1) は、 CIS ぷよぴナmns[Co(en)2 山J N03 を用い，中
性子照鮒およびアニーリシグによ＇）親こ異なる華性体1st生版しばい召報告している。また
斎藤ら:2) 1st、叩ぷよびtfansー〔 Co (NH3 祉 (NO心） N03 を用い，初期収率で 1-.;t異性体茫E
成が認めらレll りが，アニ~'):,,グ l こJ.')激少する C 報舌している。 このよう,~アニー＇）ン

プにJ- I) 異国本同生戚しgぃ，あるい l可その収率が足ばするというのが一般的であ＇）、こ
リ＼ば結晶が‘斜型のよう冠役割を果しているためこ説明さりしてきた。同様のこピカ、分令任結

晶でも成立するかどうが訊＾＇るここば喫昧ぁウこ L であ＇）、 こゞで 1芍非対応¢ージケトシて

ある八ンプイルアセトンを屁位うこしに立(fo..濁）ー紅びカル以（mい形）— Co (bJ1LC)3 

を用いてがf究，を行ばった．

2 裏ー常法に従って合成さ甘した錯体を酸処理アルミナカラム 7 ロマトグラフ放 1 こ
ょ l］，各異性体に分離し，ふロバシゼシー石迪エーテ）レかう岳結晶した。分酋全しだ試料の
同定，裂度l~n町スペ 7 トルによ·1)碓誤しだ。こ．の結晶の粒度をそ 3 えるためす l) つふす

こと同、結晶樟造を乱す愁U しがあるためし怠力‘った。が，直径 l芍 O. 5mm以下であった。試斜
ば、JRR-3 においてドライアイス湿度で 2令摺l庶射した伎， ドライアイス中,;::保存した。

l l b' °C 以下で団錯f本雨異性化しgぃこどを樺競した伎、 79゜C および 11 g •c Iこおいて丈気中｀
て葱アニー＇）ン 7' しだ。 oolM CoC2:iをキャ＇）アーこして含む 0./ N 掲酸~ーパシゼンむ各
媒油出し、全有様収率を求めた後有挨相に異庄体っキャ')アーを加え．酸処理ア）いナ
カラムワロマトグラフ広）こよ＇）各叙令に令難した。ら°Co が放射能 I寸．井戸翌 NaI(Tl)E将

鏡したシンゲ）し午ャンネル化線スI\゜ 7 トロメーダーによ＇）度l足した．
3. 栢果および君素―有根相をパシゼンて涙南した鳩合．化労形不明の A に続いて

t泣似体， 凶体11)＂慢，［尭離してくる。さうに貶南和］をワロロホルムに変えて，化り形不
明の D を完雑させ， カラムに吸羞しだ庶介を含めて 5 つのフラ 7 こョン）こがT らここがで
きだ。初期収率 1可，表 1 ，口示さりしてし） 0 よう 1 こ， し辺偽ぁよび丈mル汎“本バついて， ＇）テニ
ション直 I可そ kl lぞれ 1. ~’/。あ＇よび 1.7 ¾である。 また異性応収率 1可，両君芙無視てきる

表 1 籾期収率（％）

照的試料 全挑収率 A t泣心体 叩体

c is -Co (bzzic)3 6. 0 く 0 1 < 0.2 I. I? 

ヤrans-CoCbzztC)3 5 2 

゜
I. 7 

゜
こ乙かう，ホ：7)- 反応 I 、ーよって覗と異ばる異性体、1迂生版しばし）．

あきもこたか迂さ•おお屯 1) たかし・しあ‘かわたかのぶ
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穂アニーリシ 7する‘乙，全有様収率ば凶斧でば約2 膵閉てプラトー（直 1 己甕す 3 が‘,

方切切体で 1荘約］日かかる。全有猿収率 1こ寄与するフラクこョこのうち虚あよびtゆ悩
異I‘疇IC ついて，口れうの収率の変化を凶心 (b3三謬び加醍 Cn(b'l,a..c. )31 てついて

そ Ulぞ ~l プロ `‘l 卜したのが図 1 あ｀Jび 2 である。

79℃て惚アニー l) ン 7 した兎合，Qりt泣爪A 収率比同，区d 滓の結晶て,-q：：：：：： 1 である

のに対し，方a心停の結品で 1寸～1/5 1こなっていふ 11 『C1嘉墨度を上 1丁るこ危衷でア
ニーリンワ囲線が立上る反応のネ烈明遥醒でI~, 勺9℃乙后濯の傾栢がみうりしるか＇、 そ山以f支

で 1誼認昔付え収卑だ,tか保た 1て常加し，親でgぃ晏1王滓この収率l~ ぽゞ一定で増加しせし）。
一方他のフラクこョシ{A, D あ‘Jびカラムに改羞するf巳芍理）の収率も熟アニー')ング 1,

よ＇）増加し，約 2膵同悛に 1可プラトー直 I 這厘す 3 。 しかし II f °C て,;;rこ甘しうの収率,~、い
ずれの結晶にあ‘いても長時同アニー＇）ングするこ漱ケする陳伺を示し、 これら0) fじ営程が

らも聰鋸体が生成しているこ若えられ，アニーリング反応様祖がネ夏雅であることを示して
い 3。試みlこ窒果気流中で照射試料を惹アニー＇）ン 7｀してみた結果，反応速度,~連いがJ
麟総収率のアラトーi直1'1'をし 3 忠いことがわかフた。 しかし各成分の祖対的存在比 l(1寸，

丈缶中てアニー＇）シグした渇合こ比喉して特徴的 ’d 差 I.Iみらj国かった。

このふう）こ Co(b§邸）3 錯体系てI~, 熟アこーリング反応 1;:_ J I)親以外の異性沐ヵ、生成す

3 ここが認めうれたが， その収率 1-Q:袈錯伶がQん滓面渇合の方が，丈汎辺凶体の渇合よ＇）搭
いここが示で~l1 だ。

40 60 

40 
^ 
ょ

ｭ̂L
 

0 6 • 12 18 24 
TIME (hr) 

団 1. む)-Co(b3必）3 にお ljる葱アニ

ー＇）シグ曲線

0, • : II e'ー C ;•,.. :ワ 9°C

0, • : c i s- 60CD(b炉c)3

•,.. :、tr21 vis- 60Co (b1;ー'-c)3 

ｧ 
0 6 12 18 泌

Tl ME (hr) 

図 2 恥是Co(baac)3 にあ 1丁 3 熟ァ
ニー＇）シグ曲旅

o, • : l 18ー C i •,.4: 79 ℃ 

•,.A : trruris-60CoCb0o...c.)3 

O, A : cis-60(.o (b終C.)3

I). H. E. Ra.usche r、 N.Su"ti n, J.M. Miller, J.Ino芍•Nuc.1. Chem., 旦， 3 '7 8(1960).

2). N. S0-.it'o. T. Tominaga, H釦no 、 F. Ambe, T. F<Aj i no, Bu 11. Chem. Soc.. Japan ，盆i、 744(1962).
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1M17 中改押戟寸した二三のリナウム1以冴匂中に生成するトリチウムの
化学形について

（原石井） 0 :r::絡濤可 四中匂玖ら天野花｀

l 、 目的
后邸疇礎江＜4tJ即珈紐昴醗1-:. あたって、 V‘ ヵ‘m囃げ‘ランケット
疇いら A‘ レいうこti~、それが‘入痰斗である)- I) 砂ム心豹且ばらがに回収I直細灯
叩r：：い，「に、吉柔屯誕切：つていかど＾ょう r堪融紅朽｀＇ランケット紐峨用さ
れらにしみ、そ：：：（こ用いられら約剪峨森・ 4ぱ的度咽を耗昧しておくことは勿玲がと
炉）砂幻叫戸ヽヽてもヤかな知餡鑓してお＜碍がある。特,-:日衿鴻殖
応中に生成すい炉）ゲウムり吟叩りもぅ心ぶ灼和 Ii，そ虞甜ヽ回収這玲関
逹するものり秀えられみ心、これらが明らかにしておかなければ｀からなし＇，，
汲迎迫ら心緬む）ケウム (L収）叶 1/砂頌1続口すレ＾ 1）如吟却バ邸和＇ろ
ンケットを提喝した01) そこで我々i1 、ら 0 中に生成”)-- 1) ケウムの化が遵和9月
らが（でする目的で、レi'J,.. O をはじッグ）tしてレらし03 口が'Liク H 肛·f'd遣；する二印 l)
砂りし合初ゃクーゲッ杯選心廃わ和照釈し可支真咲中で加忽しばがら、トリ砂
ム心む和rtげ‘（か）砂ムり叩りを検討し和
2亀実験
ら0 ダーゲットとしてJ CERAc/PURE枯（終衰？？％）ふ｀占が MERCK社の註迫

四が‘に至萎原的力工業、よ悦翻さされ K ものの三稼を1更同レE （況心反た砕］用レた
如化凶沼Tの結果、オいぞ‘れのターゲッ日初瑣中にク、fグ~ I #,、 7 %,おiが 9，げ·
謙知‘ないがてI.‘るこtが判明した• L ら． CO3'よ曰オ窪ィヒう茶品（粽）の守杞み鋲慕そ，
Li OH セして 1i HeRCK社叫給源（、f燐 93%) f4更用した o
痛末沃9 ーゲ‘`)げ鴫、的ぇ°呵紅浚帝わが 9ミ／序印ね (9X IO-“ か）し、
訊た直細汀／＜げ圏訊（熱が生的束ぅメ I() ?t ·C芯 s·' ，速、中庄}~ /./-XI炉
れ •cぷ• S―')で•ス瑾f昴照鉗寸した。か‘I叶召り社がニッケ｝澤で中惇み兎モシクー Y し

マ1畑叫囀領、絵科澳四（くが I ()―“元）で•力9然しはない立砂
介t- 7がCI：滋pした1--ラッフ＂を直して，熱疇戌検遥（丁CD) j'...」バ＇スフロー
四嘩改営 (PC)“荀ぇ r：：ラジオがス？ママ1--7·う 7 （危成）碍いた。 n忍呵間11-
3ヽがり I ヽヽ゜C から 1霰板にヽヽ 0 °C 弓で埓溢した．
RC, C のステンレススケール1Jクム (3....__中 X え,H-t,)に（ま， クか／砂メッシュ心る
注知わ印，成 1：尖‘却し /::.o キマ l) アガス (I代）が琉速立3() れ必、？，·が＇とし I TCP 

吐腿鼓ム§々£、れ，·ぶ＇五逗をもっやJミン環絵しf"C Iこ導ヽた。フー）レド')--砂
フ閲絲さ…畔矯滋梨霞l知 Iょ， 8CCKMAN L$-I 砂液体シン4 レーシ 9 `/  

11~ ンター（ Lメ）を1更1用した 0~砕シンケレークにば， l./..『 1ちppo いなむ1-ルエ
ン-99/ -)レ（ク： 3 ）痰食森液を用いた。鋲茫中に9環したいぽウムは、力9熱終了
伎蛇を9lくに湛緋し、しらにが9刹是した。

くとう ひらし•たばかさぢぞう•あまの がらし
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ろ、終乗およが汚療

中注子照酎したら 0, Li.2.Cの，お
り Li OH を、真空中で＇¢砂 °C ，こま
で加熱した照ぞl埒寿られるい） 4ウムの

J以滋嗜石t表に示レた・コー）レド
トラップ l量さいたもかり函森の
康炉現時点で不十分であiため、浚

塙鯰cc^de几sed fraef，'on) とし
疇し℃あかがス成力の守（こ（1) ト
‘)砂ムで棉戯囚た迂（比）-r ,x
タン (CH少，み＇ょがエタン、エナレ
ン・ア乞今レンr比‘‘の c~―乗化永和<‘
釦れて V‘ る。 Liよ°の Tarte t A は
畑ぷ臼i T吋嗜et'Bは A を回躙こ ‘”•C で＇？り汗孔真空．で加愈したもf/)、
巧et C ｛ょ Cemc/PI)Rサ試慕、 Taヮe t P は辺知、ナガ工業が1凌傑さが噂斜
である。表こ示さ四たり I::., いず‘いの L;209 ーゲヽッl-についてもか刃心漆条ィ年にお
¥ I て ,1, 虹成した日砂ムり火ぷ玲が‘i砂゜C“”ヮ熟＃玲より放ない，凝鯰
がして涵菜されらこじ心‘ジ］咽し知らし03 $.‘“心"L; PH につ Itても疇ぺ蝶喝 5
れfeo

こ幻吟衣け缶逆”©的で‘：疑露成~'ct..て＋えらいうい1 1'ウムrt,忠冷を湿項4{l
恥して芥‘めたヒ ... ‘ろ、図のような結果ぶ痔られた。レj“O からの日今ウム戎文出は，
37 が¢心也で急荻遵n0 しマいか Lら°中に生成する卜 1) 今ウムが、 L;9T が杓で‘
クーゲット中 l』庇して、｝）と 4反是する~.クpf.¼1: J..') え L”'T-→ L i.2. 0 十下0
パ毯が起り“下P しして放出さが 3 ことかブタえられが Li9H 4脱オ勺及た心熟史秤
l心紐忍知グがび起らンとがわり‘って、ヽらが，そ逗這よ’)/ヽヽ礫紐‘‘
と：み℃LI丑）からわリやムが放出されて1.‘かしかしr↓がら、照床したし；り H 11'ら
叶 1)今ウム放いが99°Cィ屯む..怠激汽nれし 1 かつ＊願戒和して根渫：いていらの
で＼凝緬祝呼"')-、！砂ムの主たら 4t.領として ~o を在走する 2 ℃、1可能て‘みろう。

高叶切丘はあるが、
（屯）T 咋の走化水、 ` 
匹C ，：：より見がれた c
これ心訟年I胡込して
いた炭素の豹専f;よいいの
頃糾在していみ。
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1M18 原が的丸反跳喝子によリ如ヒ水泰炉く知総され托i3N が噂鵡

は表・達淑脊，原ぷ，理f) 疇心窪健〉も水約囃‘辰男＊
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釦速怠か疇応、須睫 I這→繹匹四 7 ク 7 ジョンに曾ゎ｀多数パ試科 Iジクパ

鐸濯涙を撃以貧な 4 1.、その綽知崎豆：：とによ..,て 1噂程畔疇めセ。

従＂て｀瞑 Iつお 1 f J.,,j蛉賢湘追蚤の1“
およが刹祀中り嶽釦星鱈丘 I墳1<-ti
知炉fく｛函／参~)。

今日（と主にお輝疇稼パむ紅レ
が細わよ呑‘嘉釦細釘t 1i鰈した。 102 

紅虹疇ぺむ：：： 1J:、試和約鵡
相這紅 lくがz すt li He k音生ガ‘えた。(l)
虹俊，釦うして 4‘§ 紅疇レ慕釦屯甘
蜘 1 必 1バ麟を計裟困“”内に含
雌レ 1肴叢レfく。 ：：tf}桑裏の肴哀叙桑恒

: 
襦戸汽“d) f-11 紅ピー？を応1.ff 8 

な‘，，た。 紅疇 Iょ麟lTIり非常に小そ
心‘ヽ針裟効条稀‘正碕なうヒ裟％位にな

クた。 炭如t素石‘の矢（か1)知疇ヽ 10 

a.nton 
! (CN —+N03) 

cation 
(NHわ

10 20 30 勾
time cmin.> I<l" る可“うおよ戸哀心s らの殺児 ゜

ぶ賽葬1達種屯 CM J NO3―および‘慮
図 3 辛或期追翁遠

Jd反定レ 1 キィリア屯加乏化落分喜紅した。
畔後試科屯ヶ液¢ート I＜移し，キャリアを 表／ ベン必‘ン咋I”” い噂虹
仰えた 1叶も炉振汎鯰牲肴禍相バ毒
畔 I咳釦t-:::. 遂叫 liたf.l. l 副行な糸．
虹した籾品 1むり知冷却レて気iヒ碕 vI

t‘‘ 水釦‘§ CNーば A7CN 祝豪物l:.レ 1 ク
四1'シ;:ア水 (/:I) を加え濱釦，
鯰繹、て渕象 L た。 NIIぷば喩1 ず｀／如後
樹輯逼程屯／狂属 I釘裔4 り這樹賭
遥翡へ‘cNーを除吋召のな、それと麟

i淳米‘態．

氣体戒分｀

有根応；冷

CN— 

NO3 

N伶+ 

文膝飯科（。ん）
-~ •- ’ 

S巧JI、.“2t 土 2、` 3 U 

32 ？士土32 
2 /7, 、 z 、 9
0、 6 士 2 、4

ざ，
I 6、 5 :t 2 、 6

し K 慮、柑終訂麦，：：いの操作瑾1 ),f I 
叩直え本で｀に 7~Ij-介を、洲‘孝としfく。 （沿遺 1j:椎窪

酒祖‘科（％）
1 、コぷ.,_ ,-.-.,) 

rチ訳。土 4、 1
32、¢『t o、 6
2,/ 
J、 7土 o.6
名 3
3.7:t o、6

-3 二のようにして得fくベン也｀ン 1-:: ク vヽての締莱を表/ Iて示す。 IJN の文抑分が昧水
沌和熾畔積である． 1旺如障湖·1'‘l i ：：の知恥｀更臼t． 水葬繹,z.• Iぷ凶―と
砂¢＋が‘召想、通リタいが‘•西 Ii非嘉ド少ない。 N0討粂が‘象素屯殆んと’‘含まないの1."、iヒ
訂猿印麟 1-::. よるもりで‘はな｀ダ‘ろう＃‘· 知訊‘ダば蒸気を含 6心知Lないの 1溝
采 lり直1.`‘ないが＇、冬，視し得る喝で＇（ぶな＂゜ ／えC. (d.況）／沈反応、による Kosんiらの結果1.‘‘
しょ註ぉよが 1fil斧べ‘ンん｀ンそ‘‘IICN ヵ‘.~9o 念おJで‘'C、 11,r- Cがぶ～Ill 累て＇‘わリ， We[c〖夕 I<
ょ如ぶ和杯ベン1..‘'がI/3岐桑 Iま／、四 0、7J{に通ぎ‘な‘い。 尚未確認の奇撤和噂種 I亥
vヽて 1むラジオがスクマイト 7‘‘ラフによる分析な行了うべく現在進行'<f 1.’‘ある．
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1M19 忙畔tしたアセナルアビトナト鍋紅肩叡限沖にお113雌
一幻融成猜偉芦の比較

（東大豆） 0曲保夫 易釆健

皇
＂5 ／よ、さき（沖柱手盟怠［た1/ヽ lり(l11)ヤク 11ム⑨の卜 1) スアセケルアセトが鈴

幻ベン仕｀遭郎、不保ffUt.虚扁ァtz.ケルアセトナト錯件を益加するこ反祖血挙伽癒
炉｛こおける炉ーマルな幻謬麟され、 60CoC四）3~ 知年）沙収率（リテンク立）爪‘
増大すうことを記かにした。1），え）こd)よう左和紅檄様を明5 カ‘lこするだめに、＆位c).1..
→ Co（紐）3(こおl9年効果など‘違吠釦釦ば｀~)さ5（液紐以外 lこ，光
鰈lこよって釘司楳な化厚像奴生阪けわことに着目し肩燒褐釈 l：おけ 5 これ 5靡
の旦鯰芦畔｛項れだ。本梃で（よ、トリ幻アセ今/1,アセトナト 1/\‘‘ ルト（叫鎖春の
ベ｀ンセツ輝a寡l他々渥届アセチルアセトナト麒⑰紅疇果を研梃 L 、祝生
祖研tした錯韓炉での直麟傭の反応（こ灯する爺加創課ひ比蜘1珀っ鴎果
窪告fる、勧ttて府統痴躾柘液紐）のアセチルアセトナト錯体北麻fL た原の反応

る。

せ｀ン疱琥を石羨僕倍器中で｀、超高圧ん鋲灯（
取した必i~し：金属ァ好ル

で約（O灼喩加しサ環壌(30°e，訊）で1位々
蘭胆邑、叩び癌厄酸ナトリウAカリウA-3 席fDTA 水癒放を用いて厖裸寧芝

属、べ｀ンゼン枡0 可胤鈴尻収ぃ·7 ト
厄霞L 、 C(J（血）3 ＂““量を
りた。（叩が
侶）三 l0和尽蛇）3 べ‘ンゼ‘
滴戒を上配虚銀rt‘む照窟したの 5
応／0倍に着釈 L 、吸収穴＼゜「り厄閃
定した。さ 5 （こアセトニトリ lレ，丁トフ
ヒドロ 7 ラン幾被につし）てt同様サ澤
を行った。 また Fe包紅ぷベンゼ‘ン裔狼芝
soｷc l滋バー咆爵尻璽 L たの 5甜様（こ
吸収スヘ゜ 7 トルを剰定した。
竺
II) ~（皿C)3ベンゼン褐疱系 I(J2M 

Co 年）3 べ｀ンゼ｀ン痘旅を俎酌病すうと｀
競祁屈解してし）恥幻が‘ヽ呪稽唄玖

Q知

1
安
U

劾a
 3 

放遵呼問（如）
回1．化懇析した Co佃唸虚・ン淘村の
砕叫紐｀尿｛滋Itる添加物桁果 {30't)

笠加二。：二芯｛：？゜l

9
-

に L pすお· •こ弁左がた/tし
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ヘ°クト lげ鱈（しよフ研迂れる。囮 l ｛湛夕よう（こ、紅、呼布L た Coca四べ｀ンビ万訊
に鑓ァtz.今｝レア匹丑紐滋釦 3ot lI,'応たの3 殴仰におけ 3 吸光虔碩！
灼玖恥璽嘩！立もに吸光度 1ま滑釦，If..月解生成釦‘5Coc血C)3机｀和該‘する
認がわかる。このような Coc巫）30錢l消する甜加脩効果は｀札 M‘I 五，炉吐
”tz.トナト蜘紅咽（こ大きくな鐸｀、 口れ lむ祐を戻定釦Jk さし）金属アセケ lレアセI
ナ濱准｛£灯o （虹a.c.h (i)鯰｀反応｛こ埓与す 5 ことを示してし）5。同様0札許lよ、夕℃で放
羅 l だ潔の影約度の姓時鱈（叶恥‘れ玖｀、 3O゜C 嘱合（こ比べ‘ど｀の釦属ア□ lレアセ1-
丑郎紐加した瘍合も吸如虔0蜘がよ）すみが［こな繍付（こある。一月，既に報
告 L たよう／こ紐這佑 l た釦紅o （紅叫C)3 を知直Iも含むべ‘ンゼ屈麟 L 、‘ね l) テンク
ョンの社時夷化をし 5 心と、こ 0 場合（こを日（と着［ ＜鰍した曲線鵡5れ紅物
雌屎をAtMｷ, _l這的四・ルアE 卜戸扉<f) l艘lcいきくなる。尤照が中 l性手燻
絆こつし）て、屈切釦核化鱚線のアラトー他の琳浦I物｛江ぅ雇枷0 大きささ比較す紅
、園えのよう（こかて、茶疇蘇l埠両者でよく一致する。酸表年）的釦Co（(<CC..: ）3
ヘ＂ンゼ｀ン麟む白醗r した虎［こば、まf
Co(血cJ“””て“”13ガ5?)
“射俊硫炉T｀が穆叙麟、

Co（皿C）ぁ十 M（巫）仇今
Co（四cb t MC紐）仇 (mれ）

d)ような鱈手紗飢lこよるこ邸厄。
Coc寧）3 のキl佳手照舟l：：ょ沢o 反鯰
“り輝行｀偉応をこれと此‘ヽ同様
”るごtが複定さIt.る。

l :: よ血0
令 I /f枷吟
~ Q0/0 

ぎ し長和

冷（心Cと

五知如

Ni(«匹と漏0

は）丘 Io祈印知）3 り ゜心ふ砂）3ふ，卜、勾~{f;)
幻紐紅麟［た毛の，およが｀沢
（滋って“たもの（輝敲）（こつ l） 印．紅照船玲＇帷預如C心し）3
召紐繹研 7トルを加立 苫靡：：：I：こ霊は
“陽L たもd')のK ヤクトル／よ、厄（如叫 ぐ氣釦鳴靭7外ー値遠卓｛こf3)
ペ＇ンビン麟パ々『トルと肛lげft‘
でお的に対し、尤囀れた豆9ょ農かた物がのスペグトルf手えふ忙熙痢｛消たう
鯰｛叩這釦肋釆を旅釘すうため｀へ｀、な｀ン競税0ほかアセI-ニトリ lレ競液、テ}-
7 tドロ 7ラy麟｛こ7 りてそ杞隠府したのぢ吸収ス'\°グトルで癒定したtころ｀ 4外が
（就諏）における吸佗度の感少l~ Iょ， 3位の復紺』｛涛急り差 lよ認松｀れな力、った．

l) T T釦ザ） Y 駆： 以·必．ふ．恥M, 坐， 3え／3 (｛叩）
え） Y. II,J{., T T如叩： 肱•()ぷ0年“’ 益， 700(m4)
3) T T～叫Y.□ E．船濾山： 船心．脳巫． L必勾且，／s （lf74)
4) MF、あ呟a, H.wげ： I初f、ゆ凡，1., /F-63 (fq 6C/} 
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1M20 反跳原子を照射し K固体表面の落液に対する反応

（乗大枷性研） 0 吉田邦夫永井尚生宮島恭子本田雅儘

SSTD( 固体栴眺検生器）は．核分裂性核穂の濃度、介布を 1a じめとして．年 4ぺ測定、
宇宙料孝への庶用 rJどタタ面的に利用 2 れて I l る。本研究で IJ、検血器井料として．特I芍ポ
1) 月ーポ｀ネート·フィルムある\\ Iぉ容融石英板を用ぃ r~ 基礎・応用実験を行tふってきた．
実験上の問顆 入討粒子としてほ·これ母で•U -23 5 の印性子核介裂片， Cf -2> 

2 の自癸核分裂片あゐ日は他の反甑原子核を対象としてきた。そのため．消iるエネルキ‘‘
ーは通掌 1 MeV/核子以下であり．精度の高 o 示ークを得る l<la 考慮．しは 1了ればtJら rぷ I
点釘が I. 1) 微量ウランの濃蔑、介布剤I定のためのトラック計数で·1J. SST D の I\、ッ 7
グラウンドり凋睡とはる。択 1) カーボネートで I J,..._ o.5 • I0-9gU /g相当．溶跛石英板（
日本石英硝子， ES - 113) では～ 0. 2 • I0--9glJ／も相当のバッ 7 グラウ＞ド計数を得て l l 

る． 2）入射粒子のエネルギ‘ー吠 70MeV の時点） JJ -ホ‘ネートで 1す．恨蒻の長て 1a約 12
µm と m．入射粒るの弁別を 2 ％以閃の誤差で押狂 v、 I J トラッフ長を土 0. 2)AKI うで
唄II定する 1炉辱p;‘ある。とこう K. /-ラック長を弱微鏡で表面 II‘ ら勅1定すると．熙点飛度(T.)
llJ r』との原因がら、写真撮影を用 II ても．精段は高々 1 0.5µm程度にす子‘ば 1\ 。そ：で、．
①水平燕射法ある 19 11 ．②ミ 7 ロトーム薄片宏を考案し． I-ラック長を桶 v‘ ら検錢レ写
釦撮影 l ：：：ょ I）芽］定椙度を高め k. 猜襄は士 o. zµwiであっ灰．母 k これらのオ式を用 u て．
トラッ 7 の形状を絹宏に銀剃して知）．舶[.. ll 知貝p許‘得られゐものと思われる。
丁wo Staqe Etchinq トラッ 7 法によ＇）核種の弁別をす~ t-::.め lくは一宦時岡 I ッ今
＞ゲした時のI-ラッ 7 長と．終、点、（粒るの 1専留点）まで• I ヽソ十ンク‘‘し K時のトラックの全
長とを求めることャ；屈要である。当紅検錢．剤定を 2 回くり返之 rJ IThla••ばらば，ぶ＇．
二れを 1 回 1＜すること武で芝れば、 ミ 7 ロトーム薄片ぅ去の廊用ゥ汀可能とは I) • 高ぃ精襄仄．
得られる。 まホー段階 IJ．比較的環、＼ぅ吝液で•印翻 I ヽy今ンゲ｀し．太ぃトラッ 7 を作る（
:. l M NaOH/ c凸OH : 10~ 15m i n ）。矛二段 Id ．ゆっ< 1) と長時固エッ 4 ング L.
`‘点に至る細晨 n トラッ 7 を 1乍る (e~. 4M No.OH I 20 wlw ofo C2出OH; 2 へ 4hl", l M 

No.OH/ 20w/wーlo C西OH; 20~30 hr.) 。-―のよう I~ して得ら小 k述ロート型のトラック
（写貞参照） l ;;I. 2 フの＇惰報を保屁して U る．術·狐に珀フたエッキンウ‘•速度 VT と 終点
呑での残余術·程 R である．これによって猜度よく粒 5 を弁別すること v:・でさる。この方法

は水平照射法による試料へも適用可能である。 SOURCE 

可

口 亡二四聞約ク
TARGET SOURCE TARGET 

1. HORIZONTAL IRRADIATION 2. MICROTOME CUTTING 

よしtく（ Iてお は松＼＼ひさら汁やじ‘母き d うこ ほん Kぽでたけ
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ミ 7 ロトーム薄片法による予備実険
ミ 7 ロトーム薄片法を用 u て梱程の介和をtracks
瞑叫Cf- 252線振（ I OO cp111) の自癸核 40
介殿片をポI) 7J―尤｀ネートに照射した。応 1)
刀一ホ‘ネート (Makroや1 KG 60ｵm,B(lyer) 

疇留の 5µm のフィルムで加‘ーした。線 30
源ャ‘ら 20 lt\111 離れ K 照肘面ャJ•直径 [0mm I:'.. tJ 

るように Lk 了ルミ製照粒容器を爾I. 照肘 20
IJ.貞空申で'Z4 時岡行r』 7 K ．試料 I J.
4M No.OH/ 20w/w% C2屯OH で宦温 240
幻ヽ、I 千＞グ L に水．ア IL] ールで‘よくうえ 10
浄 L た後薄片を作る．試料は旧約 1. 5 叩n
とし．ゼヲ今｀／1J 7・セル印．アク 1) ル樹脂で·

Cf-252 ; 24hr irrad. 
4M NaOH/20% EtOH 4hr 

absorber 5ｵm 

17 18 19 20 21 22 23 24 

range(ｵm) 

埋込ん氏ミ 7 ロトーム (LeitJれ袈）に．ダ‘
イヤモンド刀ッターを装着し、 5 ~10µバ｀つ
送り魂片を作っレ｀。実4平顕微鏡下で．アルコ
ール恥‘ら試料をとり出し．検錢:il'I 史 L /i-... . 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8', mg/~m~ 

(total PC) 
薄片ぅ＆の喝合、閃眼でも韻復 13 t o.5µm であ
っ K 。薄片法を用いると．表面ャ;•I.ッキ＞ク••2 れ仄曇ャ；•同時に鬼1 走で｀芝る利、屯、ヤ；•あるゎ;..
検討すべき町胎もある．切揺： Jって生すみ痺切り方向と垂直tJオ佃への恒縮と帝型、試
料を取り出すアルコール．水印での伸展と変型をどう評伺する V` la ．今後の向賄である。

1三己l10µm
MICROTOME CUTTING 

Cf-252 24hr irrad. 
1. 1M NaOH/EtOH; 10min. 
2. 4M NaOH/20% EtOH; 240min. 

l ＼くっかの旧願 SSTDIJ.手軽でしp、 b 捐痩ャ:`\I し 1 というごとで頻用 2 れて I I る
吠同時1-::.椎クタ rJ易り署を ½1丁ゃすりという向展仄｀あ{;I.検出器材料 1-::. 齢因する核］韻、渇蔑、
紫クト線、放射線、酸素 rJどの外的要匡は経目的に向息と 2 れているぶ． これらの影響を．
ドラッ 7 生が根·根iとp‘らめて虎明し．再援l性を更に高める ly•蓉ぶあるものと考えみ．
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1M21 mono およU:. di C2-et hyQhe~>Q_) phosphoric a. c i d の
『線あるいは原手炉照鮒にさる生成物の検討

（原研） 0館釦勝ー天野偲

1 蒼者らは，大量の校分裂生成吻を含む晶レベ’/I)校燃糾再処理廃液がらの有 1羽な Rl
の抽点今雛も液休イオン知創本である Di (2ー巫yMexy£) pんosph.orlc a.ci'd (以下 DEHP 
A と暗す）により，主と L て 9oSr、希土顆校種に対 L て検討し，さらに， 2 れう n抜柱わ

らの放射線による抽血削叫員傷ヵゞ抽点糸件に与える影響等についても検討してきた。本設
7..’'は， DEHPA あるいは/vl EH PA を『線で照射 L た時の分解生成物の中のリン酸化合
吻に着目し，照射 L に試料·の赤外吸収ス＼°クト 1レ／巨 SR スヘ°クト 1レ等を測定して＇そ 0
今解過程を検討した。 3 在， DEHPA またはJv1 EHPA を原手炉照紺 l た時に，分手ヤ
(/) p原和＼‘31 p (11.'0) 32 p反応によって励起されてとる拳動についても，放対線分解と
の 1関連7..9，検討した。

2 DEHPA およな｀ MEH PAla , ゼ中ゼれ． Pa.rt r,·哨e ノ Perpar4 ら拭‘危表した方浪
t’'狙青製 L, DEHPA で 1;;t't 1 ％以J:., tv1 EH PA 7..’'は 90 ~以上の純度のものを用いた
。Q緑照射は原研・東海研究所のコJ< IU 卜照射室 60Co線源（約 30,000 Ci)を用い，開
放状態mu．射 Ia，試糾を試験管に入れ、コ II.Iク栓を L てか 5 l::.‘｀ニー I凶紀：：入れて行い，客
封状態．の照．射 Iな，試糾を石英ァ '"/1叩に入れ，t介税気 L てからアンフ心を封l:'ノこ虹
ア Iu 這7.."包んでから試瞭管に入れコ lレク栓石 L て行っ(=..低湿照射l o!', J:._と同じ方法じ
石吏アンフ. 1レにます入しに試糾を液体室素を満したデュワー沿月に入ヤて，半日毎に液倅文麦
豆藁・補給L な b＼ら行っf：：：。原引炉、四拉．石英アンJ心に減瓦封入 L f::試料もJ P え—
3 の気送鷺あるい＼ctJ RR-4の Tl\° イフ文" 5 ~60 分l旬行った。有機リン酸およひ｀そか分
解生成吻 z" あるリン酸化合物の介析Jj:. 1 N N出 OH
: n- ブタ l-1レ：ジオキサン＝ 1: 1: 1溶液を展閉省l比 15 

する'\• -I＼゜ークロマl-グラフr て行 7 た。 r線照紺

L f-試料 1：：ついては展）荊した3}'紙E 原手炉て＇さら 1 ：：

/ 

0/HPA  

照射し，生成した 32pの¢放的能もfrM 計散管這'] p 

定する方法をとった。 『゜
3. -般にア lレカン麦員の放的線令解生成吻には， は

Q』

H2, CH4 ，イ世のア 1レカン＇ アルケン等妍戻ll られて (!) 

ョ

いる怜， DEHPA あるい I~ /vi EH PA の場合も-z. ~ 5 

の炭素鍍に起因する）司様の星成吻妍＇報告ざれている．
本戻瞭においてもが｀スクロマトグラブィーによJてセ
れらのいくつかを確認し，その他にも 2-e杜j必exano[

゜のようなア）1)コー）リ瓜認わら肘た。一方， DEHP -o 1.0 2.0 3.0 

A 屯『線て＂照射すると， リン酸甚と蔑素鎖を結ぶ工、 8 Absorbed dose(x ・ lOurad)

ステル締合ヵゞ切れて， ME H PA ，登炭リン酸（塩） Fig.1 DEHPA の放射線分解生成物

たちもりしょういら•あ忌のひろし
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が生じること h\ヽ ｀へ°- l\° ークロマトグうフィーカ＼ら見出され， そヤ以外の有機リン化合吻（べ｀

ンゼンに溶 1ナ，馘・ア 1レカリに不浩）も言忍めらヤf::.．臼 1 I追射緑量とそれらり生成長
の）詞1桑 E 示 L f:.。 D 'E HPA からのセれを市の生成G値 lず/v\ EH PA (2.11) 、登樹Jン
酸（塩） （0 、 11 ）、その他 (0.26 ），と怠った。 HEHPA では I線韮射によって虹幾リン酸（
塩）の衿が同疋ざれ、その生成匂直 1, q 1 とねつた。以J:.. Q)結果がら， 60Co Y線による D E 

H PA ~ P.¥.．射で 1な， P E H PA の 2 本のエステ lV結合炊同時に切れる帽率 IJ斗卸常に 1l＼ざく，
D E H P A 斜勧起介解してv! EHPA になると、それ拭t~守定化しに悛7..‘次りJn--解が起
ると考えてよい． DEHPA あるいは MEHPA fe o 線経視打るヒ，紫外領成（200,_., 300 
厄） ｝噂．射線壷とともに増炉賢吸紅現わ叩た。その吸収極犬1])位置 1ま、駕温照的と
液体駕素温度での殷射の場合とでは夏なった。f;. SR スヘ＇クト lレ測定 c lす， H ｢ H 

-C-C-C-
うジカ lレの庄欧‘ヵ＼認めら'h, PEH f' A 屯荊放状態で匪射し F 時には， H • H 

添外吸収ス'\°ク~ IV の 17]5 cmー 1 に加レポニ 1レ基にもとず｀くと思、われる吸収妍現われ卜。
以上俎緒果lゴ， D E H PA の放射線令負年におけるうジカ 1レ庄成→エステ）レ緒合切断といフ
た).)]セスを示唆すると同時にJ糸内 l吋象呑酸素妍ある場合にはうジカJl)と反応して自動
酸化反応へと進む可能性tも示 L ている。

P E H P A を原弓炉内7..`'照射ずると，各種の放射線による介解訥照射時向とともに進行
叫 する。一方．（叫If)反応t｀生じ'T: 92P は約 500 eV の

暉エネ 1レギーを得•る。印． 21::: I太そのよう 1:: L tと
詮した 32p訳守定似し F 時の化母形令布を堕射時間
との関連疇した。横軸の 0~の所に lcl:屯y-1ce.温泉t‘
拐滋l照射し F 8寺の結果を記した。照射した試糾も
0.5 M硝酸と振った時に；紅ねるい 1す力叶冷解すみ成
今11, 低温m.tでは約 50 %も府杖ずる硲，室温照財
t｀は激凍‘し在。次亜リン酸（塩．）も同様り頌伺を示窃研

，そ n 酸化によっ乙も生じる支Jン酸（塩） 1お述の媛旬

を示 L r-:.。そ叩曲の有機リン1し合物は．阜に賤射線量
の如：： 1衣呑 L z.増たしている． DEHPA 屯ベンゼ· ✓
~~I攻'll- ]\°うフィンに；慈緋 L t懇俯を行 7 た場合に lJ,

砕駿1ご淋 Iする氏介： 12~20 灼次亜リン鹸（i品）： 20 1/D,

屯 04世の肩機リン化合吻： 60"-'80 r,,氾度 1いい｀わられた
。以J::. fJ傾卸す、 M f: HPA の場合も同様であつに。

うジカ Iレ拮足新］として I2 と添加しF- D l:: HPA 屯照肘
すると， 先の他 n 有機収合物のみ拭 I2 の量 1：：登）打係

に一定収率を示し，他 1が全て I2 り添加量ととも I= 増加
30 60 した。以上、り恙者泉から、 うジカ 1レとの反岱拭 32 p I!)拳

Irradiation time(min) 童力に大きく影響 L ている 2 と力＂吋‘った。
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2M01 鉄ば，iii)ーリ戎麺系11) ;t亥分裂片飛躇、と｝ス／いウ 7 ースペ？ t 
）し

（九犬理） 高島良正 0西囮唸明

邸紅1 の放肘．楳棧｛易 l ：関すみ屁尻で (1 その対象しして今属マ、今合か恥ヽらわて \,‘r、か‘,
迎真印麟I島卿訳匂邸輝ri'i（｀、関 1 パ拉も町さ卜ていみ．紅i見で (1 57石e パス
Iヽ・ウ？ー効累 1:、ょ I),') ン酸ガラス囮 lー、王成さ卜［ど”u (/)該導核／分裂片凧絣n•· tJ'う入 1"
“}l一｀及 lるす拐堺とフンヒ゜ュー］ー餅加：ょ I) 追釆 L 1c 。
輝 ll 守版のメタリン酸ガリウム (k P 03) と霞心遠 (F砂）， YT：疇i,:::第一欽

l Fe. o) t, -P'<- Fe の原｝火 5: / 1• 濃合後日合みつ（すlこt電幻炉 I勾でえ店間9屯訊t
\‘) 2杖疇腿の間 1 急打々シt l 一｀ J.'）ガう人以心、と行fj, 1-....) ダりン酸カリウム
直笈化知知喝令(1加熟麟 11 / LO  O ℃, }.ダリン綬カリウムt叡叫応給1-a.
I I O O t t加さ虹行fi, 1こ。 11ー、りぅンと合t n‘ う入“令成（J市版心栢砂ぅ :::.I レ(u..
。え（西）ュ・ l H, o) の水翠液少量し混合しfi謙（ミJiPら 10 分稚度電烈芸..t..て・予烈して
水凶、忍発させ［代 1：電気炉 l平成虹炉i，ド。ウう名島ll I O, (0  O I l O O o., 
(0  0 0 0 f J) Yll て，？位 1’i子恩り1111 立滋欠学原｝炉'(¢：：タ．夕 x / 0” れ／s以·切tュ）t）
3 o 分ぉJひ:· h 持閏行『~ fこ。
合成さ小［こ元03~ l<-P 0泣｀ブ又 I げ‘，色透計11·, ウぅン濃粛 I o o o o"汎のがうス(J
緑色も帝 v‘□‘ っ色しりi 1. メJ. J、••ウ？ースペ 7 r lしから 11 ／か慰 l [゜．J.,いto - 7 か得シ
れ）ニトロ 7゜ 1レシトテトリウム 1: 対して？'l')-;;ーシフト 0、 b 1~o. 7 0 加心忍古疇 3
／汎峻 O. S" S-'11,,j>l, S.uー／ tじi i退か得られ［一、。ヒ゜ー 7 (/)ヤりや吸収の位置砂ぅ冷曾 l-- litん
虚閏條1ーあり，極パ烈似 L [:入べ？卜 Iレが得られ（く。
feo -K POば｀うス l1 同様 1;、か，鑓遠睛tわ I) うぅン濃度/ o o o o ppm./7J力｀｀う入 I' 緑
色と帯 V'‘ ていり。スペ 7 卜 1口餌祈のや果）上言との Fiャのヒ°ー／］以外 l: ? 4 ソマージフト(/)
蔚 I 、9- 0 ?M>1. S紅~I ;f応疇げ‘段え．え'-f?>WI, s氏’程度幻分裂しドヒ0 - 7 が得ら奸。
ず Tミ午、え～仔、 3 'Jw>,\.五＇付近1: t.0 - 7 が観利され（こがこの吸収し対とり·すヒ°-7 11 見
出すこtか｛．．きり＾力‘っ T―、。

叫、印躙祐杖]1 疇果と述ベク。 F砧）3- K P O3 Tlヽ、う入の場合11 し明間！叶「後t• Fむ+17)
ヒ° -7 のアイ＇） 1 -シっ卜が｀，ゥぅ→ば/ O o O O fP"' /l))易合 0 、もに五＇（貶紺前戸
o. 7 えー函＇ド 3 f国柚ふ伶裂の他 1 J Ò f f加,sぶ（照詞） • O、 3 ｝加心五＇という
変化と示し Iこ。ウぅシと念ずりーし｀ 1) シ酸がう久(1)さか平↑L1 照巳月⑰哨伶泊回社 3 Iか裂の l』が
恒h‘l 汎｀ヽy (O 、f夕如叫~I ➔ o. s-I 加 SU-I) L T-、 1闊 r· ? !I‘) 1 ーシフトの復（；
.. 1 J妾化1)‘•見られf寸ーがっ r; (O, 6 fつ切t四人ー＇）。 この I o o o o l'f"' のガ｀う入 l ` `お＼・ l / 1 

さら l: 7 ,,,') ？ー＝／っ卜 1 、 9 も加が Sク1 ，四杜i ／か裂 3 、仔え砂心しー／ し＼‘i i甚 e 特っ
岱のヒ゜ー）が祓ぅ削され［こ。この F？のヒ°- 7 l1 うぅンも含J r; l ヽ打‘•う入(1) lキ｀I'缶｝熙柑ll)臀 I~
も観測されみか，このと 3 (/) ? 4') マーシフト 1 、←ち四叫~l tぃi i息 1`、応｀みと 0 、
炉｝加知9l1訊K きくり｀ぅ 1 l‘ 々。 3 fこ回•旦 1か般l1)値もウぅンと令 3 fd̂ \、ガう人の他

f:、かし］」し 3 さ・（こしfミてつあき
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2 、 72 伽如ー／ / ｀、火べ·o 、 7 0 — s区＇麟 A ぎ＼、他と示し 1 いク．
i f'、 Fe..0- Kf 03 がうス（、口年前） （｀｀おいてか、え～グ、 3 '}11M1.五＇ 付近1虐詞、ヤ払

直如｀ヽ 1砕すみヒ°- 7 しこいt対とり―すヒ0 - 7 か｀え、｝松へ sぷ’付近虹寸観測さゎ，ゥぅ
ン詮ず U l‘ ガ｀うスの北合 71 、Jマーシフト 3 、牛／伽伍＇，四柏ふ分裂 I 、,? 3 加` しいう値か‘•得られ 1こ．ゥぅン況り |0 0 0 0?Pた(1)J易令 11 7 イ‘）マ—;:._,..フト 3 、 9 2 

… sぶ，回社ふ伶製え、え§加砂 しい） la と示し，ゥぅンとな＼1 打I.‘ン易令と只松す
みし 7 イ‘Jマーシ 7 卜のi也 h‘. o ｀幻加S'ぶ程凡，四位 3 ／パ製の他も D ｀午乙仇仇S以ー／
柱度欠ぎくり・って＼ヽク。

溢
竺
ぶ
d
↑

l

ーふ〇

Fe:i-03-kp03 
U=10000rr凡

懇直．す前

比03 -KP03 
U= ]OOODpp""' 
嫌問照肘伎

屈み0,、J`0 位．o ぐ、 0 -J.O -,z.o-/、 o 0/、0 ;.,..o ふ0 匹、0 ぷ 0
ート、‘9アぅ速度いぶ） →や7・う速度 (mnseC')

F“o -K P O泣｀•うスの照射結果 I} 次のよう l 、̀"` T; 。 I o o o o fP..,. (7)ウぅンとなし｀こ
のガ｀うスとし時間照射し 1づ易合(1 F；ャのヒ°- 7 l1 7 /1‘Jマー；；／フトの値が I 、＃〇仇訟ー／
（い曙）か; I 、日西心ご I度化し，回·} 3 分綾の他も 2 ｀ぇ＃仇叫ー！ （照卯前）
ャ‘5 L 、 bl-叫ーl （ミ＇食，1（しド。この）も合ウぅンと令 K で l` riいがうスの 7 4') マーシ
升日 1 、ロー絋＇（印年前）ヤ‘; I 、夕 0 加nS辺/: 1 ~ 1渾喝i／汎裂 I1 え、ぇぇ
加叫ー！ （四す前）か 5 え、f- o 松心 Sがー／ l: 釦（して＼ヽみがいすれもウ 7 ンと念‘人てし‘ク
渇合よりも変化の社庖が小さくり’っていみ。 Fl~ ヒ° -71 ←、関して (1 ，ウぅン令量 I o ooo 
四m のガう入の給？ィ、）マーシつ卜の他か‘O 、 7 3,.,,,が S以クー／ （照、ilす前）か; 0 、 7 え
四絋'l ー、，詞幻／；；製のi逗 l1 0 、仔 2 冗s五化、屹、年前）力‘~ 0 、 3 J) ?'I'が叫~I 1~ 弯化し
にウラシt令 1 1J \‘ガう入のジも令 1: I1 7 4') マージつ卜吋い 0 、 7 lf.研心紅―'(、密りす前）
か 50 、 7/ 叫 3以ー／（｀ヽ 1 回栓ふ分裂のi直 l1 0 、 ク 0..,,,,....辺（照りす前）力‘; 0 、 3 L -
妬'I;、含化 l てお'), L fこが‘ってウぅンヒなに 1こ｀がうスの方が 7 イソ 2 -~ つ卜の 1邑の
演ウ 11,] 、さ< r｛って＼‘み。

i f愚射前 1 ー、サ、 3 加心忍付近l`、観則さ k[; l::ー -7 tうすと打 1 tー -7 Pヽ1 ぇ． 3 如以-l
印匹観測さ八ウランセ令J Tい‘ガ｀う入のジい合(1 7 4‘Jマーニ／フト 3 、 3 ~加心以ー／ 9
畔｝ I汎綬 2 、/ 5'~叫:'でうラ□ I O O O O fPW.幻騎117 Ii、Jマーシフトの）直
が3 、ク2..四Sぷ＇，四極認潟!/1)'1U L̀  1 し一叫ー／しいう他か得られ， 7 4‘) マーシ
7 ト Ill 他かー＼菫ヤ‘I^、入さくり・っていク。 このJう I;、 Fe.O -k p OJがう入！‘`おい 1 11 ウぅンと
令1 Tiい P｀う l、しりうン況雇 l o o o o t r"" (J)廿う入17) 7 イ＇） ？一：／フトゃ四幻／汎裂c
他の差か上述の Ft.j)3 -k'P 03 11· う久 l i □(3 < Tiヵヽフ（こ•

-),.O ー／｀゜ 。
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2M02 麟麟窪疇狗叫諷濃すみ岡究皿
1ーと高の生成比

（広たエ） 0 甘味弘瘍，本哨義え
（京這、左炸）私謬類釣高 1日庚杯，玉叶忠完

（目的）
U ク35IJ)中 l浮拉輝製 1-:::'. よリ生じ‘た萩分裂生成物守の種々の原、出恥もっ元乗べ羞訂
なと，その元乗中の核親這抵騎巖てよって生じ‘rて訊匹ぶ親浪種刀‘切万壌菱心 1)
知たものがあん。そかかで1げずレも国一鴫酌1/7て‘’ぼば、＼麟釦謁物屯がい巧り
元素心いず‘小研函這団ずあり）冷かうの比営町調べ‘ち方法として／迅速ぅ怜這疇動
翠り線久I\° 7 I-日メト］ーと這用し／攣叩這叫輝項瓢べ‘ちミしと目的とし氏
箭知‘‘7‘‘ロムノ也レン叩虞形 I, ついて国‘忍合国（這廓磐麟籾和患相外ョゥ長k
ついて r わぷ G‘10i /l) 1 ズ、直讀離レ｝砂＼引冷和知ョウ系材這（ Iー／3伍，／3も
/3[ I3も汎，／36, /37) の宝成比と求め斥．
ぽ験方琺J
1 x(O-ZM 0) ?0 炉顆碩窟函炉ヲニ lレ沿啜冥這穴‘炉の圧見諭迄喀で‘l 分f疇船レf'\,．ぁ
らかじめ戸憶韻器栄誌見 v た東洋ぅ戸紙 No.50 ，へ照知r直:J \て 9Mi1試科 E着足 L た・茨祖
電負謬菜として 1向 IXIO-zM HClOｫ ~力I准ヽ）ータ汀お知‘‘tl-l=i,3 に訊程したものと（恥fく。

疇丘ぢ()()0 1f/ /0 算て‘‘20秒府球動レた。長和命私膊/J/1 ! /$1いて X緑フィルム（：：：ょ訊
ートラシ‘‘穴グラ 7 ィーで求見でいた I- I IOi 1 ズンのシ讀1J位罹に相当すゎ才緑，戸逗やか
に切断し斥．（ I図 1) 切出了し芹閃研とアク I/ Iレ秘濯叩見照射終1 篠砧砂か360
ば，＃紐の Ge(L;_) 精碑尋と（礼いて同呼 1,1綽這l定レた．債られた 1 繹1. 11,0 クト Iレ
の記認這魂レで 70 も（祠1,\ I 1 緑エネルギ‘ー｝光電t.゜ーク雨請心 0k/TAC ータ呼oH r‘'行な
っF;。

淳湧蛉鰈J
麟釦玲裂謬窃ヨり乗遣勅と訊べ‘知 1-a;,ョウ桑疇闊穂デル／戸疇厨碍

、? \‘ミとやく望すレい。それにt1 瑣電知棧如pH疇I I まと‘‘よい。そミて‘‘／宦知讀祠 1,
疇叩噂和すカイ牙‘/t患の所 1紅性について詞I\‘沢・巧疇O« r,.ル尻喰心．八1,, 9
雌闘此咽万0疇年よ昨紅噂， 13/Te ゃ I3II てヽ、生成すヵ '3(l と 1月ヽ， rく。分扇乳

として，沿却ャゞ四釦滋素碍 Cば位愁）と
鋼萩雙 (M-'I茫）直 I利汀s;:.虚心直

z:()00寸／30虚で｀ rfJ分周 I M-1/-型て｀（名 Z釦V
/IO叩て砂籾訊瑯四□ っ Tく。 1乳 Zlて ④ 
丸れり‘｀爪の装置て‘il) 1-I I射， I゜の成に対
す紅訪収年 2示す、直厚叩1 分鑓
鵡贔直明曖 l‘‘ ぁ紅‘, I― 4 オンの履が
fHに対して蹟斎鐸麿厄，糾が低く
rJ石に従って琶が少なくばな。一方 1

2-
Seo: _Se (IV) 

4 
Br — B1:o;, ~co~ Jsb (Vl. Mo 

---——• I/.--9 I t,' 
0遍嗣00|@ i O江＝
:''!  ~., 

, 
I IO 

3 原呉

国 1 、ネ競製生成躇が愈民未勘図

M-4型， 沙加Vル直t'7-!J秒．
I XIりfv1 Hd.011-{ fll=X.3) 

応↑みひちかっ・さそよしゅ 3 ．まっレたちくじ‘・代かだし‘ヽつや•たま I ただ‘＼すも
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M豆t`9（す戸｀‘のイスン穆むぼとんt‘'凰的なI変化 1すばくJ I°1 が 9 まとりt‘'「砕 L ておらず／入

音P Iーと IOiて｀｀み"'/,;. この M一げ翌t‘‘の＄鑓ぽか油爪vゞそ豆か I\ ll)て‘‘低pH領域ずの I ―→ 1°

”店‘Cl)退行があらかか応がった屯の切思いがみ，該鐸這窃朽‘遷卦命ヨウ素を魔
戻啄珈紅‘分釦這ヮ嬌汀ん。磁ノl.0秒l叩｀‘汁＃陀装置疇雄摩動の与足rり晶汀
這1:tlし T<, 1-1 オンの科慟几ず 'I 穴J I 、もの I す Or- 4 ;r、/ T｀あるか‘‘J毬寿命ヨウ桑の好
叩噸の I司足べ 1口要吋 1緑紅 7 卜 l レlm碍、9紺が少 rい• I的 4 ズンの Iゞンドが‘万 0;;. 1 か‘/
に直かいのて｀‘：：：弓訊のあそれがあみ。 ケ奇i;::, 1~-loG (%s) の巧70 たeVl3 1ー／3“灰位． 5 砧）

の Z71 keV と燈 rよるが‘／浮我見肛‘i}..別
て‘、さ知虎鯰乎、と国／'e.f I ミ岳す．
1-/3伍／年／37 て‘'lーイオyの方が｀腐ヽヽ
＆碍訂峨たが，』接私分製（ミ F フて古

煎すり急蒻平｀‘＼T t‘‘該晰佑ぎ吋ヽヽのて‘'目
下麻紅和‘あ万． レ1J‘し＇3／応万雌
ア‘ら茎じ‘5 /3/1 の実戦で lす巧｀か汰が
Iーより大 3 、ヽと、、汀芯乎詔畠て 1 ヽち．

100 

80 
ぷ

゜6
 

p
t
o
T
X
 

゜̂
r 

e
A
Tq
e
t
盈

20 

゜

ふo、O IO 
、 3

ヽ
ヽ
。ヽヽ

°‘‘ 、

`` ̀̀ ` 

+ M-4 type 

-0-CC14 type 

ー

IO 
• 3.  `’ `‘/ ・ノ＾t

/’ 
、ク
4 

ダ
I-... タ

0/ 
ノ／

ダた----tてー0-----、
必ノ が

. . 
(I) か味処：瑶和51)年睛息手が考令聡

々巧'I 詮 (l fクタ）．

2
 

4
 

6 8 
pH 

10 12 

I図乙｀ 1 —, IO3― ,I' の所依届 I戌
/<7. Te.Ot/-（国停）， 13/Te 令， 13,I

Table l Chemical Form of Iodine Produced by U(n,f) Reaction 

Nuclide Zp Half-life Gamma-Energy I03 (%) (%) I 
(keV) 

I-134rn 52.12 3.5 min 271 41.0 "'1.0 59.0 士1. 0

I-134 52.0 min 848, 1072 55. 8 土 2.,5 44.2 士 2.5

I-135 52.56 6.59 hr 1039, 1260 37.9 士 2.0 62.1 土 2.0

I-136rn 52. 98 46 s 197, 381 47.6 ｱ 1.5 52.4 士1. 5

I-136 83 s 1313 55.2 ｱ 2.0 44.8 士 2.0

I-137 53.39 24 s 1218 36.8"'3.5 63.2ｱ3.5 
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2M03 砕約1 ラニ -Iし希恥麟疇ぶ疇1召｀生じ々花疇尉
化靡礎，
虹詞面 H恥麟、魯今疇嗣 0森璃丈

疇1)(/) ように「齢知｀生戒杉麟麟1J-g T.e万疇謄認員が、疇柘
碍叩喝：：：．よ＇）的：：：緩化もり」這えら昂。照厨噸疇譴立して、①納
疇射像によるも紅、②飼罰 I：：よるものが名砂峠力＼‘‘·トレーサーな使用して7|<
疇鴫疇細い叩璃する更に詳細な知見を得祈回のf課滋認レた。

＜索釦．、課〉
①炉加孜射蝶．によケ放豹急効果

/23ゴ厄て‘'ラ ‘^’lレした記十~ /3i稔て｀ヲ o^． lしレセ丁もq]を識製し、硝薇寺急K菟和して照、
見炉内訊珈嚢知‘く厄門続運元疇度式を得虚屎厄‘囀讀ヵ＼‘此屑還
歪霜以遠知｀ざみ二と．花“疇触＇斐紅であれば藁l1＜謬蔓のみ 1：：疇lすク
こ汀‘瀦釦＇ぎた。麟紅だ鑓叩翫や1司噸魏1レて．炉枷鵡滋l：：：碁7，'＜花4ャの
麟厄億が約(}`5 辺‘が泌乞なお｀ 60厚婢Iてば、 1麟麺豪疇鯰礁
l]年で、 N属和欝；；1均 0 、3 乙なる二とが｀g1這らいてぷヅ葱翼醗珈齢揺
鐸•和臼濃恥応危とな麟紅ウ贋。

誠分梨片によ勺紋豹蝶効果
如鯰町£4ヤ、丁ど紅譴勺う二→鰭疇ぅ夜に加えて蜘網麟抒舷し
諺成すかラジ171し名による隠化、慮元和爵盾した。：：：： m喝合にもヤ印）庇呵麒：か‘小さ
\1螂嗜麟叩心麟認：：と疇瞑心た。正勺噸鯰‘斐碍合網
製1:::甚ずく奨如紅級賛；揖索（q2初から得た念叔侑畷牧より訳算）に対しで香紅図 1 'C

S
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-
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迄
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ー

8

祖
翠
笠
笞
＼
祇

l函
蓄
〉
、
．
晶
嘉
茎
妾

. 

Te 祠環度 9 x10-3(M ｛ー1）

lxl0-11 2x10ｷ11 lxlO-, 2xl0z. 

核介裂率 (M• 『• g e一＇） 万．叩ネり濃度 (M• 『)

平．酸碍/J)1妨覧賢釦王 釦、釦淳／該令製季対丁ど初喝度
にし口もた ふじ｀わらいちうう ＼）手にレtf)ぶっぐ｀か）やまひらた lう
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なリ｀誕縫ヵ液脅も屁峰I化が二とがわか百。冷：：：ゼ｀ （該知如底‘ぐ邸釈／
濯拘鯰）を花巧液ぉ農霞 1二対して7゜口、ソトしT汲知を図2 （念平：：：訓珈‘ら放
ゲ知甚ブ｀＜花遁疇食紐‘｀近似的に｀

呈些＝~b = (8 XI 05" + 2 X IO 7 応）恥U (M· 『·S廷＇）
dt dt 

麟‘め叫＼た。：： ＞て"N4 ，仏 Iすそ d＼そサ＼石豆 T-e紅炉農度、ね討頸詞向
必U,1如疇(M-~C1·~『)て•あか
嗣翻叫饂l二召占濁在して麟｀す這疇ラジ｀加しば、i約製恥 LE 丁ヵ‘"紅
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2M04 原子炉照射した二酸化ウランの硝酸溶液中における放射性ヨウ素の

挙動

（原研） 四方英治

1 U-2 3 5 の核分裂生成物から I-131 あるいはMo-99 のような有用な放射性同位体

を製造するさいに， I -131 を能率よく回収し，また放射線管理上危険度の高い放射性ヨ

ウ素を安全に取り扱うためには，核分裂生成物を含む系における放射性ョウ素の挙動を熟

知していなければならない。この研究では，中性子照射した二酸化ウランを濃硝酸に溶か

した溶液中における I -131 化学種の分布を 5 I ―十 IO;+6H十→ 3I2+H20 の反応と溶媒

抽出法により求めることを試みた。また二酸化ウランの溶解中に起る I-131 の飛散を菊

果的に防止し，あるいは二酸化ウランの溶解中または溶解後に I-1 3 1 を能率よく分離す

る方法を研究した。

2 2. 3~2.6 %に濃縮した U-235 を含む二酸化ウランペレットの破片 10~30mgを 1~3

X 1013 n cm—2 s ― 1 の熱中性子束で 6 時間ないし 1 7 時間照射した。これを濃硝酸 2 Ocm3 と

2 時間加熱還流して溶解し，この溶液中の I-131 化学種の分布を，過剰の IO：に対して

I―を加えて遊離した元素状ヨウ素を四塩化炭素に抽出し，次いで残る IO；に過剰の I ―

を加えて遊離したヨウ素を再び四塩化炭素に抽出する Cast l~man らの方法 (A.W. Castleｭ

man, Jr., I. N. Tang, H.R. Munkelwitz, J. inorg. nucl. Chem., 1968, 30, 5-13) に

準じて求めた。求める化学種の対象は!03, I 2, I — とし，これら化学種の分布に対する

二酸化ウラン溶解時の未照射二酸化ウランおよび IO召担体の添加の影響をしらべた。

二酸化ウランの硝酸溶液から I-131 を分離する試みとしては，まず二酸化ウランの硝

酸溶液に I―担体あるいは I―担体と当彙の IO 3 担体を加えてヨウ素を蒸留した。次

いで二酸化ウランの溶解中同時に放射性ヨウ素を分離することを試み，溶解時の I―，ある

いは IO討旦体，および未照射二酸化ウランの存在が溶解中の放射性ヨウ素の飛散に及ぼす

影響を求めた。

上の実験の結果から，二酸化ウランの硝酸溶解中に起る放射性ヨウ素の飛散は，二酸化

ウランが濃硝酸に溶けて発生する酸化窒素によることが確かめられたので，酸化窒素の発

生を抑える目的で過マンガン酸カリウムを加えて二酸化ウランを溶解することを試み，上

記実験と同様にこの場合も IO召担体の存在，および二酸化ウランと過マンガン酸カリウム

の量的関係と I-1 31 の飛散の関係を求めた。

放射能の測定はすべて Ge (L i)検出器をつけた多重波高分析器で行い， I-131 の量は

その 364keVのガンマー線ホトピークから求めた。また I-131 の分離に関する実験では，

照射により二酸化ウラン中に生成した I-1 31 のホトヒ゜ークと， I -131 の分離後に溶液

中に残った I-131 のホトピークの強度の割合から分離された I-1 3 1 の割合を求めた。

3 照射した二酸化ウランの硝酸溶液中における I-131 化学種の分布（％）を二酸化ウ

ランの溶解中に飛散する I-1 3 1 の割合（％）とともに次表に示す。硝酸溶液中に残る I

-131の化学形は，（4）を除いて IO：が比較的大きな割合を占る。 (1) ではここで対象とした以
外の同定されていない化学種の存在が目立つが，これは担体 IO；あるいは二酸化ウランの

しかたえいじ
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溶 解 の 条 件 I-131 の飛散 I 2 r IO] その他 添加により消失

(1) 照射 U02 +HN03 

゜
30 13 25 27 する。溶解時の

(2) +l03 0.004mmol 56 0.8 3. 7 7 7 15 二酸化ウランの

(3) +U02 6 g 24 13 8 71 8 添加は溶液中の

(4) +10-; +U02,(l) 98 16 71 13 

゜
I-131 の状態

(5) ” ⑩ 99 39 11 50 

゜
を非常に不安定

(6) ” ，冷却 2 時間 99 17 6 77 

゜
なものとし，（4)

(5) に見られるように同じ条件の実験でも I -131 の分布割合に大きな差を生ずる。この原

因には，次に述べるように溶解中の I-1 3 1 の飛散に酸化窒素の影響が大きいことから，

同様に酸化窒素の作用が関与していると考えられる。（1)- (5) の実験は溶解後 3 0 分の分布

を示すが， 2 時間後には (6) のように IO；の割合が増加している。

照射した二酸化ウラン約 20mgを硝酸に溶解する場合には，表の（1）のように溶解中の I

-131 の飛散は認められない。しかし溶解時に IO召担体あるいは二酸化ウランが存在する

と相当の部分が飛散し（2), (3), これら両者が存在すると殆んど全部の I-131 が飛散する

(4)~(6) 。気体として分離されやすいヨウ素の化学形は元素状ヨウ素であり， この場合も

IO：が酸化窒素により元素状ヨウ素に還元されると考えられる。担体としては I―も同様

な効果を示した。上の表の (3) の条件により照射二酸化ウランを溶解した溶液を水で倍に薄

めたのち O. 004mmol の IO；と 0.02m mol の I―を加えヨウ素を遊離させて蒸留分離するこ

とを試みたが，最高 90% の I -1 31 しか分離されなかった。残る I-1 3 1 は IO；である

ことが確かめられ，蒸留装置の構造も関係して，一部のヨウ素が蒸留中に酸化されると考

えられる。

二酸化ウラン溶解中の I-131 の飛散には共存する二酸化ウランの効果が大きいことか

ら，結局は二酸化ウランの溶解時に発生する酸化窒素の効果であると推論し，これを確認

する実験を行った。結果を次の表に示す。照射二酸化ウランを銅と同時に溶解すると (1),
二酸化ウランの共存よりも効果的で 9 7 ％の I-1 31 が分離された。銅ー硝酸により発生

する酸化窒素を照射二酸化ウランの溶解時に導入すると I-1 31 の飛散割合は低下する (2)

条 件 1-131 の飛散（3) 。溶解中の 1-131 の飛

(1) 照射 U02 20mg+Cu 2g+HN03 20 cm3 9 7 散を抑えるために溶解時に

(2)照射 U02 +HNOげ酸化窒素 2 1 過マンガン酸塩を添加した

(3) + IO a 0.0 04 m mol 7 5 (4)~(9) 。 3UO□ 2Mn04

(4) 照射 U02+IOs+KMn04 1.6g 1 +8H十→ 3UO『+2Mn02
(5) 照射 U02+U02 8g+KMn04 l.6 g 8 3 +4比 0 の反応に見合う以

(6) + 103 0.004 rn rnol 6 6 上の Mn04 を加えた場合に

(1),(6) KMn04 2. 3 g 97 I -1 3 1 をほぼ定量的に溶

(8), (6) KM  n O 4 4. 0 g 

゜
液中に保持することができ

(9), (5) KM  n O 4 4.0 g 

゜
た (4)(8) (9) 。
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2M05 海米tf lっか‘りう呼＆が釘羨柩合勃

（放匝1iす）呼舞茂樹）］、拘卓，佐伯稼道
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2M06 放射幻ン今毛ソの5名存状態とその反応（その 3)
（静這沸狂）。神屈記尚項幻）箇考者岡 l)、社江

ネ浴吉保、1‘浴算雄

〔工〕諺： これま-z_'l t該訊中で｀砥□3 価アンナ毛‘ノ（国（証））の自謬印紐
帝よ日滋冴怜t5価アンしい（如））の CG によ 5 渥か）年）印題を検討してさ
たが‘／力苔餃ミれ~-:ヽろ未魯芹咲の沿題を｀店。すな臼疇知鯰ヘ
（⑰芯疇）とチS翫）とい抽幽介肩往 (BPHA抽哉法， A叫砂te LA-/拮磁法）すgにさ

いして6) }Jr雑訪元·這反応が‘床 1乎(::.わてありf烏 5 の z‘‘ Jれ乞被討 L た，
(b) I喝げ） I1 {MHCし以戸‘‘Ciによバ裏鯰•いがJこれにつヽ＼て HCL 濃度およ岱

泳釦時）吋心薯叶しく検討した。
(c)'唸紅正） n 旨岱布鵠fl:'.it=-ついては知液溶兼告したが‘ノ嶺＇担倅唸b て‘‘あ 3
応Sb(111'.) oiそれにフ'-‘て 1なりめて／～3MHCl が‘釦戸試紅。

翠入上のことが‘ぅt夜討したり采ー ／ュぎb の振敢恭浪寸にお豆拳動につヽヽて弗f
硯見口得たバ‘'根告す 3 。

匡〕文駿：用ヽ、た喝 l1 p↑ 6 cesseA u'IItt(i)も伍‘‘, 1吐犯 1ま埠化物の1tCL 癬文
りもりである．唸b (llI.）は＇紐敵托‘迅哉煮、沸して銅襲し芦．唸叩）出む違印
により苛蘭した， l唸b （かと唸臼） K の分離 It.ン2 2茨によ）お注つた．
j)BrHA 法一JM~CL 落液か 5 苺(1ll）と／唸訳のとを 0、JMe F'I-JA (CH Cy洛液）で用し）灌

”雑すむお玄 CSbtlK.) I 研）推斧添加）．

砂A叫e粛聾l ぅ去―,2MH[L案浪かぅ唸b （正）と/,2~(寸）とさ／0笈A叫e卜麟 LA —l （狂疇
液）這 l1 直蛉維する方法 (Sb（証謬成）担釦添加）

埒 l::.)).)いが去につヽヽて分怖榜奄交挨JJ..危さざり'3 t:. JS，条 1f導ぽしたJ::.',t.埠
葬汲丘が唸b Cm.)布、バ‘,IュでbG) 心走担しラベ‘た．

Fig. l_, Effects of Shaking Time on 125sb(III) 

ほ〕廷羞：伍）介離誘洛輝疇遺綱果 ~,epara ti on ustng Sb(V) Carrier 
嘩(7J[.) (/0芍蹴吟合）這tiCl 疼液 l違（V） E(%) 言量言言□keptn68:H]:
かん／ざらと斗ひさ．）なせぶわく 1くム：：：．よしみかぃ 3 え。 かキゃふしや内 0 .:: rこにiさあ
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(B) 唸b （四）叶訊紺泉酸化
新しく器澤 LTり啜ば）乏冷IM HtL, 2昨CL, 3MHしし魂汲と L 無羞色ヒlI ン布広 b'輝色

ビ＇沖！：：たくわぇ這ぅ釦＂放置しf.l:奇 le1 湿遥ととが：：生1蛤｀す 3 唸ば〉の音豆心叫
恥1 抽点介離亥 lニナリオ之めた。 り、口， I M HCL 平か｀舟，落色ピ＇ンにた＜わえたと

び正）畔哀蓬度か＂最大で‘幻． l書·l lこ示すと索）で＇あろ。す炉わち与吸｀呑嗚礼）
が雌癖fa) Cこ比例すうことがわかつたo 他方 Fig.2 Effects of HCl Concn. on the Stability 

謁釦9 ン＇キぞ 1~3M囮と L て放薗 L たtの of 125sb(III}(in Non-Colored Bottle) 

は 1唸翫）りJ王以逗度が｀＇）、であったが，これ． 含 100

は 1用いた国（皿）の放印我凜度がイ衣かった：：：：：：：：：： 50
ためと労え；れた。口れらの紅泉かジ唸b位）亨；
の釦成され瑾‘オ轟Iな？ぃ尋によ 3 と芳えた。 2 

。

応b ば）一一→唸b げ） CI) と` ば） + 唸b(す)→零(V) .+ ｛ユ畑）（ュ） ~ 10 
す庭ちfi訊射紅兼化につ ?•<1司位佑交吸 ｧ 
より仄 5 l:.芳えた。 届
(C) 疇（V) の CLぅによ 3逗乙 言
食（ア）を条← IIMHCし和＇’領．着色ビ‘ン ゜
布‘よ砂＂秘彦凶ン乎 1二たくわえ，祖9 痢6)組是

ととも！功句砂 3 唸氾）の長さ!7PHA キ直久

知り求めた。 F衿 9 ..2 l覆虹｀＇冴 lこた＜

わえたとさの結泉戸示すかりが‘‘て1J)ア易念
舶註唸b砂浅）が認疇虹暉l戸
ことが‘わかった，唸閲）としての平定淮）す
6MHCぼ槌で知令定で｀ HCり辰愛ヵt火に床る
と cr l亨哀互が＇ぁ｀こ）易くなうことさ示 旦100
して1)v~ v4 あ 3 紅I狐iすると乎 1逗直縁 >..c50 

2 示すのは Cに｝と自芦れ線恥しとか冷鯰し 笠V)
召申嘩ヽ涼侭隣 3 と考えた，J,y、上＾名を ち 10
釆から唸直）の生枚‘囀ll知紐Iこ卜 3 <
碍えた° c丘 g 
疇（Vた一凸 l冨⑤ (l) ; 

I汐 SblT） + ［ユダ碍）→＇ユ筵）＋I2螂（ュ）

すなわ方 [li翌元につゞく同｛瑾鑓t::.よう
這えた。

〔四）直

知咋〗逗雌て｀9年疇1項疇戒『て｀‘次のよう度可止応によ!J, HCl澤及疇
四い算う釦｝漢逗復化 l 得gと祖請で＇ヽ互` (m) 芍苺コ向函） ; 賓（W) ナ舒紅）こl.l.泣(V) ナ喝（四）

2M 

3M 

• 

• 

• 

lM 

1 2 4
 

6
 

8 10 12 hour 

Time 

Fig.3_Effects:of HCl Concn. on the 

Stability of 125sb(V)(in Brown Bottle) 

6. lM 

8.2M 

9.5M 

10.6M 

2 4 6 10 20 hour 

Time 
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2M07 クロマト 7`‘ う 7ィー 1ミよ 3 瑶訂牟ホ°ロ;::.ウムのイオシポ奎の分窟位に

如 3 甚礎的検討
（静た理放射f乙研） 消弔英史· 宮碍｀隆・璃タタ5I ー／＼哀r

（諸言）
すぐ口::::- Iう1.-\危麟（ふり M HM み） rr pH 領域‘まで荷激したものとジテゾ｀ン一叩虚允

泉桑；輝で‘袖出す 3 と，ボ． a ;;,..ウ＾ l＂加K 分解等 lこよ 1) 1 T ン種魯に（；窓サ状‘狂産‘it,) & 

あ‘こし，p H 誰l整後の時 I~ 待遥とこも 1立虹幸 h`"他下ずる。またJうに長珀匂秘か 1、‘放固
L G う意液て｀‘9よトレーす一ュロイド（；史殿）が全萩‘これることを砕認して l) 3 。 今回 Itホ'0 = 
ウムが加水分解 l ていく様みを訓＾い 3 の 1こ逸当と思わんi i)炉ll°ークロマトク‘‘ぅ 7 ィー
ii) 0 祇厖氣埓l 知紅用いてポ• 13 ＝ウムのイオン斥が分窟含にフ＼ヽて基礎的な板討さ行な，だ。

（虎瞭） 木°a ;;::.ウム；麟 恥しにポo Iコ :::.Iう L、 (2 Io)屎液を和朕 l て房月緒 L t:.IU 

H hi D3. o」tJ H Al 03. 0.0 I Al H l,J03 ぅ窟波， お｀よび｀さうに 0、 I N Hu oぅ 7東液tz NH40H でp H
暉 lたpH2. l,pH3.3, pH4.6, pH5、~, pl-I C、 7 0)ポ° 93 ：：：ウム考釦ぅ恙夜内平恥諄
とlfl-カ水~ I ヶ月.J.｀に放習レて便用す~.

旦 使用 L た口稿 Ii o っ、九も危¥口柚であ 3, Toyo M。ゆ． Mo51. M。t/4. ~。 53
厨-tf I さう 1;; p易イ T ンた挽性の CM I ~会イオンt喚性の DEA E, ECTE OLA の戸横
を便用しに。

¥ー -l\a ークロマト 7`‘ うアf- ..t.昇法 E 用いて行なう。辰 1机剤と L て'1l.- 7‘• 9) -lIJ iこ．
樟々の？農度の問鵡流液五釦茄心じたもの 1 心()- 7‘｀ダ）一 l[I/i稽々の浪＇戌の硝曖瑾緑、］
tにも0), S ；ドトリり口 IV 栢和数t,i,10 -7’‘コ /l•)-/{J十 7k5 ぅ品合とじたもの E i更用した。ゑ I和
畔 Iよ 4 gr B寺向とした．
ロ釉廓函泣枷広 口税渇籟泳勧恙置 Iま東洋製作所視い） M C-IO K を使用し E 。竜圧

は 100~ 3000V まで魯えて棺討した。 皮袢電解楕ば遥虐素轄，過t届嘉醜t羞顔戟．
問訳 r羞IJ} /').00/~ a/ H の涼泣と使用した，

（和屈） へ°ー (I° ークロ々トク‘'う 7（一
如ロニウムの 3N H tJO3 湾版を／ぃ暉03 にした

の 5 晦困辞過 I勺屯フてj早うれた， INHNO3 t`'俊和
した'h- 7,、9-) -I(Iの属 l巾＃＇l いよるゃ°ー／10- 7 ロ

マトり万ムさ屈 11C 示す。布朕直伶 1よ~f)直 0,"

大さなヒ°- 7 と叶復 0.1 の小 r なヒ·-7 があJ.
1 日綬t `'1I それほど没わらず、 1 週 1同i-t ［こば好

直の IlI S 、＇ ~lこ厄とひ 2 ．ごう［；；項］向霞 l~ Iょ

灯直が 0 1:. 迩いものか＇灼くなる。こんば焉雌
ょ E II NO3ーの滉‘少｀のため 1こ涼存 1汀5｀の没’化が｀

0$ 
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全し‘‘て I)~ ことg界す，

7 J`、に 0 、 1 IJ HN03 のボ°ロニウム涼戟＆，
示されるよう 1ミ稽々の辰輯l で展印した
紅 E 示す。 うす II 研醸で叡a した如7‘`

9 I-Ill また 1ょ必o-7い9)哺／ o)t易合 1 t I含とん

疇鱈(. Iことと．、まる。 L かし ZぷN HMO3 

で銅o.! t (::.知- 7し｀り）ーIV で 1t麻品扉 lこ

衣邸ケと灯直 011 順 1::- c• -7 がみう仇う
。これば辰叶l と口絨こよJ o.1 AJ 1-IA/03 

疇中の加ロニウム 1 すン秤そのものの
雌粍なり醗と考んるよリ，辰 Iれ中 l瀑 I印剤
のヰの H N O} ↓心 I) 市o tJニりムが｀イ T 項

魯‘fC E 硬 ,r たと考ふ｝ほうが哀ヽヽと思わ
水る。 トリり口 IV 酢耐tる。ー 7° 口iV)-/ll ナ

水 n 噂令 1よ妍値加 0,1 m 肘郊のものが＇
［祁付であ 3 。この喝合ももともと原、足
慮 Iことこ｀iると思わ水う加水付解生麻｀物
が 7 口 IV 斜年と全吹｀レたためと思われる。

こiii. Iょ ""-7‘・ダ I -Ill 這平麟3 tたもの£用し、た場合［こそのイ知（可が現い、jことかう
市うかか‘んi。

7 I`‘ （こp H 3．うのホ•ロニ 1狂雌 lこ柑々の辰輯1 と稽々の口紬綽合わ C E 場合， Toyo Ne，伊
，ダ／，t-/A. {"3. N t1>ロ紬 E 月 l＼で場合には 1まとんと‘‘似た緩 (.7 a-示す， 0、 1 A)収lo3 と

NHI(-OJ-1 r pH 3.3 とし、それで蝕和さ E E n-7̀ 9 l -lレの場合 13'原、E、（ことどよ 5 かう 0、 I A/.
1 ;J. 3 t,J H A/0ぅて‘｀令赫和 3 t E'11. -7、 9 l -9しで,tしf直の見な~ tのか'‘見；れ F 1J1＂，こ仇t
展軒り杖‘稔ヽt fC に起固 L て 1‘5 ので（よな＼、かと息m #L~. cM て｀‘Itう N HAJ03 iなも和
ざt!: f::. 1tー 7‘`9|-lb で叶億 0J'Iとなフたが，そ求よ＇） ｛含 I’ 碩醜潔及 E 麟 3 t F ものと，トリ

り I) IV 廊蕗t砂7oa {¥ーI-1u t水叫府、品にとどまった• P EA F 5 用いた場合 IIJ H吟
, 3 N I-1/t,)o} l."麟した炉 7`? I-IV t`'ば矛れ乞礼ん奸直 0、吃゜邪となフた， CH と 1日柑 I ：：
他 0 辰叫前t· rい紅 Iこととーよった。頭雌の沿ヽ、もので 1よ CH. PEAE て口は他の日軌と
闘碍！（o1か｀’みうれるが CH (/\t易な妍億か‘P E A E A 鳴合よ l) かは 1 (¢ぃ n 疇占，＂
角 I~ {J }とポ. p::.ウム ld 1/fifンq 1t侭． 1こ h ; t芹し 5 水う。 E C TE OL A 1よ b EA E と
印煉叩命し{::.。

ロ枇免気叫此 rH 2、 I "Iポ00＝加麟« l函v. で‘ぅo碑泳を1/mt rこ令糾い叫t配. l::. t言筋と
と`B. m （卑 lこ ToyoAloSV. CH国呻喝紅隙栓fi'j Iミ［I←ント‘‘E なJ 5‘禄り泳和 l ~ように冴い， lかし

bEAE ではま，た＜柄む c す｀、原i. Iこ乙℃｀ま 3 。 こんば桑’気喝這況 I こよ｝と芹え｝よ 1) 負の毎’合も際い‘｀たも

<1)があiと知い ll'うが必恥包ふ</L3.. ~肛ぶ涼•I？二｀ういぅ溶海 I こ 63 こ口拍珂唐肉が困錢えても
椋よ、 I~ 't℃‘.な., t-::.。

忙如oH se1.tu. d．心針 H:z.0

} 
n-b u. OH｛叫叫叫 0.0IN了『 wo3

" 
互
ヽ拿竹-bu.OH(s心．叫 01 N-『゜3

{ ►'JI -buoH 孤t菫•I心』 2ふl-『゜）

}•9心o-buO Hs/).tvJ.心由かOlAl-H1°3

}. 、以oー如OH sa叫．心』 0、 I tJ叫／1：03

}. t CCL2COOH t心o`OH+H辺｀＇

Cl)II, 
^
U
 
えり

国2

ro 

Q
。 /0 IL /q. 
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2M08 硝酸潟碍漁から (/)7•ロトアクtニウム、ネフ：ッニウム叶陽イオン
｀出

東北k 麟 0三頭聰朋山村駁信松本遣

屠蜆秘認戻“｀えて噂叡 l号．あるいはオ鴇液とは全く襄砂譴知句紐麟
イオ‘／紅げ灼研究寄の目的で離祖瑾洛煤拍武の研免が盛んになりつ~ある。
＂らは Ca(M鱗・紐0て｀｀待徴的な硝酸鵜硼巫の特性即ち低融点であり反扱ぃ易
いこと、糸を通当に逢べば｀連黛的に水を加える手が可能てあり 1K希表矛、の化学との比校校｀
翫1更禾，Jなこと等に着目し、忍洞硝酸社からのう洛媒抽似の研究計昂を持っている。特康
沿が侍性はゆ(V) と A(v) との加水分崩冴嗽の違いを校討するに1更が」であるに寿えられる。現
在追八ころ彬凋硝酸堰からの痘媒f紐の良験は TBPを主とtた洛媒和試准にjる掏
盆又はアミン糸抽盆試薬 1:. よる相公に限られ陽ィオン交換機構即紅レート糸雌肱斜斐
によるオ鯰は殆んど行われていない。これは 梱出に伴って不可避的に逍難されるずrしよ
フて硝酸イオジが‘分餌 L 根砥糸が乱されることが原因と寿えられる。
＂らは 落寿企属ィオンの荷竜を決足するのに優れた特性を持っキレート糸袖武訓秦
心科鯰を行うにあたフて上述叶惟，点を克服いするために キレート糸抽出刹の全属渥Iこ
よる抽公を校討した．
このようなオ紐 l勺用いうる企属塩とtては ～／s-ot迄熟的に安定であるごヒ、合成法が｀

碓立［ており，純物慣が容易に得られること｀金属温の安足度が適当であり 匁くの蝸
イオンと(})文捩灰廣力洸切うること第が性賃が戊要守方沼゜叙怜ば 上述の特性を備迂
H t) EH f (HA) の飼橿（＆ん）及び力）レシウム塩(Ca.A2) を合成し それによる硝酸狙波
鮮塩から(/)}麟を研免 l fこ。
合属塩峰威 HA の IM エーテル恋夜を過魚j(/)麻oH を伶む水相と振り L
似がエー和瀑皮を作り｀それを目的の雇属壕の水愁液（＆辺＆，CM.so,.) ヒ振とうする
こヒによって Ctt厖位A.2 0 エーテ Iレ洛淀を得た．これにアセトンを加えると目的の企渇幽
が泥殻する、＇炉｀芋な国紋エーテ）頃忠絹．沈澱過程E繰返し精紅 r液 真空デジケータ
ヰで乾燥保呑する。このように韻製した UlA2. • 1'1..ードデカソ恭度の赤外線吸収スヘ°クいレ
では (H,4 )2 にみられる約／クOOc,mー／の広ぃ OH—ふ砂口加｝に基因する吸版が消滅し予
想ビうり (HA)2 重合的消庄しない (H十フリーである）ことが示された。
砕1 位A2 (J)碍量綸組成は 夫々、／0約7 、 /.0笏．00 であった。Ca.A.,. 、w.A2.(/)り釈

剤には 1'l.ードデ｀カン、戸叶心ツを用いた。
共融硝酸壕 L⑩-HH«加（モ）し比／：3, 仇．p． 97t)と Liゆ孤1' .1-K厖
（モル比 o3 : 17: れ）仇，P、 ／20 ℃)(}) 2程類の共融羞を用いた。前者は凋襖粒杓似
這抽ぬ率が尺きく そのために位んの両相肉への分配を検討するのに4更利であると飢告
えのもとに採用したも0)である。後者については伽項んど逆加出されず｀卜しーサの綽氾
直定するにあたって麻効抽盆剤琥度は禾麦であるとみなしうる。この条においてはPil.,
峠に V価が酸化状態である。｀

みつか‘L らとしあき 3 やまむらよしのぶ。すずさすすむ
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｀ードア‘カン／L鳴輝疇
におげる＆、 Li、{})介配

砂ードデカ｀ノシ洛虎を用い
L“3゚—厖偶共融釦疇孤(][),
Li. (I)の介配R !3ot 」')足した。
拮果を図 I I：：：示す。こからの抽出
にあたって 知

紅ねー［叫＝ 2 〔LL]

なる麟嘆められた。（ここに
碍直釦訊町這譴•
濃度であることg示す．） ：：の知係
は翡身；噸出た｀11 でなく＿ー担共
融釦釦うした凋戌祖渥返し
町 1こ抽出においても見公された。

上述の知見よりか配反"t'.. l て
次成庄‘“寿えらいが 匹 I. 似に）雌涌墓紅‘麻桟柑和 L濃度との庸勃
函元＋ばt3ルH； オ虹濯濃度に対すリ扉．
ご可＋3而百=+2位2十
砕ドデ‘力'々•和）定）し／LLwo3ー仮嬌— KtVoa禾(;:も‘ 亥 酸．1~it. I ·11-裂比

げる 2.23R幻亨，喰1 2”u1 23加の釘配 四 JI. <0.oo2 

表 1 （こ LitVOa ―,,v叫O3—籾(}3央絋喩からの 223Ra 、 22 ゲn.. I .:i.2'1Tん IV I /、.fo 

唸，吻， 弓咋の介配比（抽盆時用 ／0介）を示し v o、／ぶ辺20
た。この系では 位 (I)(/)迩ふ牡（訂伶人と..複北見て｀、さる。 23?U I VI I /、 3 f,
この禾において.13淋を用いた検計の若采咋rt,介翫 心r/ V o.2タ
ド峠琥な平衡が店在せf‘30令以上の抽出 K於ても 表一 l o、 0 か？ H ＆ Aダ／ド‘デ‘力
伽今即屯l刈澤やかに噌加する繰向t示した， 、ノーだリフェニル苺淀lミよる
柔 I IJ\デ｀ー 1 で‘22旅ヒ四7乃及び‘233B と.23'1作及び Li MO3 —仮がゐーI<.¥o涙融逗

碑んと 237UI扶々そのトレーサ混伶拗を月時に抑公し からの抽出
たものであり、酸化状態の農つ「4企属イオ‘／の相対的
なパ直向を舟慮することかて‘‘きる。
即ち 表 I より立3＆より 22.7Tんの介配比か極めて大きいこと、共に V1面の隕訛オえ愁をとる
疇， 23頃り、国も比は同じ程度であること VI佃四Ul ;,t 2J'1伶筑依より紅己比が尺さい
ことが｀i化がであり ここに陽4 オン交揆反応1こ持倣拍な斎呑底渦 4 オンの府吃による蓬
択性が示ざれている。

10,, 
F
 

0.1 

5
 

o.05 

屈

001 

o.01 ー邸5 Q:1_ 
2(C、+)int．ー 2 〔Cu2+)
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2M09 1} リシウムの化学(6) ビスマス絞ナトリウムによる知(]IL)
雌証

（東北大金研） 0原光雄鈴木進

設性落液におけるア｝りシウム (Am) の綬疇l t.しては邊戯爺鳩．が知ら仄ており Am(\71)
叫鴫心＜ i史われている。しかし洛液の設往度疇 v1 逗該釦碍 l て還元性のわら
ガ 0設が‘1主成するので｀練皮惟度 Ii 0、/ M ;)..'f I こ｝筵さいる。 その.t. I 知 (VL) 疇液には未

疇の統知に制じ反謬訓疇応ガ｀／ nゞクをy: r日和 1 るので‘に(iTI) の北啄反応性バ所

虎 nゞ困難で‘い。 tこみで，ビ｀スてス設アトリウムはビ＇ス 1 ス(JII) - (V) 対の採葬電杭nゞ‘

的 l、 7 寸し、急〈 5俄1Jな設疇l であり／釦疇液中で‘も藷洛Yまで‘わ b ため及知訊h‘ ら未反
応パ唆疇ll 項易な方沃噂広できら利、と、と祠する。そこで：：の試‘屎を r諏麟叱て••以直）
“度りl t.し＼使用で｀き治f/‘L｀｀ぅ噴/~の茫、球象i年で‘検討した絡系， 0、 /M ン‘人上の研餃容
液キでを滋でも Am.. (1lL) と足を的に応して‘｀き h ::. tと見払レた。なお甜訊反た‘の詞魔はリン
縦ビ｀スてスを用い勺茨洸法によった。

定、険
(I) 叫麟応わ‘l1 バ蘇疇l l1)ー；詞：硝薮洛液にJ O 呵／叫のビ‘スてス薮ナト＇）ウ碍未

ぃ口九り覆袢し／石茨ガ｀ラスウ_,. Iレt言考めた仰史な口邊器で‘り邊 L た。口夜中のと．1~ てス

(Bi)もキレ／卜藩浪派で·足蓬 L, `t..脊Il (7)蕩斜その経：峙吸化とい力 vヽウな納遣度h` Jひ｀｀
湛度で｀疫討 I た。
(L) リン紗笈ビス 1 1... t用いる央北活、．．爽ぅ叱糸件~を稚々綬を討して， A.,.,..,, も； および洲澱刺

(N叫m) をう騎した溶疲m窯骨 5mL ，殿性J度 o. 5"1'1, Bi叶 /0 が';} / p砂／ B i J./ I う虚度 0

ーがし！光応知‘ら鐸い~で｀ ＂げl り介 L笑ぅ虎条件直めた。この糸件にわ‘v‘ て Am （皿）
l1 •} %> ‘A..t.I A氾(VL) は的 5%‘が茨う杞 1 ~。

(3) ビスて頑l度ナトリウいによる Am（皿）の病足化： Am（直）の硝組羞液に /0 呼／mQ "肛削

ぃd えて壌拌しながらその痛液と今眩 L' 1..れ 1 こ爽う虎シ仄も逍吼した。得られた。友中の
砕IAIM,(/) Y杖射記樹、瓜を滉11足す b ことによレ）反応: D1r、5l t ］の測足燥'l n 柑］椅、を vヽろぃ乃な

設r幻度ゎ‘J.'\JI.浴皮で‘夜討した．

(If..) A汎団）洛液の言餅般わ｀よが吃り守足l生： A入（直）の研蘇洛汲に終知ヒ和,~加九，た'(..t 
如訊疇度心゜しの鳩合に 111: 10介（応訊 0. 5"M), I 玲（同/. 0 M), ~O&--（同い｀ OM)反応
さ屯た後戎鴎）と口炉l l, 得ウれた口衣という vI うな温度で放糧した。吃のう容夜と今収t

て (3 ） ℃同様遠討を外千った。

終果と究器、
（／）的直I が輝： f｀絨訊違りI t湛／合するし獄量の森疇I 幻碍したが｀，そのを

1-;I.湛夜の森荘及およ疇氏が高い 11 'l-‘、多く，まf＜麟l 這邊とともに嗜知した。これ 11 戟

疇l についての固三夜組fJ1の浮衛が成立するのに長崎村l と考 1 与〇‘，あるい 1-;J.和I::.術 1 が｀芥
宅皮で Eli直）へ霊元さ応ヤ衡に也すら｀—｀しなくもi l 1IL) の篤複毛が渇和するためて＂あらう。

はらみつお・すす‘‘きすすむ
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；の殺社1 と A..,,,_, tの及ナじ糸件と足わり際には綬化『I 11)湛節量が‘共坑恥•• f：1起しならな

v• Jうに釈慮しf乙．

(J,) t::.'.｀スてス穀ゲト II‘グ IA I‘、よ勺 Aが（孤）の成几： A""' r.i成疇ll t含む反応瘍戒I~ 共如久

這用して絆らいた炉夜中f'I-'A= f祁射瓶3紋双這'I 足したl'.こり，たとも 1文‘‘図 l のよう
幻謬 ut r~. こ疇で縦釉疇殿も生成で也な v‘9奇の叶裟吋国骰．3訊‘L のt\:..t忍れ L
て v1 ｽ. t::: O n 、せ、 11. Aw-..＼証） n 叶炉'r手（1 1 b }恥{/) i息であうが‘，反い訓 D浮を達 1 うに
徒って了す虚疇危は靖m l, ぐ勺ヽ・てーロ 1こ山 1：：：．一足遥 1-:. 釦ウ吐で‘鴫珈這
でい和這｀りヽ悲 V‘11 t'‘1 足設r生皮で＇ほう畠戌が高ぃほじ＇珠議：れた。 見掛 l1 L 一足なこの 4直

は逹森絞アンも多ヴb,_ t ff] Vヽて蒻漱した A-l冗）叩店夜と表沌法に項用 L 1 1玲われもi也t
裟した．従って一釦息且こした 9恥ゼ、て‘‘ビスてス炉卜 l) ウI>, I~、よ~ A'"'l血）の Aぃ lvJ.）ヘク
咋か＇ほぼ‘克了して V‘ る L 考えウぶる。蘇疇 I と合も｀み企臨夜守 1-::. は A-L直）t. A=l直）
n 汁叫仕 l う勺l:'.. i女，足す b t，痢 1 dl Jうなデ‘- 1 t.. I利いて A1M.＼証）あら V` 11 AW¥m)  

l7)か弄t求｀め b こl'.. 9ヽ．．でき々。図 1 ti]デ‘- 7 の先釦疇Z,; 1-:. 示すいと将、遺知． こ情If)

ガ恥よって A応 lV1) の海政を詞愁するための及応糸件が‘西叶l バ宕緋，ピスてスの 90水
今何］を合な L`• もか慮、して設良さ札た．

(3) Aぃ国）の守足比．囮乙 h‘ ウ n fJ‘るJうに心国）へのわ笈化が‘克'3 L 紅い絞疇l

が行社していれば‘Aぃ lm) のが平は不浚であり，t:'.'スマバ度ナトリウL>-. 11. AIM. l加）引系オ勺
戎疇ll t L て祠クヵi" J.,らこ L がわかも． しかし， A""'l -V1) の落液がウ綬iに脊I E隙滋す々と
0゜しのi房応｀n Aいしm) は安足であウが｀，渇疫があぃ l '3.ど‘A…ばL) もしくば A… (V) へ吋翌
元が遠ヤ‘であった。；嗣t (/)西笈＇蹂夜の影蒻 I1 釘たレた飩④で'1'1.跨蒼 1'' ばながったが‘, 0、切で
は /M 汰J::. (/)偽合よりも羨元 11.泣がであった．
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図1. 0• しにわ I ↑る A...., r.紅叶j L n 反応

悉液に表況汰と通用した際の口衣中の
必IA'M.,<1)滉度．

囮み． A~ 't.-@和りi l L の反応にお 11 {;I 

如灯I) の分孝が笈化 (o• し）．
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2M10 孔（ IV) o) 函棗脊戒中にあ、 1 「}拳動

（東北大合研） 0111 筋伊佐務板森叫｝俵汰追

悌 1 '7'~ If)本吋萄心にお、 I) てれ‘乞 1な、 TT A をオ如出糾と（て 1甘ヽ＼ r:.盆媒柚出衷、発で＇、

闊'I) 1本イオン塚度 3 の過福素跛愈戒、中に応iて、過拉素跛の殺度が｀如） 3.. - 3 月 d) 他困
で 1):: 怜り H 3 tとり）梗ヵ＼｀·支配的 Iコ，存在して、、Jここと叙合した。今I'£) (;):怜訊）。け·む北， I渇

叩存在ど磁かめさうにそ o-) 姥筋吹｀光籾彗‘がi ；；た«)、ゆ破索執中にあ I iー（恥II) で＇患元

＼て得 5 れた瓜IV) 0) 、 TTA を抽広刺とす｝淑某拘低史、酸い1 6 った。そ 0l 合存県と叔告

1 3 。

ぽ険か去〕
::a3'} Pc..も含む私跛恭夜 I二｀ ／o"外1 とな｝ぷうにf:u. (111) 喀表t加え、t羞醸，過塩来醸，羞

ル＇）今ウ A 、Ji·): "\,-‘過、座希玖）うウム E l丈用して、水希 11 オンぅ農戻およか‘・イオン庶度も一
定に保ちfJ. 0げ、t届素 4 オン痘戌と目的り濃度と＼た 1女．知k亜鈴了て）レか＇ム還元器に導

入 L 'Po.. e 4 ｛面に還元 l た。 この洛夜と号竜efJ TT  A -べ｀ン℃ン喀液とう昆含 l て；；尽媒、オ且＼

と行なった後、狛知柑およt,:',I<相の一定竜とと＇）出し、各 2 d) r mt奴も行「よってfa(IV)
の Iか配比と求めたっそして、 9k 絡夜中d)塩素イオン 7農度と支杞させたとさの松（IV) If)/~\釈

比 o 支杷 l L 5 ヽ｀た。
〔括果t、よ v• 寿僚］

A オン強度 3 の溶釆中で、水素イオシ；霞度JJ\•` ll'1およ収 0,S M と一定にし｀堤乗 4 オン

濃度を変にさセたときの化（IV) の分面もt:1:. 0)支他e. ii) 1 にポしてあ 3 ヮいす‘爪の場合t羞素
イオン濃度力＼＂約 0,1 I'1以上で‘&(JV) の今紅如い応下 L I本じめた。

イオン途戻 3 ")過t品素跛恭液中で怜（IV) 11-以 OH 3+ i:..ヽヽう庫一挽として存在 l て 19 ｝こ

とが｀到咀 l て、\ } 0) ℃、塩素 4 オンカ＼｀＇増加すうにつれて 怜Oli必 I Iな OH 知十．．．ー等松＂
也叔して(~ t 0)と仮定す｝と、その反応式‘ぁよ1,..‘‘平衡定数 lょ攻式‘で表わされ 3 。

Pa0H 3+ tは
K1 (Pc.. OH ct 2;十〕

` Po. OH 双2.-t K し二ヽ , 〔 Pa.OH}十） （ば］

PG¥.0Hce2+-t u- 応 ヽ 怜OH は2.+ 1<2.ニ〔似 OH c,e"f]
、

(Po..OH 妥門［ぽ〕
. . . . 

' . . 
. 

さ 5 (::.)K 洛夜中 0) 塩素イオン濃凡にかがわ 5 1"、肴釦a,:. :/ih 訳され｝ ［な (IV) Iよ午 1面り
T T A 欣イオン1J\"祝位したもの (Pバ4) 11)11-であ｝と仮定す｝と、 PdIV) G) I今収比 (D)

ll 次のよう lこ表わすこt..)J\" t'て｝。

かわすじ＇し1 さむ・さとうあぎ：：＇ 1 す｀ぎしん
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ヒすうと． D01本）K相に溢素 4 オン1J\‘• rよ｀‘とその PぷIV) 0 

麟比とな｝。さ 5 に上式｀ t乎衛完む、と計ヽ I \.名そたぷ 1 と，

舟 -1 :::.K1 (a-] + Kふ（位］と十 万巴三厚口］〖ュ
坦てこの丸｀):') t<, I K.2 号爪・末`子}。 | l 、 O M !/,0~1,5 i /J̀~ 33 

そ 0 傷 11- !\よそ表1. ")吃ii) 1''t, 3.と茫われ｝． I O 、 5 ［イ 心～紅 l o,5~/,0 
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2Mll 朽゜ッニウム (V)度酪食靱朽溶甜渡と吸収スペクト）レ

（原研東海） 上野馨 0斉藤昭

水溶夜和‘ヽ，ネプリニウムは1II ～叩恥五つの酸化状態をとる． V1面 1よ，ぅ切属洛液
で最も安知‘`NpOiとして唇仕がる。安定な衆酸鈴体がいくつか台痰さ収て II るが，：こ
ては Np (V) 0)笈酸錯体の生咸，炉科揺慎，炭酸ナトリウム溶知吸収スペフトル，あ‘
よび｀ Co(NH3)がを令あ笈酸錨体の生威と屹の組成1こ一つ II て話lべたのて‘'報告戸。

（実験） 度除lますべ、て宦湿 (20 士 2 ゜c) て行った。 差し是： 1 オン交換法などによ
リ精製した 231J'Npを町「：：：。精叡ブッニウム叫哨酸麟這競揮l し，残香をうすい醸
零知溶かしてから神する。 Np (ur) の水酸化物を分離・沈浄後，ネフ．’'）＝ウムのモル
嘉叩 2.5 倍這醸ヒドロ厄｝レアミンを合あ水溶液を加え Np(V)が和釦我溶淡碍る。
喀液の吸収スヘ゜？卜 1レを測定して, V1面を確力‘めた。 Co (NH3)6 CL3 は常法に従っで合成し
た。かの他の試県 1;:t'勅級品をそのよ、用いた。
挫；泥殷該挙の測定は全液世2~1o»J.,化合物の躙彗ぉ夜着50 mi.の規模が行
った。 (0  0.0 5~ l.6 M 泉酸ナトリウム落液に Np(V.:)を加え約 1 日放邊す 5 。虹成す
る犯殿をノ7J冴帷ら水・エケルアルコー）レず）ll頁次沈浄し，風乾後過塩素酸マグネシウム上が
乾燥い。J:..落液の一定量をt,)ネフロ＝ウムを定量りる。 (2) 0.5, 1. 0 および 2.0
M 炭醸丁トリウム溶液中の Np (V)が吸収スペつ卜 Iレを，自記分光光度計によ ')3 5'0~ 

1 2 0 0 -nm の涙長範囲て‘‘測戻した。 (3) N p (V) 燭度4-.2 x 1 o-3M 0 o.5~2M歿
酸ナトリウム名支：：：， Co(NH3)6CL の一定董を加え約 1 日放畳戸。生灰3 環晶を追I心
分離し（1) と同株 Iミ：克浄乾燥戸。上邁疲0)一皮董をと＇）ネフ°,＇）＝ウムを定量する。
麟、： ネフ゜＂）ニウム違籠1訳丸放射能を測定して行った。ナトリウムは 1 オン交挽去に
よリ子フ9,'Jニウムなどから分離し塩化ナトリウムとして V。叶i a叫法により 1旬捻的l虔暑
した。 Co(NHぶは 2M虚酷溶液として午 7 5 nm の吸収t測定した。化合物中の笈酸ゥ
定菌填lミよる分餅I, よった。
（結号） （ 1) 炭酸ナトリウム、水翠夜に Np(V) を加え／ると白色のう四紅庄威し，屹0)一
罰虚酸ナトりウムの濃度に従って泉酸錯りオンを作り溶肝戸。図II亨臨慎直酸ナ
トリウム環度と0)関係を示弯(p脳 1 o. '1)。 o.o SM ては 7.0 x l 0-s M, 1. GM て、］ま
i.6)(l o-2M む鋼積lょ先酸、ナト＇）ウム叩彫度と共に増加弯る。笈醸ナトリウム 0.1~
1.OM 叫加‘•閲溶紐度lり鬼該ナトリウムぅ悲展の 2乗にほ＼‘'比例している。沈殿0)化学分
莉の結果は Na+: Np虚： co~-= 1. 1 8 = 1. o o : o. 9 5 て虚リ，従って化疇嘩或
は， Na.N p゜ュ CO3. 'YI出 0 ('Yl ~1) となる。
(2) 図 ][1-;::. 0.1 M塩酸ぁょが2M度酸ナトリウムう蒙1を中の 2.2 x 1 o-2M Np cv) が吸
収スヘ°?)--)レを示す。うすい醸溶液て‘、 Np (V) は縛色も呈し，主な紬文吸収は 6 1 O, 

730, qg o ふ‘いび 1,070 叩］にある。一方2M炭醸ナトリウム溶痰石井易色を呈し

うえのかおる・ざいとうあ芝ら
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700, 800 および 1,0170 元 l：：：極文吸収があ 3 。

980 心における吸収 1ま炭酸ナトりウム溶液中がまグ含ん
燻ぇ， ?00 元に新しい吸収があ知臼。'700,
soo あよび 1,0 7 0 mれの吸収 lな I 、オ平もべ｀ールの玄則
に従I ｀， ゼの分知祀も1系数は吃卜そ｀、i/'t- 1.G, 15 みれが
8.1 て‘‘ある。

呪収スヘついレと党酸ナトリウム還度今関係をみるため
O.f;, 1.0 およが 2.0M 歿酸yトリウム溶液中の 4.3 X 

1 0-3M Np (V)の吸収スヘ°フト 1レを測定した。 CJ 8 0 ?1況
噸収 lよ笈醸ナトリウム環恥噌うに従い痰汀籾‘;
800, 1,070 ?t氾の吸収 1まわずの‘に増加戸。
つこのような吸収スペ？トルの堪、しい変化は，先酪、1 オン

嘩位にもとつ‘‘くも0) -c''ある。
(3) 脚ナトリウム；翻夜中0) Np(V) は， Co(NH3)!tを加えるとオしンジ恥編卓
化合物となって刃澱豆． Np (V) のう農度を一度叶．2X 10 -.3 M として，蔑醸ナトりウ
ムおよび Co(NH心 CL3 煮度をかえ泥殿生威の割合を謡lべ｀た。 Co (NH以 Cl戎 o.04M ヒ
して泉醸ナトりウムぅ彫夏を 0.5~2.0 M 告で｀変えた系では，ぅ訊殿の生咸l坊嘩刃ヽ l) ウム
渭渡の雌加と井に徐々に低下する傾向を示し，江況殿生成吐鬼：：： t低丁芍る。 0.5~
1.OM這ネテッ＝ウム 0 9 o7o 以上が或殿するが， 1.5 M 1:‘、は 60½_, 2M ずは I oX 

となる。 Co (NH3)も Cl3 につ II ては，分酸ナトリウムぅ患度を 0.5·M として 0.01~0.1 2 M 

叶緬を調べ‘た．双殿応添加基を増肛井に結晶材揺量l墳し， o.o 1 Mc:ｷｷ 8 8 ％が｀
0.02M 以上が1i lむ‘｀一定097％が｀究殿する（図田参照）。贔i況殿そ作り易ぃ条件Iょ
麟ナトリウム o.5M, Co(tJ H3)凸 0.02 M 以上て｀、あることかわか、フた。得た化合物の
化賛応結果lさ Co(NH3刃： NpO i : CO：ー：：：：：j. 35 士 o.0 4- : I.o o : 2.62 士 0.0~
て｀、ある。ここて｀｀化合釦甜灰を 6 (Co(NH3)』 N p02. (co山・ [Co(NHa)ふco3 ·叫0 （血30)

口（口）三：0p詈:+co:
: i.00 : 2.50 

となり度検値と
一致する。
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、. .‘ 

4
1

ー

n

い
＾

U

g

4
9
号
3

go 

6D 

w呻e哨th('IIm) 

国ll.. Np(v) の疫収ス'\°外JI/

40 

20 

5
 

0
0
 

1.00 1.25 1.50 
Nq遥3, (M) 

@lll. ,.J:l漢足生成の塔浄h

o.~5 1.'[5 2閲

69 



2Ml2 反訛ィ・／ 7．ヲンデーンヨン 1:.. よる新レ＂｀化学程ニオフ｀｀・フクりシ

ァーパ合成
（東此大理） 0 吉原贅＝佐伯孝橋本碓ーク呈嗜信
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る叫b も七成する：：：と I"- なり， ::: ＾条戸釦I< 、必柔があ 3 ャヽ） こミてもっともぅ主労する

必要が••あ~,?) Iも 疇 7 ダロシアニンが本末生成 1 てい斥 b｀っr; 1::. もかわ 4わらず，吃r フ

ダロシアニンサ9 生成 l Fr~あ／見拇戸吃r ＾少棗便't.,戌杓て＇古げNbがスヘ゜ 7 ドレ勾＝あ
らわいだ可紅I‘五おう． こっtぅげ可能性をf全くに 1f/ n和牧斜雄まで'4 碩Pe1，悴叫叫

定五パ網Iニフが謬し 9 ：：：の出吃r り戌変年サ知する必卓P’•おる． v人上の上ぅば
粒渇つても 山 08"‘ ら o核分閣遠粉咽圧7 夕ゃシァニンの中心合属t直括的に
翌[p雑が¥戊があること 1が叫う bヽて‘.m.

叩紐鐸！＝よる嘔ヽ夜跳イン 7゜ランテーション

中I、野樟パ知疇t同様にし遺叶を訓製し／こ小t東北大悌距祖畔囀紐今
電子L1NAC のい泉t‘照肘しノウランの r採柱鐸幻起す．豆頃今製印碍 ~7 タロン
アニ噸オドイン 7万ンテーションし， こ-f'- 9：：よう 7 タロシアニン街首休出知"Fig. I と同、
柑遣f乍によっ z 授討レや．ゼつ炸昆戸；｝、 3,::. t 
示すと古‘りて；ぅ切舷沙t二作心放射貶がみとめて
圧 7 ク P シアニン儲か聖成P9••あっ在ことが用

中＂‘る。 .... 
(3) 叩b げ， n戸池記←：：バ反跳イン 7゜ラン庄

』

，，隅

• 

デ． 9.,.. ション

v/... .1:..，，オ亥今囃片仮碓ィン 7°7 ツテーシヲシT it
必叫疇多く印成するのて‘；喰り町定がや
っか、｀ T 巧り1 かつ 9伝→叩しの｝ぅ万戸～喰麦‘ 0. 「 I•O 

訊厨かわ叩如,-.;i;; 3. -¥.こで；もっと 下ner, y (MeV) 

紐同反応可碍ィン7° ランテーンヨハ：： fう二
・ 下し，＂且t.,, "泉スヘ°外 1レ’

ォプ・ 7 ダ 0 シア=-- :̀.,,'> I合成t確ムたのがつき｀，，皮験：であ
3．高紀炉金属シ朽＂le- 7 タロ戸アニン飼麻~ I : I 

逗合し／心に電ナ LINAC の沿泉直対し，＂祁l↓(f,n)

叫麟•を起り町記如 7 タロシアーン飼中ドイン 7°
ランテージコンす 3 ．照紺ィ1臼 I 遣輝（乍 l二よって界
約国，邊疇阿疇糸I:希机ぅ虎殷バ化蒻釦
炉砂／ぅ灼知渭スペ7 卜 IV t見た.., p'巧.'!.て‘あぅ．
図がう古 3 らか甘卜ぅ F叫7 クロジアニンの士成を示す
慣正 1 tヽげとめりか~.

uI ..t:i拿々吐亥反応1- I利ヽヽ｝反跳インプランテーシヲン／ニ
ゎパ足未未知t 3 卜 1 、＼七ンオブ'. 7 タロシアニンが生
成しに~):.,ti,i :l'"/かて＇、;t; ?;. 
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2M13 新しいブヤメナウム錯体り放射A ヒ孝的合成法について

（更北知理） 0 吉原賢＝ 戌辱

（釦尺窄）代可躊下沢秀夫f知謬
I. 止 7・ロメ午ウム錨中：：関すば峨‘しま1 .::.，，，元衰が｀天然{-::.,t臨 L 后ぃオ均I’生たま
7｀あるためかなり限う紅二もめて'•あり，従認成和如釈ざれて `9 -rた一 l たが＇つてそ
追叫建訳·ざれてい斥嘆合物hゞいくつが古 l. 演者らば反跳インアランデーションな
と‘｀を含む須叩知臼)~↓―.,て， 7°ロメ牛ウム・フグロシアニ｀心拉7° ロメチクム・
年£翫など｀が合成1二和hl た＾ 7"報告する．
2. 旱紐t士と I 1...つぎ｀＾三...,.(7)が法にt..,た．

L,(1)謬｀｀｀；、：；ロジねばぶば贔乏｀｀反応在とを匙
()..)和卜しーサー 1 二り紅；西当道（本中で通か叩麟‘を劣'::.加す、｀＇弓fm Iｭ

レー寸ーを加えて古‘史， P...金昔体い平和＝合点す:I,.

叫四心ご→沖m の訊Jこ旦饂紅ジム錯和中1.“肘 l て（'1'1 ,Y) ―
浪麟：：より和釦勺戸． 戸
叩幻畔I廷孜大学硬千加匂釘門＇l が型酌炉 RS(lゴ＞，、乙穴｀こ斥った..生た
濯岬甘東北疇原子和繹囀疇300叫雹テ LINAC Iュよっ7.かかだ．オ和l
叫汀l ヽ‘t電戸□ 30 ~6oMe.v'") y恥底炉氏
“ば鯰這吃，互応し柘．
測足IIGe(Li)半紐咋,~より／マ Iレチ牛ャ牙畷高が暉瑾 L・て，y~泉ス'\°7

ト Iレtとり， 孜府9’材妥手を<1l I乳定t -;Ji‘ニrfった．
3. 工監以下">}5r,:灼知力：：：なった．
(1)］：ロメチグム・フクロシアニンを企必
I叩（Y, f)'喉，＇芯(y,f) 

,nPm 反応＝ようイン 7° ランテ へ, 
惜

ーシヲン ,1 曲 7 Jロシアニ

ンと I司柑紅灌1乍 1::. J:ってよ、：：

砂れにフクロシアニン釣
と硝化寸マリウムを I: I I羅

今しI ft、〖射のターゲットとし ど
た． Y麟訊 360~¥(lが§
,o-'1恥． 7＂ 770 シアニン釦 8 

違茅介詣 l1 7° ロパウム・
7 夕 Iコシアこ｀／t 7 7 ロシア

.::.. ｀偉l しとも l嘉苛げ 3 。
こいな漢l：：詞，うンク
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theS1晶es,'s of p,..(tJ.r...)3. 

ょレヽiウすんじ‘•し古｀かわたが 4 ぶ•しうたよし本を・しもざ｀‘わ戸吠｀．ざtJヽつう之ま
ざの 3;‘

72 



項がなむ1k堵液中 I"- うすあz. 7 夕 P シア＝ン儲体を沈麻：ざせ 3. ;t殿平 I二は明らか 1 ：：
叫m ょ存ttP‘ 汁とめら-r-,/ I叩研9激｀ざ卜 r 1゜℃ ｝午ウム• 7 クロシア＝ン弓生戌を示す
げl.j、 I).

(l)7° ロメクウム drm 緯がな戊｀
7・ロメチクム dfM£昔がな奴＇1↑っざ‘のように L ?..六‘::.fl., r~. 
竺こトレー寸ーによ，，今戌：丙． 21＝末すとよ‘り 1 • d p rn#) エf J - Iレ溶液I~ アンモ_;:..

ァて加え rHIO F 詞砕レ在 Su5rensio....F'1/.7pm 1‘ tひ・、 La..Cl3.“゜のエ 7 I ー 1ら哀知湛合

し、アンモニア足加えてよく綬灯す?. 生和心紋f¢牙＇II 加熱乾娃し在の克界訂
7‘A p o•C, I戸 Torr. 7`•3 叩1h墨し，界苛ケ難す互拉距 Iず下，•i, 3 I ：：示すとォ‘りランク
墳炉t:.°- 7 と,t直っt,.A'ii.置 1::. I町和（ 4 p m)3 のヒ°- 7 が茉 3 こ＂が1認丘巳

四ン 7ワンテーシヨンにい今戊： 7゜ロメ 4 ウム· 7'/ ロシア-=--ンバ考が呻 1 2.
6m 2. 03 と La(dfm)3 を湛令 l "2 y糸衷應阜「；かかJ l知 (Y、p)'脅％疇｀と！知 (r,r)'HP…
紅 lこよってり知ず~ 1'1-'?fが古‘•F 臼‘•I` rJ..fn録体を界穿鐸釦た．葬阜ば石］·午 I こ／予、オ

cpm よう 1堺号物和疇I二叩戸が＇咄直射能ぶH-tあ
250001 147Pm 1 I 豆， drm緒体が生成した：：：とがわが 3 。

•c dd いり予―a 函珪 I→り麟山（年日 lこ叱げ戸
200 ll"凡＇炒心 lパ）／ti心上 ISIPm 方｀よ'0.. -,如（パ）

叫d.ニ｀句麟ュt ｀て 7” メ 4 ウムが宝戎す巧
150,;· ミれによって 7°b メ十ウパ翫這哉戸。 こ五印
吋←たん放対1'宙の＊心（年）3Pゞ知幻， こキが9戌受2

100 、

古こわれのち 1吋 P4年）層炉 l 直うさとを鑓
50 炉 l -z_判秤するもt7) 7おぅf2) 寸 'I’佑＋照船し疇年可
紐（20いC, I:Torr, 3hr) ら彰苛勅と残滋遠船氾

O'` — い0 を半浮｛和紅応·;JI•/い．＂豹仔 Ii'" fm ょ戸
13 15. 20 25 cm 

こ： 喝＇禰口 ＇呼厄., t::•- 7 が‘楕．認マれ•I
La(如), - 7・ロメ今ウム d pm 叫Pゞ｀

印訟亡ふ゜！ふ7ょ字応小 r2 ミヒ bヽ明らかとi

:t：ヤ三：9 ）弟汀コ］言：゜・ロメ十ウム錯体 lす文献I=]
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•かA vJ. Hテfberl } R叫iockim.A戊←世，s-7 (1970), 
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2M14 塩化カリウムの原子炉照射による 35S ーチオ硫酸塩と元素状

硫黄の製造

（原研） 〇加瀬利雄 四方英治

1. 緒言

中性子照射した塩化カリウムから，通常得られる硫酸塩よりも原子価状態の低い 35S

化学種を製造する研究を行った。ターゲットの前処理と照射後処理がここでの目的に有

効であることはよく知られており，そこで種々の条件で処理したり塩化カリウムを原子

炉で照射したのち空気を除いた硫黄担体を含む水溶液に溶解して，生成した硫黄化学種

を分析しターゲットの処理条件との関係を調べた。その結果，高真空下で処理した塩化

カリウム中に生成した 35S の 60％以上がチオ硫酸塩として存在することが確認され，こ

れから標識チオ硫酸塩は直ちに，また標識元素状硫黄も簡単な方法で迅速に製造できた。

2. 実験

実験では初めV['塩化カリウム（特級試薬）の照射前処理条件と生成する 35S 化学種

との関係を求めた。ターゲットの処理には，比較的酸化状態の低い化学種の生成が期待

される，系からの酸素除去を主目的とした以下の方法を採用した。

(1) 窒素雰囲気中で 1 時間， 700 ℃で脱水処理

(2) 3 X 10―4Torr 真空下で， 5 時間脱ガス処理

(3) ヘリウム雰囲気中， 800℃で溶融，凝固したのち脱ガス処理

(4) 10 —3Torr, 700 ℃で昇華したのち脱ガス処理

(5) 硫黄末添加（ 5 o/o)ののち脱ガス処理

塩化カリウムはいずれの場合も一回VC:0.1 g処理し，（1）の処理は空気中で，他は高真空

下で石英アンプル忙封入し，J RR-2 またはJ RR-3 で 12日間， 2xl013n• ari―2.sl

の熱中性子束で照射した。照射後，塩化カリウムは空気を除いた，硫化物・チオ硫酸塩

・亜硫酸塩・硫酸塩のそれぞれ 0.125m mo-/3を含む担体水溶液 5m釘て溶解し，その0.5詔

を取って薄層クロマトグラフ法で 35S 化学種分析を行った。薄層プレートはイーストマ

ン製、ンリカゲルシート（JfG. 6061) を用い，（ 1 : 3) または（ 3 : 1) 水ーアセトン，およ

び l o/o硝酸鉛水溶液を展開液とした。 35S は GM計数管で測定した。

続いて，塩化カリウムの溶解条件と生成硫黄化学種との関係について，上記(2) の方法

で処理した試料を用いて実験した。担体を含まない溶液，または 0.005- 0.5m mo-/3の担

体水溶液 5m0 忙照射した塩化カリウムを溶解し，還元形硫黄化学種の生成割合の増減を

調べた。なお，アンプルの開封，塩化カリウムの溶解をはじめ，薄層クロマトグラフ法

忙よる化学種分析など空気忙よる系の酸化が問題となる操作はすべて，予め窒素置換し

たグロープボックスの中で行った。

クーゲットを前処理すること忙より， 3 5S チオ硫酸塩が，再現性よく多量忙生成する

といった知見を以上の実験で得たので，次忙これを用いた 35S 標識化合物の迅速な製造

を試みた。ターゲットは 3 X 10― 4Torr で 5 時間処理する最も簡単な方法で脱ガスし， O.l gを

かせとしお•しかたえいじ
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照射後，担体水溶液に溶解した。これを 0.5 g亜鉛末および 6M塩酸 5m0 の混合溶液に注

いで 35s チオ硫酸塩を一且 35 S 硫化水素に還元，続いて硫化水素を 0.25Mヘキサヽンアノ鉄
(1JD酸カリウム水溶液 1ome に導いて酸化し，遊離した硫黄をベンゼンで抽出して 35S 標識元

素状硫黄を得た。この場合， 358 チオ硫酸塩を 2M硫酸で分解しても標識元素状硫黄が得

られたが，これは遠心分離ののち熱水で処理し標識コロイド硫黄の製造忙応用された。

3. 結果と考察

塩化カリウムの前処理条件と生成した 35S 化学種との関係を Table t (I[示した。脱水

・脱ガス・溶融凝固・昇華・硫黄末の添加など種々の方法について調べたが，初め期待

した元素状硫黄や硫化物の生成割合は低かつた。しかし脱水処理を除いては， 50-70笏

忙及ぶ多量のチオ硫酸塩の再現性ある生成が確認された。塩化カリウムの溶解条件との

関連では，溶液中の担体量が増すに従ってチオ硫酸塩および硫酸塩の生成割合が減少し，

代わって硫化物が増加したが 20% にも滴たなかった。

35 S 標識化合物の製造実験には上の結果より．ターゲットの前処理法としては簡便な

脱ガス法を採用し，注た担体水溶液濃度も，高い比放射能の標識化合物を得る観点から

できる限り低く押えた。標識元素状硫黄ベンゼン溶液の製造収率は約 60 物で，塩化カリ

ウムの照射で生成した 35S チオ硫酸塩が定量的忙製造反応にあずかることがわかった。

製造時間は 1 時間以内で，これは従来の 35S 硫酸塩を原料物質とした元素状硫黄の製造

方法に比して，製造操作なども含めてはるか忙簡略化されたものであった。この方法で，

0.1 gの塩化カリウム (6mC i 35S) と 0.1 m mo.fl,のチオ硫酸塩担体とから 40mC i/m mo.fl, 

の高い比放射能をもった標識元素状硫黄が得られる。なお標識コロイド硫黄については

30 叡の収率であった。今回の実験では， 35S 標識チオ硫酸塩の単離などは行わなかった

が，その安定度試験を照射した塩化カリウムを担体を含まない溶液または担体水溶液に

溶解し，空気中に放置して調べた。その結果，担体水溶液では72時間で 5 0 衛が，担体を

含まない溶液では24時間で 5 0 % ; 72 時間で 80術が酸化されることがわかった。

Table 1 Distribution of 35S species in the solution of irradiated 

p re~ t rea t ed KC! 

pre-treatment Dist r i but ion of 35S species in the 

conditions of solution of KC! (%) 

KC! s2- s2゜ 32 - so 3 2- 8042- Others 

(1) D e h y d r a t i on 0.0 0.0 0.0 9 1.6 8.4 

(2) Degassing 9.2 6 0.9 0.0 1 0.5 1 9.4 

(3) Melting 2.3 6 7.1 0.0 1 7.2 13.4 

(4) Sub! imation 6.6 6 7.3 0.0 1 6.1 1 0.0 

(5) Addi t i on of S 8.4 5 1.4 0.9 2 4.2 1 5.1 
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2M15 ・ 咋疇疇、Q射のでりの木ットアト繹効果註旧し紐成扱種

環饂晒団訪
（金厄理） 0代町韓・f紅繹
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ロ：：口ご言□□
雪言言言言言三言長］：es]」し;:-:_~_:;
諜われ違知‘f尋られ E，こd'\厄 1：：：ふJ I ヽ"T,-," 調累ll
照射線覧牽くな 3 点が‘不利てあ 3 が，＂1bから(1) 1‘"T川 100 

の雑萬危叶困難ヵ避けら丸iたダ:...._げ``J卜の国収か｀塔易であ 3

200 

から紅照射 l叶足利てい。
（殊虎文献）
1). H.kqwa3u,H. So.Kanoue, ra凶ふ""· ro.如a,,,J.国．

且， 363(l"4),

叫，ka→,H,Sq K%0ue, i b滋·，位，3n3(Iq 14-）．

3).'R ,A"""""°,H・涵知ue, i叫，u_ ,3 '8 l(l'lrt4-). 

4).t.A瓜.."°, M.Sak匹ue,kbld．，且， I ~1 (1'1'14-), 

5).Y. S臼， H．涵 k<¼\,(11.\ e. c. b滋•9 わに己如足．

6).'Rぶ9r/\.O 'H. 血， H,S必四心，と以．，わ如、だム以ソ
り）．天粁．丹屯，？和痕 I這放射麟紺紐浮謀、4Q\f;.
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2M16 ベンゼン中にお1戸禽覧和アセ和レアセト1 噸降との和応

（石穴F1.) o遂知，炉l蹄月，山ふ祝企

1，はじめ1<
醜紅疇碕知げヽ／知店チン幻 l叫p)~,賓＇）店＇団吟ム（径）の

鯰脅Iしギー(6、沈LT)を浣 L多 I V\た（ゎ位）御予ネ 1レ午麟，名たコ石底レベ＇
叩贔＇ぁ叫ぉもに恥偉げ）寧嗣謬膚瞑＇’ぉこう膚り叫鴫松＇
靖伶スヘウト lレ\~,噸喚忍'1-tz吟ム（喝）およ噸由哨偽い甜捻為命戎介(u) ヒ
三竜浚屁｀日加えり砂名）によ這砂鯰（C）炉麟として叡Jすれる。これヅ）
消亥譴茂ほ名をじ）かこ因履の胞うか湛に依存する。坂々ば釦し合蒻ど恥及応を裕切
ねために寿命l麟暉（釦お伝伍凶伝~s7s~）を市翫醍IC.tげヽ,,.ジ'1!
響fしを疇l疇即腐癌を粕告し寄玲釦炉翻麟{l)fセ牛Iし西日汎砒）
鯰が｀ぶび｀六＇ピバロイ Iレメけ尺珈）即のべ‘‘／ゼン中での知麟lてフ l l L袴切ーしたの
で報告する。豆罰緋心l戸 Iぐ 1しス／＼゜Al叩 70 'l多＇七 7 1-t祠咋しt奴’'あわ
虹紹介和。
2,” 
ゅ叩叫D疇叫叫L た1J、m囀でf\キサンーベ‘逗羞

約謙砂外麟恥かわ9 ／咄如蛾紅屁心 1) 行った。
虔暑璃終べ‘泣＇以塙かし，ぷ0 （展マ 6 、15吋／四心）で可げ＇イ、戸チ雰仕宅み
“`“成）虹芦］を入れ、渕精昧認I譲卸しfr也戸づ“
(') 1J‘z_ L 'Z.麟麟曙図麟雌ほ罰i乍し繹紅—辛叩三伽臼'/←ぃ
謬／2わ注1レ1JHAIづよ＇）為゜しか4豆盛室召行（詢籾化にJーるスヘ07)-Iレqシ7 ト
を最J揺1-=- 認めた。／祠栖知{\°グI-（レを瘍砂幻i約匁3P‘lT知
3（続果
［、。イ lし和 7‘’Jシ｀土？ 1-l 
霞知疇虹心心叩訊祗麟r7‘•あ~p\"縛疇暉年（こ詞IITる l °ヽlしスの
パイ 1レア戸゜を窃〈＇’目的でそ^ 1)芦 7 ダ→貨平飼 lこ供した。玄叔 c厄吹比の危々
＾シグす）レとTAC 0 出加＼多 7''がレ乞／イズ＇レヘ'•Iレま＇）ツ‘し高 l と：：う 1合没走した艇
仇‘他わ心＂頸）する。をして知t- 'I バニうに夕1 ミングを設姥レ、グ比5ko奴＂
知＄OI詞I和を叩． 5凶C知叫鯰脅悴厨NOR 仰政をIもり 40の＄～炉巧婁の
心を経て恥巧＇→ 7（伊S ）を底、パ心．：：：：っ？入力よリの C心ゅ伽虹
心 l醗よりの I、0ルス豆 Aは冠必加心如心＂設貶 L たん屹ftムは0硲～／~~)
叫こ、いっ｀•四Io i市りかてくJ,\._I す｀AND，成の出刀 1すでない二'c. 1こなら。葬駁知
ヵV勾｛快なからかt幻SIごしたとj, I\'う 91"う‘/I-"を我1うすハ噂珈であぷ。

かんど＇うかずとよ・ふ釘かわみちあ3 、やまてらひてお
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［心も‘ン一了で和レア也トンぅ麟ま］
船桟和‘ンビ渇談噂底をす恥 l＝知‘｀5 、べ‘ンゼンとアセケlレ了也髭汲令痣
護輝l足した。靱m馳手、ベン伝ぶ｀乙， 3、20 :t.f)、 02厄記34、3凡ア包lレ
冦斗、バ｀て2.=3`o5:t:. oぷ悦ら I2=lt:>、 07立＂斡詞柔｀lもtiゞ同じ惟もとる。ラ給系
に砂ても寿命1'J、町妙扱内で向項をt ~1)\`、 1迎ア也-4- 1ゾ厄トンの嘴度机的と
紅雌愈啄噂少し卯戒屁｀鉗立し zu fふ＼。
［アセチ 1口西田釦本とPPM細本］
騎ズペ 7 卜 lレ刃＇う℃こ忍め餌知濃度に打して入ょ偲）を 7゜かけ 3 とせ瀦頃l床
直りふ印t'l=, -1,もに PPM僻について 7゜口叶したも叩'lm 1J91: t"ち初屁
知 ✓? し 1 1 も入2.-;::; {)、 313 →[c..玲叙＇迎似し広 Iで⑰違はべ｀ンゼ＇ン岸知と⑰
喝唸心か遺饂該記'’初，知J嘩平り知いいとする碁ら
位汲l譴渡詞砂）成（四）31 ,4l(DPM)3/ 芝MCDpM) 2...T拉｀＇叩紐訊\1嘱籾＇哀？ z. 
切崎濱化しなV\.—対靭車正l ス党舷群パの大汀ta:和細必＞心→＞
気虹）jて＂特にいとM亭（和戸炉むりも /0 伶;`/....t穴 5 凶．狂 Cy釦叫
Cr(DPM)3をtt薮してヵ江知（印、？れぞれ。174; ()、、6 X ID幻公ダ｀迄'DPM舷
印切炉I ヽかい。二(l\::::.t. l1 墨心叩和］四イオンpl‘紐す鴻令I DP暉絆
0 X--41姜り＂釦和\<~程していうも＾り伊みれ'I) Kiば，嘉愈知依凶と 23Z`'我少し9
0Jゆメ上で11J \¢如も--~とな｝餅、そハ喩＇化しなCY(aC奴）虹忽I笈
GCOPM)3は 2 ク， 7 7o である。

5
 
q
（
私
ゞ
）
d
Y

似DPH}.2

0,4 

OUTt 。亀3 ,1  ：ヽ： ：勺全ら
仰＇se 叫e 守呼ふり 。｀05 [Cム。1,¢]o,l
7'’o.,97行？下、 西・2 喝直鉛Q走孜

しX) / ｀塗屎，f1i.々11', ~"I, 山念；知靖季拒会／NO S-明叙／17夕）
2. k、珈心I MF(,<.Yい如心^/ H,Y胚辺石r^;R叫co必叫.f<.必‘如1必． L点，I

五J 307(I97上）
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2M17 点ジト n ニウ紅酸イ虚瓦爬

（東大（エ）） 0小野町E已 氏平硲輔

〔目的） 鳴電這阪は固体中吋認這叫K態や原繹紅輝遭甜邁立る汎て
軌な手段として注目されてし）る。我勺＼3. こ0)配去にさ｀）液相中における判咽 01碍的
情報も得る：：：とがて•'きか吠｀はないかと考丸．研突に着手した。
疇かげ｝曾中の驚いと相互作用しそ0)一部が覧紅麟い這的這知応ト
ロ＝ワム⑰s) を如成す~.和：：： I1mt..°シガ｀艮詞の一璽項R(s-?s) と平行な三爾項Tu(
ャB) t‘• I: 3 碍玲て注成され、それぞれ固有0)寿命＼す S4汀｀．． 0. I災5 硲賎，ヤ稔ガ 140
咄紅あるが．周囲0)物曾の腎う状態ゃ化器的性繁によって変化する。
本哭玲直．醸伯虹謙薗咽水溶紐て＇廿§<I)寿命を測虎し、そ0)酸化辰良 1こが）甘発

訊 l t:::.。

ぽ峻） 寿命副史装置 1:lスローコインシデシ又まさ採用した。アラ又テッ？シンチレー
ターは NE-111 ，光暫も増倍喩諒 CAー誌荘，苺問浪盃度換器 1訳 ORTE じ社製437
A翌さ恥た。試料1詠＼コ溶餡し、叫磯忠液癒源＼〇応遠哉入し．難直t詭差が 1 ・／．訥
になるよう 1：：瀾定した。得＼れた寿命疇 I;\2.噸疇し短寿命成麟浅騎闘
謎采めた。本蔑験和い分窟蔽（0.8喰武）が悪＼）伍｀．℃2= ~知につ 1)ての母検萄した，
〔絲果および考寮 1
酸化性物質水怠液中詞．t-Ps0 寿命＼がクエンチされる。t-'Ps (l)反応すi応式と肖） T
翫 L た。 入2 ：：：応＝入区()\ + k[S1 但し伍I ：睾胚臼げs 叫饂速度，
(SJ :溶管0)濃度， K: 瓦匠速蔑史数賀 set] -iもる。実際に｀哀鳥0沿， Fe(Hz0)t

゜
1.0 3十

Fe（比〇） 6

入2

の濃蔑変化に対して．心拉成 L -f゜ロットしたところ
囮． 1 に示す如＜直碑が得られ．上式が満足すること
ガ＾確ゥ‘めら札た。応て酸化艮民 0 大きさ l'j. K (J)世
さ町）て誅論できる。
鴨イオンにが）てば酸化反I応の尺霞乙して棟導酸

（硲ec) / 化叢記電位(E゜）と同）．各疇平｀｀の K と已麟
と F•I g.21::. 示 L E。:::Cl)回-c· K と E゚ 1::.1す一度0)傾向0)
ぁることもゞ｀ゎヵ‘, t::.。ただし． PSの濃鹿ガ典節に）！、さ
＜．寿命が恒いこと芝考 L れば平徊杖民·として0)ピ 1i

ユ＊

Fe(H2O)6 

o.5 

0 0.1い鷹t1 0.10 

~i ~.I. 入z.と濃護LIJ)閉魚

おCJ)巨まさ社・うじ｀ひらゆうす Iう

考たられなり。ここて••\~鶯吾漉和打0)目宅ヒして E゚ を
即）に。

棧(NI--\ぶ lさ需う移動いt節に速<. E゜も大さ l)0
"t. K (J)値市大きくなるいと思われたが哭畦髄屎IJ
予想としお‘逍 I：：なった。これ 1すt-Tu <I)酸、 反応の大ささ
K と．喝電吾0)消戚‘速度ガら求めて I) るためと思われ
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Fii-3 唸イオン中0)知k炉囀

lk函は M.A如， Int. J .Arr-糾 `d !solo戸s, 22直(I獨）
3) g1 用．

る。即ち． A郭 (NHぷ吋'-Ps = A8+2NHa+e+ 0 艮応銀了ンモ＝了錯体はイオンて｀｀なく
なるた(t). et a:,周囲｀吾唸喪が）lヽさくなリ消滅 l 1：：くくなると考え B れる。 Fis ・ 2. て．．i
脅、した物曾 Id ね遭吾臼有する罰曾i‘．立°ン如紐いい戸．
酸素酸鼠につりて ll. °S゜さ国）ること 11 酸化反応の形式が復難ゼ｀あるとりう理由ででき

なか‘った。そこて．．．祖碍冷（ea伽速度梵牧さ I{ ラ X ーターとして． K社 ke；，ヒ0)蘭係を一
母じて奇た (F i~. 3.)。屈よリ醸緊醸塩とPs とも辰恥ほ水和鶯うとの反限に蒻似入して＼）ること
ぜ｀か似た。 Ke叫 1d゜が娼輝蓮の限思点に近い。拡敬待途t＇｀あ~ 1cl゜以上の魚を院くl:'.'...
凰Iさ冷より一桁大きい．そoh.\°d.水和賢吾が負0)賢袖と持っため．竹極さ収やす 1)唸
イオンと叫租到輝が生じ｀静賢屍的反いが醗配 B 如ること．知ェネ）Lぎ‘-(I．筒）畔
這合エネ）しヤー（6．網）と比較して）＼、さ 1) ことなどが考えられる。なお鷹イオンと木和
賢紅直疇鯰数研＇ータ不知臼．鴨イオシにつ 1) では検討て｀＇きなかゞた。
此のことから、-t-Ps と聖様潤曾7ド案液の反売楕鳴と次のようにラ徳した．還移：状態．で・
Ps+ M吐呵sM吋→ [e+....eー・団） 釦e―磯合が切れるが． e..0)か費

荷のため．クーロコカによ＇）ざ叩暉
囀吾窓喪Iさ恥匂）．そこて＇ざと€は対消浪する。 Aわ場合は一陶吾移項 l迂＇）イオ
シ召＇なくな釘式）．ざ0 周囲0)賢う唸蔑が）＼ヽさくな~O)で｀．覧う移動速度は涅．いがざの
洪欧1-:I遷くならtのと考え虹れる。

IO'l lOe 

-1.2 -0.~ -o.4 o 0.4 O.'i? ¥.-2 ¥.6 
E.o (V) 

西． 2. E゜と K 0)町屎
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3M01 ~磯味戎カパッダリ‘..Jグ‘乙幼鍵碍訪翡j

（郷） 杞牧背

4叩荻釦応釦戸心聾‘極心輝釦液叫這嶺1..べりトマメノり／
A ゎ伽して孔，貞麦叱紅うA イ沙成砂ヽベ面朗り硝足もお頌パ灯：：：。
以 1恣蜘釦‘はパンのむ崎がきく， X’) 紗にlv，ゃ凶 1ふ蝶磯違底
※射能洛知t，虚パ‘＾釦しぐ直羨便ぇゎ須能杉屁唆され杉。紺夕灼準応JV
叫叫紅祖い鵡汀呼鯰庄ヽ叶いぷ幻屁クレがい鐸囀墨‘
沿），斎竃パバマメト＇）信I ぐ1レパ街重斜昨し切釦鰭し砂とつの後、然私ゲ
釦‘祈る口以 l乞 9蜘び‘豆函螂クりれ讀い淡紺柏鱈 Iクパ潅心滋嘉
^‘ク心‘)浙淵t匂和兒か涜碑遡瓢改れ、り砂クの釦葬窃c狂鯨口細
ふらぃ。此心ぅ虚知ヽら，総の4 イン記して紙ふ應しそ‘‘”‘l勺ヽ1 て
患御‘らの以m、1伽してす,i,化釦囀邸啜紅瑾っ彦。乙：ふよ凩紛叡
の知虹籾洸朗ざいん，斜鯰繹含む彬ぬ‘む紅嬬拉和 x 紅／も？タリンクrl~
ク‘‘ハ硲ふ 4ばれ霞パクいマメノタ／四ふ這虹（パン灯り'(} 1 -rライ
炉江MA ，紅ぷ飢磁祖鯰）績られtヽヽ幻縫んぺ／夕 I~い叶ぶ歎Me寸介‘ぅ灰
Ke.:り疇和v'f乙沿患砥約 1噴訪ずヵ易合の1.. Iヽ父，クりングの消叙：lクが‘1 ⑥べる。
“久べ外ツメ／夕／あ‘ょぶ喉l龍
竣痘贅蛾1項耐 3 。前釦 elf砂 300 • 

双伍炸，レス街訟輝心扮？，紺
釦A クツ)-マ沼れ象綬雹の介ヒつ1→
ある。後窟ょJ‘／れも A釦 >,/..1v~シA
-;;(`右90該いし僅＾，扱：扇ク‘ら家：
仕胡9(/) 第印綱‘パfl Iヽ＾／し心豆
ね。滋心心ぷ (Ag);:,./ンケ: 1001-

レ／ダ／汀即，虹緯‘,"゜いが4 〗

200r1itllIiIIi1ill II 

(1) 

I I I 
l I I I I I 

I I I 
l I I I l 

(2) 

虐五量ぃ4-) 1,;. 名し仁。ょ·円
傘疇炉‘碕蜘細繕〗 300- i ll Il1 i廿 Hl 111''1l11111 如ご霊ば；と』 8 200 IJttり什 III 廿 I.I I I 11 I I II 廿什 Itt11, t t, t fl 

1ク（':l-)謹J定乱降し，ゞり頂じぶ
あな。 4がりる的改れ負名し丘喝合
頑嘉紺釦，サ辺叱社和咽 1001一
む只嬌られ碕象わ‘らス／ぐッタ
リ｀ノり沈t紅、疇Q滑孔知

(3) (4) 

I l l_ l_ l l 」 I

6 12 18 24 6 12 18 2 4 

あらf~lつ戌
り焦汎所双塚粒，疇七．？）即応鱗甜属松戌愛t.

Measurement (Irradiation) time {h) 
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3M02 幻象史の反跳原子り知一＇亀齋板、からの放玄李と
炭素中にお 1する梱程について

0 （京大炉） 橋本哲夫・ （金沢大痰） 久松俊一

1. 以壊文にともなうび反跳原子の挙勤を潤べること 11 、少也森化席的に興昧のある放射
淫麦系列て‘｀の非乎衝か鳴ゃ、絶色毛象1本条面へ肛荷亀粒子トラ、y 7 生成揆構餌8月への基恥
研究（び反跳トラッ 7 の生成）や、へ＇）ウムジェットぅ去による囀速 RI 輸か齊、の麟条
併梃わ勺噂源のテェッ 7 として重要であるばが、メスベクトロメ~'/ーの際に真空
容器ゃ旅這麺ぉよび羨紅い輝ゃ笏化をも 1：：：らす主原因であるねビの観と、から進
配紅l されてきつフある。 5激ら (1) 11227Ac 、エ~Th 、 22伍 1ふと‘‘疇貶復試料を用い繹項濠面が

ら放出されるよ反跳原子の同足を行な 7 ている於、足量的な取＇）扱、‘‘l:t印亡｀行なわれてヽ＇
ない。籾告祖の一人も 233了電看板を使用して徴量ぅ昆在する 23可景をメスペ 7 トャメト 1! -

によりl足し［：：とき、授玄屈表面など‘ヵ＼‘‘追Ra, 220Rn 、 21年。など｀トリウム系列の終孫詳尉重
によ l) ぅ弓染さいているのを見久していぶり知放封化尊討綸会(/ 7回）で 1 む'°p。年0渇瀑
｀ともなう 290Po 自身のスパック ’I ン 7現象について鞍告して来 Tミ。ここて、、 1:tトリウム系
列に属すぷ吋（謀諸該持を含む）電侑線源試料を用い、言氏料表面がらメ反跳現象によ＇）
放出されるび放こ身寸｛和 I司足足邊を行ない、豪原拭料の履渥 I：：もとす‘く放出率（又はオ麟率）
9疇い羨星を誌めた。つ＼‘て｀｀これ豆反誂廓、 「］
子パ文土を紐止する「：：：め、放射線今餌 I::.3知炭素
応＇、おおうことを舟允、患、着炭棗膜唇に吋するが、
反跳茄、子の放如年の麦化を誼べ｀、＇兒全放幻且に
叶充釦濃厚1 なわち炭素ヰて‘のメ反贄原子の
康程を求ぁ T：：：：。

2. パ放射1本線叩して用＼‘「こ23勺試科Iょ竺Pa..
を原子炉 (KU/<)炉心｀＃戸｀ 70 り奇阻＼ヤ性子艮忽、身寸し、

ほぼ 1 年 1釘冷却0) (1)ら 4 オン交換樹脂社を用いて
精嬰し「：：（？線源拭科 1Jステンしス萩上にぎ酸アン
毛ニウム溶痕がら電着後、赤、外ランフ゜て｀＇乾煉しfこ
も0)て｀料料Alょ電着夜 2 年経過しにものて‘5x 16哄
”/c必0V を、言式料Blま電着後すぐ＇本拠験に使用且
しf：：も0,で /2 メ IO-"'Jlf /e元の可―を育していた。

嚢原表面かぅ放出さわるび反跳原子をオ哺集する「：： : 
め、緑源版遣麟（ステンレス板）ヵ汎｀しかに蝕！
和iいようにA25 仇仇麿さの伝曖舟ースヘ゜ーサーを
介し「：：状態で真空 1十（：：：： I メ I 0-2 i:o i--r) におざイ壬意切
捕泉碕1訊後捕集板上パ波肘能をシ '1 コン半卑本
険器を 1利\\てスペ 7 | I 匂則定し、畔泉源上/l)目的

図 1
←→一

9•’” 

CHANH9し'"""

緑源拭料 A {l) cJ-スベ 7 卜 Iレ
；；月
a^ こ

2
 

．
図

..... -
99員 9999 99 • 9E9 

哺真版 (A) <!)rJスペ 7 卜）レ

l j:しもとてつを・ひさまっと l かず
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3M03 • (n, Y) 及麟、手遣集喝ばう現象

（認火）松痛辰蒋象水義火
（祓欠エ） 恥l睦蔚面沢嘉寿蔽 0森岨克

原躇疇叩認も吸収すう際、prom社一r-rays t呼ばい種々1/) L和レぎ—tもっ
輝の汀知約／0ぢ砂、＼月に放生する。これら0)了翡泉のうちには、々の放定にょみ及釦‘‘
金属原紅そ這湯鱈遺り叫t叡叙させうに十加にわし埒ーを持ったものもあ
ふ。々こて｀、この幻緩名も爽警：：把ぇうために，及跳源、か源.'(たク金嘉滋 (source) ヒ
及誂嘉臼捕集すぅ叫ector とを対釦ぜて拭料簡違元駈真望I::.3l 這子炉‘｀應討
すうこヒしした。前日 1::: I1 インジウム，か菱着襄t source とした邊冷改察l::.(仇/r)
疇原名を捕集て｀ぎf-::ことも骰哨 l fこクゞ，吃 I::.)げジウムについても同様心す果を得｝こ
とぶできた。この忍者果t }1、千 I：：示す 9ゞこれらば原子灯勺‘'翌射叱 1-:: sou,ce. k coUec.torM  

9戸1Jりえ及＄縫、手1/)うち正 1シオオン化しやもの屯追い返すようにして電圧tクヽ 11 tし‘
rjい coMe C,t。r 遣｀集 3 れうものし比較して h た。

紅駿I乙おけば銃蔚の地l舟填l えば‘
）｀りい麟口麟す五Vrl1：熱匂
柱狂｀加わり 23V汽 rS って金属麟心心

Chamber 
number 

30 

31 

32 

52 
23V -counting rate and the ratio of 

cha~me t al 
Fraction Fraction Fraction NI/NT 
on neutral on charged ionized • (%) collector collector 

385+21 98丑5 287::!:26 74が11

(+SOOV) ｷ, 

627+31 145土18 482:!::36 76丑10

(+SOOV) 

401+36 683+27 

(-SOOV) 

し collect。r に付扉すう。したり＜って 23V泣の
紅す遺町線（JI/3い<eV) ~ G-e (Li) 
検這心l足したわ 111‘、あみ。 L fぶ‘って、
もし colkect。r に付羞 L -C\,‘る）＜ナシ｀、ウム原 * :l ; The counting rate ofionized recoils. 

T;The counting rate of ionized and 

砂‘す＾‘`て（ n,-r)及誂によう，，，ならば｀こ0) neutraL recoils. 

coil e しt o臼今度廉、企応｀＇懇射して知Vj2^ i紐贋叫狂tいはずであう。とこう
硲｀この綺·4訂緑が椀放された。この原目しして印ずぇるこしぶt‘、 3 うク立もっヒもずぇ
られぅの“＼原謬内にあ‘心麟叱A註 Iこよ~ sp utter i n3 である。このこしも碓fヽめうた
めにまず二虔月の畔（印枚村化）口墳町級吋該をより精籐 Iz 知うこヒり澤和‘`
あり l coHector等gm加え 1 輝ばかっヽ｀て克駿t行なった。又，高速沖’4t手
ll1 影撃屯紆るたJll I魂ドミカム r‘'試料管も包升込んで｀應、射してみた。以下にこれまて｀h ¥: 
こぅ得られ賃［屎t示す。

Detected 
nuclide 

49 In 116m 

, A 198 
7 u 

23 
V 52 

Counting rate on neutral collectors and the comparison with 
the re-irradiation counting rate 

Y-ray Counting rate, N Counting rate 

energ ! after re-irradiation,N{R) 

(keV Without Cd With Cd Without Cd With じd

1097 13581<129 11839士 120 2087ｱ52 

1293 16058士 135 14445土 126 2721士55

412 690t 27 472士 32

1434 2373土 55 1955 土 49 160ｱ35 174土38

まつうらたつお・せんずい心しひう
しばャ＼iうわつあJ·にしざわり＼す＇、しげ｀ •もりた＆しみつ

86 

N(R)/N 

Without Cd -With Cd 

0.16 
0.17 

0.07 0,09 



3M04 中止
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3M05 アンチ毛ンがHe, 3He 反応にお汀直蒋愚知考齋

ぽ瘍燻） °謙倉史，外林武
（都立穴据） 中原 弘善，村上悠紀雄

l 目鉤 l 同灌疇utrol4 |jamde 郊諏es と hole sfa記鱈談麟す否た ~ll.
綱、刊わめてj譴料であること 1こ知炉いた。 121sb -c,123.sbの二っ疇疇事I iiさ訊
た唸虹＇，韮りげる生成碗種である．、‘疇的のために /2/% (()(,3He) 112Sb {I) neutran 
釦i炉r i ng疇'C. IZ輝（叫e, OI)I匁5b (}) r-i i ck ur-i反爬の二っをば記する。
こい戸'’gvound ⑰ates に近し） レベ｀彫＾の直培過程麟I こっ L jて 1 ざ， count囀験
で笈疇手の角應分恥I約レャ'‘- 1 八017 I- Iい謬＜厨乳されてしJる．
し1J‘レ勺がら杖僻粒子(j) Iネルキ’'-b‘位くくJレかも 1,,,.eso日糾1ce 構造、も京さ勺 l l ざ）な
部分につ＼＼て 1 す， DWBA言嘩レd｀じて紫甲できるかりうがi ¥ \うざう分検討Iが出籾
なさ孤てt)ない。

レ謬＇って．店甕醗に加＼て 1 t_ (戸He), (3He ，ダ） の1， ntegゅ l CY0555ecllび＼
鱈めて．そのうちの複合汲逼程冠繭這 5喜手を雌諭的に差⑳くことにぶって，残こ

：汀言犀□言`c``]口言どぷ言）｀霜贔言竺
虚Sb 疇るこ[ I ：む）， DWBA紅偉の o叩心1 potentiaI 1ぐうメ—qを霞謬
-、 L にぶって迎似しうる。
そして、こが噸すから 濯eutron のp3代に le 迄応 r hole st癖5 直す碍影
恥せて行なう。

I 賣町 謬呑麟配恥炉ケ'’、．ノ l-咋戚 lず真空萎着式によった． 5bほ 99.吟咳
麟應株証付ぎの市rf) t /ぞ汁 l 以上叫じ摩操作尤加えずに国 1~・ダーゲット0'1 Iゞ•’Jキン
/凸tレ乙道［以疇砂材料であるため そir1 [ I恥た。レがレ「］がら，蔦空蒸着斎で
履直恥いくの上につけうこど（す出まなかった。そこで'Cu恥上 1高疇麟喜
でぎうこどより，あらかじク渭I er 〈の上に 30喝／直彗 (})c(A＆菱羞レ，レがるのりに
和を竜品直着する方：：：和一互に吟／c付オーダー炉昼心b t 1年，がっ金属影尺t1恥
た呑甘 ダーゲットとすう、ヽ＼［が＇、出また。勺ぷ‘A叩エネ Iレヤ’一忍落tす為に 瓜 1 Jくを
”もちいた。勺ぶダーゲ｀‘＇I I-'げ麟恥ヌダ・'i 7 i:'.-レて蜘レた。
叩戸トロら戸西りい這l司ざせてし 1 ただi l 応綱直楓、Id'1< I 紹菰コースで

巳｀ーム＾広が｀ 1) ，す le而程應。エえ Iレオー 11 'Dee I責蒻ゑ B 16 5 l<H2 どレこれ I 'J
o.114xi2叩 I てよリ a 商+ 0)喝合 300 日もVl埠当す3 。うた BeMI 滝浣13 豹 I _,,MA Z" 

二幻-[m 凸響ばfgo/oY 見込む汀1吹 Iす露6 X 1012 但／ sec と分る。顎痢苺I旬 IJ生
扱腋祠l1'>羊成期か屯 11 パ'95呼哺引朽した。

ヤのくらおのる，そ'(, J‘やしたltし，なかばらひろおち，むらか丑ゆぎお
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頸すした茨厄主たる生設珈I ct ヨう素とデ 1レ Iレである。：れら 1 か量iも妨 <,Sb0 r綿
過l 甕にたいし渇鼈足字ぇ＃冠＇・イピ悴分離ふ行「いた。 I l れゆるスチじ’'ン戎て＇’•履(J)
バ•l "(シrJ''i'lもに、広知考サ‘し＼ー復 I 示巽菱空乾固させたのう｀船蒻知固考毎して
乙1 (J)狩末厄疇下して Sbl寸ぅtする。それ£ Br豆麟 Hば溶茨で 1、う’')アし 1-:::
小りに，靡し』蟷桑こ＇‘合ふ謬殿碕リ，·`‘の撓皐喜 l 店虞叫璃も改｀昴。ヽ、の棧1F
に先だ？てョウ壽，子｝レルのヤマ II ヤーと叩えた。
汀、栓において lす120匡心叶eが‘すべてザ・也祓種であJ) f l瞬汀炉°禽吟
知い疇嬰叫がないこt,,お dぴ竺叫(S-,g d-ay )'I吟 Tt (2.麟y),
琴「し(604- day)と詞叩喝）ー、と虹疇：：：：あ;:} /)糾陵さ1.1'lな‘というかJ点を住 h だ。
このよう［こして得ら爪た、 S柘53 (7\う児般も 40 cc 6-e (L,-) Detec.1cr で直i靱虎レた。
可いたはい） Detect(Y磯鑓碕J: IAEA の Ca ii brated 9聞疇5ources`
て戎めたグ'’うフょ濯叶とった。
矛たq研雌．［心砂tie叩 T3ble of t5ば0pes （今IXTII EDIT01'J) I こわた。

l 囀と舟冑 I 輝甜恥岨Eについてば、硯疇研印＇あろ。
しかし，反然杵在叱応b£ ダー『＇ット乙し-z: I叶いう乙．｀b, 巧~I I芍坪＇庄扱レ

店々の生匈綱疇鑓履嘴から，采のこりが言える。巧b から吋（O\， 0M) の得手が
叩げら 1 オ(o<, 3/t e) (Yl, a) (J)符手が歪‘折ら成 5 。し、ここ99 0, 2p n) (7)Q値』
七鑓似 (20 印ev 以上）その彩嗜げ叩碍ぇり,J(_ ~ら］た (3He/ 0()につ、＼て` 3Hen)Iす⑭爪roun這軽這f-: tO'r l砂知Jヒ苔え，山叫疇l7J＼とする。
虹しレて It疇～ 23疇磯壽訊て＇（以，輝）麟ヽ 1オ 100~200仲
叫碍五てほほ''..-定であリ囀嗅渥碍っていな I J。

幼ぃ叫anLそ

51 5b1;z.1 57.2翠

JI S炉 42.79o/()
出 It. I;{ 々

5i sb120 5, 84ay 
l22 

51 5~•- 2.8d21y 

,,I %124 60.4h;v 

vM in i切1<;:} ，，杖応',ti es

I. 0 3 (り釦／o) I. I 7 I (I o Oo/o) 

0,564 (66 ー/o) 

0、 b03( CJ3 ク／。）
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3M06 オ｝し卜 7 ェナントロりンおよび‘ビ‘ピりジ‘ン俄、 ll[)錯降の

熱分解反応のメスパウアー分光法によい副を
（東大理） 0位藤春雄 富永健

鉄化合物の春玲解過位：：お 11 て，固体内における化受要化が‘鉄慄手の煉弓価た構造吋t
化碍う場合 1立 1-;l, メス）ゞウァー分光去が有力な研代打段いなる．われわれ ll 窒素二崖訛
位子 0ーフェナント O りンも含む俄錯体 LF2(phe心］C.I 2.勺恥0 の熟分解過程を釉咆す
るため T 句 DTA, IR, ラマンスペヮ\-)レ）ぶ該佃争， メスバウアースペ'7 \--1レの測史
を行った。印迂澤痕討4)ため［Fe (b ip')圧に I1. <I)熟分鯨麟て得られる Fe(b,,P‘))CI2
(f)。t'il.n,e form) rose 匹d. forVh の農l輝 1-::. つ II(.麟 Lげ
立堅鯰· 卜りス（ o- フェナンl- O') ン）鉄(][)喝化物 [ Fe (phe.n h JC. I '2勺出0 の憬法
lさ硫駿第一毎'l. 0-7 ェナントロ＇）ン l モ lし比'i'I : 3) をオ＜渚来中で混合 L塩化ナト＇）

ウム濃厘澄液屯加入，生成したぅ如殿を水・エ 9) - 1し混合港媒て、再釉品した。 この試料の

＂配紐 l汀み 1する熟分解過程を熟天秤て恥 L, 各段稽の生成物を島津 ME年 2 翌あヽ
よび日立 AA 一知 O 型i-- 7-.. Iゞ’ぅァーズペ 7 l-0 ＊ーダーを用\)て四 3 Iも 19S-l<, riがく
のスペクトルを泌定した。
＜紬果這寮う い）ス（ D- フェナントロ＇）ン）鉄直）喝化物の窒昂気或中t‘｀の T句 DT
A 曲線を図 1 に示す。

1) 各段階 I I I[ 皿 Ti7 / および‘中間段階の生点物
元棗分析およ V‘TEr の紐果.t.') I lな [Fe (phe心］ Cl1•1H 2.0, Il l本 [Fe( p heh)31Cl2,

1li. lな Fe(pheh) 2. C\ 'J...乙推定された． Wl"l伯 00°C.付近t'‘絋解 L 良し）元屎分析値を与大なか

った。次 1：：各段rgぁ本ひ、｀中間段階のメス／ゞウマースペ勺トルを② 2l：：， まt.:.生成物のメス

lゞ｀ヴマーベラメーターを表 11こ示す。

_!_: [ Fe l 1:> he心J叫 •1 肌0 1318 スピン鎌体てある。 （図 2• a) 

L :[Felp he心 1 C. 1 1. '1 出 0 •[F e Cpheh)3 JC.I 2. Iさ 100
水配呉晋℃メス）＜｀ウマスペ勺トル l：：度化 1かなり。 ・'·1 TG 

且： [ Fe (phe心］ Cl 2.ほ I の無如盈ば］ 2•a こ疇這 3。§
且：［Felphe l'l )3 J (.l 2.→ Fe(phen)2.叫 llD TA 咆線よ z
') 14 0°c付迫℃粒流餌 l"l芍みやか 1：：進行するものと思われ·竺

るが， T 白 I也線の武曼が 220 ゜ C イおい‘粕なって I) !) o) lーJ 
多

IV 

2 ーCIMIN 

p heV\が紅、が 300 °しじJ.....t:こ恙りため解腿 l ""t. t条翡品中 ゜ O 100 200 300 400 SOO'C 600 

l祠式っていろためて‘あろここがメス）く‘占ァー 7、ぺ 7 卜 1しよ
＇）明らかになった。また図2.. b のスペ 7 卜 lして‘’卜りス饉

体 1＝祖きするヒ°-'7が小さいの IJ_ 2. Ci 3 \<..ではビス錢体 1-:::.

比較して啜収が小さいこ'Z:. I道困\...てお'), 'l 8 k のスペ．

ケトル 1：：おりて 11 ビス鎌体こ同絹襄のt:.o一つ弛襄を示す。

且： Fe(ph e. n)2 C.. I')__'□ 高 7、ビン錫体て｀‘メス／、、ウ？ーペラメ

t又う 1本るお• とみながた IJし
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ー勺ーしな文献偏 2) ℃ー薮す百。 （固 1•C)
81.5 冤··..'ダ：：が．‘.，，．：· •史•t.• .··.·as.-.,·.9哀·宕．，·；唸．衿

I[ •!Y_: Fe(p hen)1叫→ F~ (p h知）出 l：：お l) て謬 89.o a •唸．；：ー．

罠J::.昇 Iミこもなり條々 1：：菱化するこ乙が TGr, DTA曲 32.o,-..• ̂...‘‘^· '·-二、王;·.-.-✓.-:．→·浣 ・ヤぶ唸
b. -. :....... 

総およひゞメス／＜｀ウアースペ'7 卜 1レ（図 1 ・d) よリ咀らか 32.s ｷ • ••• : 

になった。また4-00 °C疇濯翁があ‘こってしl るもの'(.. 23.0~ -`―-^-．．．．｀‘,ぶ＾～：•~-·,.、--~‘·..、，，.-^—··，

箱定される。 22.0 
37.o ぶ：：•｀.. ‘‘-··..,.3ぷ．。••_.•,、心

亙： Fe. (p heV1Kl:i...この熱分餌豆‘窃叫別 1違紐麟 36,5 d .::.9,;..’··. .... 、9ク ・・・・7'•ぷ•• 9 

から合ぶした Fe. lphe"')(.I 2.'lメス l<‘ ウマーパラメーター 70,5 、... 盛·唸：‘.. ：：・ヽ• .., .. 況：一． 乏．竺........ そ．：ぷ，••,..
が 293 k, 195 k ，り 8 KIてお n てよく一致し）両為 Iな 700 e ヽ叉．一 ．、．．ダ

、合：．

同一物策である℃思われる。 （図'.2.,•e.J~および表 1) 6.o.疇.-`-.-·--•• :.—~^•?.—· • `•9--..,_..`··../‘・ダ·-.'-··'•`←ぺ：ヘ
5.6, f 

以.l:::より [Fe (phぃ凸〕叫・'l H '.L 0 の宦祟気束中での ミ．． .; 

穂令餌年 l'J.次のようして進む L祖定される。 990 
mm/sec 

国lpい］叫・叫0 • [Fe lp h€-心］しl 1, a (Fe( phen)』 CI2.n 凡 0 (l. D) 

• Fe(p hen)2叫→ Fe(phe V\) c...l2.• ど云盆en)2 m (m)  

ビ｀ヒ°')ジン鎌体心這で生成すぅ Fe吟）C,12 R I3 f Fe(phen) CI2 (p;::arご，ば。C•ss)1d -,~-,----.() _ - - -I 293 K 
2) トリス（ビ｀ヒ°リジ‘ン）四）嗜違物の穂分餡嘩程乙の比蔽 e Fe(ph-en) Ct2 (IV) 

桟造畏1-1炉のいる在が言忍められた。1) か託も oro.. h9 e.. 図 2 メス／い‘ウマースペ 7 ¥-Iレ
f or~ l"配旺 300゜しで豆）と rose red form 1..‘‘ （速殷ば．純誅茎率）
俊:i/i lか屯酷章夜から湿式法でも合氏‘て‘きる。この知尋 l"J.メス／ゞ｀ウアースペ勺卜 1レ，粉ま
直記餌区砕；py)C.12) 炉ら (b;p'J)ti 1,'I'...の比穀） l 1 R 7',ペ 7 トル，およが磁化

辛から orange for-YI'\が四面保王／マー揖造， rose Rcl fo”‘ が｀ Iヽ面体ば＇）マー禍造こ雑定
され）熱令解 I吝，→ Fe似py) C.l2.(orange form) →足固pヽ）） Cl1.いose red tol"~)• 

FeCI2，と考えられる。［民(phe心1Cl2.の杞冷陪 1こおりてほこ〇ような農1-1.体 11.稔社しな I)
よう．見文 3 が，われわれ 11.この辰困が｀熱分陥中Q) </ 00°(. 付近 1：：おりる紬餌にある L 考入，
邁襄を 3 'l 0° C.で一忠：： L 穂令紹た行なった。そc5)結果 Fe (p h e. V¥) C. I 1 以外の新 L し＼
doublet ug沿勿 x) の和社が唄らかにな...,た。現在 Xn 蝉紹 1：：は社だ‘成功してし）なりが‘

Fe l phe叫12 の要姓1本である可甑I9租が考えられる。応知p'-)) Cl 2 の異悦体'I'... Fe. (ph｣i11)ｭ

C. 11 およひ｀ X のメス Iゞ'7 7 -/ぐラメー勺ーの比較交表 1 に示す。 この稔果ま、よび‘Fe. (b;P‘))ー

C. l2 の姉肉がらの森唯 1::. よ')F-eー 表 1 メ 7、 Iや勺マーベラ＊ーダ＝＿（m巫／心c.)

(phe"') し 1 ュは塩品喋穏のハ面体オ、0

') -:Z - c:.稚定され， X lJ F-.Q.Lphe111)ｭ

C..12 (fJ回固悴疋／ 1- である可眠

性が考えられ否。また Fe しpheぃ）2.
叫叩怯分解生咲｀物り九ぺ'7\-- lし

を祖訳す~'(_ X l"<. 祖当 3 3 t:.ー-7 

がわずかに認、められt"l.. o

化合牛勿

[Fe lphen)31 t l1 へ応0

Fe lphe ぃ） 2 CI2 

Fe(phen)Ch （熟分角年生茂｀物）

丘屈hen)屯ほ訊‘況仕洟‘物）

X 
丘(bipし））C.. I l. hmse red わrm)

長如py)(_12 (OrQn9e fomm) 

2q3k 
う dEQ

0、 3 2. : o」斗

1,00 ' :2,98 

1 、 0 2,I i I 、to

1.ob: l．付
I 

0 、9 1,'J..bO 

l 、 O 'l＇i l 、 l斗
o.'t~ ' 13.S"i 

I'I 1,K り'8 1<
ら AEQ 5 4EQ. 

' 0.3g : o,27 0.3 'l 10、お

1 、0牛 1 3.19 1 、 II I 3 、2'i

1 、 12 ，1 l.'8b 1. n i 2." 

1.1 2. /1、砕 1, 1 8 I 12.11 

1,04-11.13 I.Ob :2..ao 

1 、 o~: I 、3g ' 1 、 IY I l 、り b
I I 

1 、OD I 3 、し5 LO3 1 3 、'1 1 

＜女献） 1) H. S r,:+。 l T.Tominaga)  Rad;Dchem. RaAioano.I. Lett.1 in press (l 臼）
2) E:.. Koni3, S. Hii千ner, E. Ste.iche1e and K. Maclej a ，乙． N吋urf orsch.,
声 I 5 43.(19 b'l) ;ib;d. ~ b32 lll'168) 
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3M07 二 三の含琉黄夕祓鉄廂体の r 線翌射効果

（九大涅） 高島良正 0 村上是坪

1. 全属鉄．鉄合全f",l i:;·に吋すj放射線の効果，＝つヽ9 ては多<. d)研究があっバ鉄化

令物'"つヽ''t. 1-;l;あま＇）行われて、，なヽ 1 。 我 2 ＾窃袈窒．-Z." Iさ、＝れまt"結·合獣使· ＾稟tJ. ?, 

種，，＾鉄化合吻<f) i麦二よ 3 効畏乞棚べたが、 7 エン蛾昧．リン酸鉄．点蓋鉄ね,:·単純ね
化令物ヴi線1＝吋 I てあよ＇）戌追女に反た 1 ねヽ 9 が＇． こ礼に反 1 -z.. ジ 7ェー，レオ、ス 1,{ I エダ

ン鉄， アントラ七ン鉄． へ゜＇）しン稼ねメ＂＾緒件；，な（線，：吋 I -z.鋭敏-Z...、種類メ茶件，二よっ

"t. >;t !04R 位 o 照射z•• t茨,(t.. ；；つみら礼た a 't:こて“叙々,-.rう硬 a 含碓衆 9 祓鉄麓体 \C クりす

3 I 線照射効果，こっ，、て検討，てみた。

2. 試料"- I ~次 "'3 梗類＂含盆黄夕浪舷錯体£用，， T＝。 A. f〔し（NH1年C硲）』ふi a3.

叫0: f. C,h ·!,Hュ 0 "'醗位手 (_o(NHュCH ュ CHュs), を了セトン中てー反たセ也で得られた稟族綽体-c:··

ぁ~ (酪号((c..。L,)ぷ孔し）。 B. （下e S4c+?h凸： F~ S04· 叫0 :z:.今オエステ Iレ考皮（ベ・ン

‘I`• イン乙和0 10 からィ乍 3) を反たヤセて作った。 C..和 s. (sふPh山：前言e 二量体、立封管

中1-，しエン，＝すスペンドでと-z. 200゜C ，＝熟し―partial J e1radatron ，＝よっ Z 1阜られた。 紡

に吋すっ祐噸の位置，＃吃れをれ正八面体、浬．ビラミ、_/ト＂型．乎面型となっス、， 3 。

翌射,-;r日本原．キカ研究所およ仏．．虹rrl 大手＾ら0 Co 0 線源を用，，て．立気中、室温-z.", l.OX. 

IO'R. 4. 5'x 101R <fl照射を行った。 メス 1＜＇ウ 7 -スペ 7 卜 Iレ m 乗I 戻，9 室羞（一評ド＇ライア

イ又環復) -z.`·行った。

3. ~線翌射線量 0. 2.0x ID¥l'R. 4S l'- IO~R,, ぢ Iする各試料＂メス／く＇ウァースペ 7 卜，v

の畏，庄体シ 7 卜』、四極手介猥ム印．和直幅 r士 左下表に示す。 表から呵らかなよう I二

((C.。い）ぷ］Cl3. ms“`4).,_ て.. 1で 4.5 XIO'R ^ r 線照貨r,..’ スペクト，レ，＝わずかね変化．；主

じたが、和Sュ (Sふ Ph ュ）ュが 1ゴ全く妾化を生，．． TJ `)。 i r, 1R i'-.へ゜？卜，レ名琲l 足 l たが．

ぅ我料エも哩対効果,-;あらわれず・焦翌射 o も n ュ仝ム同一のスペ？卜，レを年えた。

以上＾こ乙がら． これら＾放緯体，ゴi卑I＝吋 I -z:か n ，）高．， G 4直を哨 I z.お、） ` 4，奴

101R 01 ~線唖射 I二枯 I -z一

ニれう＂締紺で於キ欠拾

｣ 1乍 3 : LIさあっ z t、

主汗格樟造＾麦~I:'. 1-; 生じ

TJ ̀ ’乙方ぇラれる。

[(CoL山Fe]Cl3 

位es凸瞑］ 2
現在＝れち＂試料，＝吋

す｝ t媒無射＾笈茉乏竿

表中てぷ IJ． 面線量＂照

射に吋 9 1 得られた締果

も令ゎ七て報告すつ。

Fe2均（均C2Ph山

たがしまよしまさ・むらかみょ＼ぢ

惑射線岳(R) 紅(K) d ("公ぶ • Eo(”%ee) n (→如）

゜
295 0 。 56 0.58 o.46 

゜
195 0.6Le 0 。 60 0 。 47

2 。 0 xl08 295 0 。 59 0 。 67 0 。 55

4.5xl08 295 0 。 67 0 。 58,0 。 85 0 。 42, —

゜
295 0.41 2.05 0 。 14

2 。 0 X 108 295 0 。 40 2 。 05 0 。 24

4 。 5 X 108 295 0 。 46 2 。 05 0.24 

゜
295 0 ．う6 1.66 0.24 

2 。 0 xl08 295 〇。う6 1 。 67 0.23 

4-.5xl08 29う 0 。 36 1.66 0.23 

夭 ニトロデルシドャトリウム 2 基準乙す 3
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3M08 ヌ11.(Jl) t Crl (1I)l1) 1 エン蘇およひ＇吐妬酋錯柘

（八代あ専、備本大工） 0 大缶惰美今 大音昭

和且墓酸し金尾との倍形戚ば，pH Iこよ 7 7 畢なる舘叶樟も店仮する可澁t生か’あり）ぅ騨
する 4 オン印餌祈11 かなり棟雑になが本食荻食て"1;t匂薗加： L げら錯叩知餡和紅
直印して 1 彗）） C翡I）のクエン蒻泊鵡‘釦ゎ卸科t5 恥I '1.,;,/生叙だ教t謬し
「こ．吃の和彦尉 ：：：れら2.. 1 0) K ~シ蔽疇麟 1-::. b' いて示す伶千J)差襄も認めr-o-のて＂髯
する。
舘由急の第肛；り准甚蔽廿社＼は，怜i屑麟 1"1 ふ廿J凡比，A] 恥A2一杞於杵していiし

考とられら。、、＼て ‘’b謳令ヒして向船にならのは比Aーと比『てあらがら 1 -、の助危 A 茶
和§区判する↑乙めに［廿加／IN] を 1 弓ヽ＂一度t L 1 ［廿れー2A2一］を釈にさせるtうにジ苓う夜 ど L 夫
ずう。暴 l床的には D、 I MN~ 似，介認訊に廿＂ A の惰 E 棗＇ kヒ？せて加 2 ることにより，蒻配‘’
兄の多羞＾茫屁丁て＂示す犀（桁卸ぷ P'7岱立し I 日り、｝ k すぅ滋汲 h'’得られる、 ミのシ鬼釆t囮＼， 1
釦オン文視和脂に対すぅ合届J1オン M,.. t 0 分‘配状熊厄評lべるこ\'.. I ：：上り）吐戒斜済印
餌吋を行う：とか＇て'’3 る， I\ 引謁疇叶屯在するとぎle. I l む‘11 とぎの分釦訊紅： Kょ，
ばと L 1 凡厄鈴l斧 M 廿にIA圧II MH>J.-l『~2 ＾庄約定数とすれば；これらのか麒紅
）欠のようになる。

ば／臥—i = p [HII,ー I A-J t f『出訊1.-] (/) 

、‘ヽて］国翻紅 1 こ I"' 喝紅仮兒していう。 (I)か§ [Hn-ff] "l均 I丸［廿知I A-] が'(かワ
ーえっ；麟ii利、、,j-t- 1な＇ Coれ s七、 となるから；欠今ように書 l「る，

叩人ー 1 ：：：伯比炉］ t co汎st. (.2) 

し「：：： h＇つ？て，謬を［出討］に汀して 7° ロットした釦，や（直食い］れは＇勘い卸芥 h b 

¥l l1 MHn-3AM-3 の生戊と吊す）の勾似n. 扉 h‘ り吃わ吃＂れ ¢'l p h’’立りに卒められら。更
l-:. p'’，図（p',，閲疇11年 MH,.-3A)11-: Mい『-4 の生叫）にフ、＇ても／ ~I f h'源厨
あるのて＂慕鳥 1-:. 年｀めら札る。
輝か玄，｀試料森；知疇）I ('邸）IJ)t疇麟 lこトレーサーとして｀ ｀／を加比

ものを用ヽヽト。即方ン知釦度1脂は Dowt x SOW-X :i (100 -v 200 Htesl..) N計望と（更If]し）直
常のバッ疇 I：：仁リ今釦紅紅平hr二，
緒昂：か/ M0 N.,__ flぶtに？エン蒻邸it/1)暑 E 襄'1，ヒさセて言削竪 L ゎ落衣t旧ヽヽて！ ふ虚））
似隅） Q縁｛穴ン支綬1釘肺への分配を知ぺ， l2) 討の陵l',§ t 7° ロッ~ l た鰭聾研国.1. 1: 印
L t-::. ll ＂う 7 である。 皇）／ t鵡）し土に直出犀 h'フ之ぅ Kし）勾配と切片がう店々OJ @I と P
炉和めら4'- r-:.,)笑，万一定糾4-.4- o （こ1,'\¥ 7. 7 エン碗令濾危を知ヒさせ 1 [H 氾］に汀13
鐸召届粒 d 1店n- t虹も訃べう、ーし 1-:. tリ孔，1し箪足 L 「-:.ク Z虚）， 以 l万）のクエン耐錯体 1-:. 1 I ヽ
てや） ~I I $“の項這tじ L Iご柔 l r-:. 。ぅ即濱洛次につ I I 7_ -tクエン薮し同臣わ去(J,I 

MN叫T久代にi証蔽出Tayt n 骨t委iヒ 3 也て加える）で祁l 駁し E 。団 2 ばこの済·成を 1B し）
て蜘叫じJ..[lI) 0)勺蝸炭を乖＇め1 位）弐の劇系t 7,) ロットしにものであら，各々11)釦い

おおよしえみ、‘•あ1およしあぎら

94 



l o• 

5
 

L'P

>
loP

)I

..... . .... 
゜

l. 0 2-2.0 3. o 
. [H2Ci, t ], 1 0-3 M. 

Fig. l. Plots of Kd0 /Kd-1 vs. [H2Ci t 2—] 
at [Hfit-].. o. l M. for Zri(II)-0-

and Cd(II)...... 

Table l Formation constants of Zn(II) 
and Cd(II) citrate complexes 

MH_Cit + 

3 

log)?, 
1.36 Zn(II) 

5
 

l
,
P)l
/
o
P)I 

Cd(II) 1.08 

Mll_Cit 
2 

lo g'~' 
3.32 

2.18 

MHCit 

lo g~ t 

4.85 

3.66 

10：ダ゜2ダノ

Zn(II) 

Cd(II) 

·…-'~•-•'"「•
―•す

2. 5 2- --ｧ ｷー 
[H2Tart,.-], 10-,j M. 

Fig.2. Plots ~t'°Kd0/Kd~l vs.[H.,Tart2-] 
at [H Tart-]=0.1 M. for zn(JIf-0-and 
Cd( JI戸→—.

0, 

Table 2 Formation constants of Zn(II) 
and Cd(II) tartrate complexes 

+ 
MH_Tart 

3 
lo g~ 
1.89 

MH_Tart 

孟gB' 
2.73 

1.28 2.08 

罪しC..tp片がら／ふ li)I C謳）のぅ麟蔽締1I床につ＼ 1 (~// ?を辛＇り光の対駒直も店 21 ：：
示しr-:.。り‘ち＇． も丸E) について 1 ま匠｝ 1 I 2 0)直縄ぅ勾釈が切片 1:. tヒして非常に 11) 3 <,、、

の砂令'T/ ~/ /l)',邑 1 ょ践差 h'' 欠ぎ 1 ヽ。 した初？7.. I H.. -,A- 'I考-Jを 11 I ~くし7. g'J IZ.庚験を行、）
@/ fl)｛直ど碓pヽめ「'.:-,

厨 l ¥:.2 /-:..おける条々の直線の切片を比軟すると雌らかな‘ように I ~ 0)|』 I広区虚）ノは（吟
ともに麟飯儲係の方が＇］エン藷錯係J:- I) _:/;大J. I I 。このこと比 HK-1 がも瞑位｝し 1 9 
鉤序て"|も紅酸の方 h” クェシ藪J-.') t -coo- ヒ- OH と0)釦＂ャレーI- ｛ヒ b吃己＇）易t/ r：：め
では r£ い h‘ ヒ先えられる。次に比＿2 A2ーを配位｝とすぅ虹1..わ比私IE)1 0犀）と 4 l::. ? Iｭ
”い炉西鱈蔽よ＇）も毎足度炉あ＜ ／特に Z謳）のクエン蒻錯体て＂凡配位} 0)局庵’荷 b"
恥几‘うにしにか’11, 令淑に戻克I梵 h'翡大することt示し E，フま＇） ／クエン蹄'li油石蒻
に比乾して／馳旦の倉電杓吠ぎさか＇鈎和与史度にい＜号ふして ll ることを元 I E。
盆匪）と C 謬）について全昔形戒のI,中旬t tc軋 L てみらと！すべてを謳）銘係のプが＇柑当

する以位）針計本}-')晶ヽ'}定だも示すことか？ゎp l る。
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